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凡　例

最大隙間(mm)

Ａ 1.0未満

Ｂ 1.0以上2.0未満

Ｃ 旧Ⅱ 2.0以上4.0未満

Ｄ 旧Ⅲ 4.0以上6.0未満

Ｅ 旧Ⅳ 6.0以上

最大高低差(mm)

Ａ 旧Ⅰ 3.0未満

Ｂ 旧Ⅱ 3.0以上6.0未満

Ｃ 旧Ⅲ 6.0以上9.0未満

Ｄ 旧Ⅳ 9.0以上

傷幅(mm)

Ａ 0.1未満

Ｂ 0.1以上0.3未満

Ｃ 旧Ⅱ 0.3以上0.55未満

Ｄ 旧Ⅲ 0.55以上0.7未満

Ｅ 旧Ⅳ 0.7以上

色評価値

Ａ 旧Ⅰ 4.0未満

Ｂ 4.0以上5.0未満

Ｃ 5.0以上6.0未満

Ｄ 旧Ⅲ 6.0以上8.0未満

Ｅ 旧Ⅳ 8.0以上

表示値(HI-520，HI-520-2)

Ａ 旧Ⅰ 440未満

Ｂ 旧Ⅱa 440以上620未満

Ｃ 旧Ⅱb 620以上780未満

Ｄ 旧Ⅲ 780以上910未満

Ｅ 旧Ⅳ 910以上

グレード

グレード

旧Ⅰ

表4 放出水分量(乾燥度試験紙法)のグレード

グレード

旧Ⅱ

表5 含有水分量(水分計法)のグレード

表1 表面凹凸のグレード

グレード

旧Ⅰ

表2 表面不陸のグレード

グレード

表3 表面強度のグレード

本書におけるグレード記号の新旧対応は以下の通りである。
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１．床下地施工編 
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× × × △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○

× × × △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○

× × × △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○

× × × △ △ △ (△) △ △ △ ○ ○ ○ (○)

× × × △ △ △ (△) △ △ △ ○ ○ ○ (○)

× × × △ △ △ (△) (△) △ △ △ ○ ○ ○ (○) (○)

× × × △ △ △ (△) (△) (△) △ △ △ ○ ○ ○ (○) (○) (○)

× × × △ △ △ (△) (△) (△) (△) △ △ △ ○ ○ ○ (○) (○) (○) (○)

× × × △ △ △ (△) (△) (△) (△) △ △ △ ○ ○ ○ (○) (○) (○) (○)

× × × △ △ △ (△) (△) (△) (△) △ △ △ ○ ○ ○ (○) (○) (○) (○)

× × × △ △ △ △ △ △ △ × △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ × ○ ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ × ○ ○ ○ ○ ○

△ △ × × × △ ○ ○ △ △

× × × × × × △ △ × ×

△ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ △ △ (△) ○ ○ ○ ○ ○ ○ (○)

△ △ △ △ △ △ (△) ○ ○ ○ ○ ○ ○ (○)

△ △ △ △ △ △ (△) (△) ○ ○ ○ ○ ○ ○ (○) (○)

△ △ △ △ △ △ (△) (△) (△) ○ ○ ○ ○ ○ ○ (○) (○) (○)

△ △ △ △ △ △ (△) (△) (△) (△) ○ ○ ○ ○ ○ ○ (○) (○) (○) (○)

△ △ △ △ △ △ (△) (△) (△) (△) ○ ○ ○ ○ ○ ○ (○) (○) (○) (○)

△ △ △ △ △ △ (△) (△) (△) (△) ○ ○ ○ ○ ○ ○ (○) (○) (○) (○)

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ △ ○ ○ ○ △ △

表面凹凸グレードＢ(最大隙間2.0mm未満)の達成可能性 表面凹凸グレードＣ(最大隙間4.0mm未満)の達成可能性
流動性　上段：スランプ，下段：スランプフロー 流動性　上段：スランプ，下段：スランプフロー

流動性　上段：スランプ，下段：スランプフロー

呼
び
強
度

呼
び
強
度

注：背景が灰色の組み合わせは、JIS A 5308規定適合品を表す 注：背景が灰色の組み合わせは、JIS A 5308規定適合品を表す
  ○：普通の施工条件で達成可能，△：特別配慮すれば達成可能，×：達成不可能   ○：普通の施工条件で達成可能，△：特別配慮すれば達成可能，×：達成不可能

  (○)(△)は、実験検討をしていないが、他の実験結果からの推測による   (○)(△)は、実験検討をしていないが、他の実験結果からの推測による

コンクリートの呼び強度およびスランプ，スランプフローと床下地の目標グレード達成可能性

呼
び
強
度

呼
び
強
度

注：背景が灰色の組み合わせは、JIS A 5308規定適合品を表す 注：背景が灰色の組み合わせは、JIS A 5308規定適合品を表す
  ○：普通の施工条件で達成可能，△：特別配慮すれば達成可能，×：達成不可能   ○：普通の施工条件で達成可能，△：特別配慮すれば達成可能，×：達成不可能

  (○)(△)は、実験検討をしていないが、他の実験結果からの推測による   (○)(△)は、実験検討をしていないが、他の実験結果からの推測による
※ 表面凹凸グレードＡ(最大隙間1.0mm未満)については、まだ達成可能性を検討していません(2022年11月29日 第17回セミナー時点)

表面強度グレードＢ(傷幅0.3mm未満)の達成可能性 表面強度グレードＣ(傷幅0.55mm未満)の達成可能性
流動性　上段：スランプ，下段：スランプフロー
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許
容
支
持
力
を
確
保
し
、
か
つ
普
通
型
枠
の
場
合
＠
9
0
0
m
m
程
度
以
下
で
支
保
工
設
置

普
通
型
枠
の
場
合
＠
1
5
0
m
m
程
度
で
配
筋

デ
ッ
キ
プ
レ
ー
ト
型
枠
の
場
合
、
適
宜
配
筋

打
設
時
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
あ
た
っ
た
り
作
業
員
が
踏
ん
だ
衝
撃
で
、
鉄
筋
が
暴
れ

る
と
凹
凸
の
原
因
と
な
る
た
め
、
確
実
に
緊
結
す
る

設
備
や
電
気
の
ス
リ
ー
ブ
を
適
宜
設
置

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
に
埋
め
込
ま
れ
た
際
、
浮
力
で
浮
く
と
凹
凸
の
原
因
と
な
る
た

め
、
鉄
筋
な
ど
に
適
当
な
間
隔
で
確
実
に
緊
結
す
る

ス
リ
ー
ブ
の
出
入
口
は
、
突
き
出
て
い
る
と
レ
ベ
ル
調
整
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
が
入
ら
な
い
よ
う
に
栓
を
し
た
う
え
で
、
レ
ベ
ル
よ
り
も
低
い
位
置
に

設
置
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
天
端
の
目
安
と
す
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
偏
ら
ず
に
分
配
さ
れ
る
こ
と
は
、
荒
な
ら
し

や
レ
ベ
ル
出
し
の
労
力
を
大
幅
に
減
ら
し
、
結
果
と
し
て
表
面

凹
凸
，
不
陸
を
な
く
す

型
枠
，
鉄
筋
な
ど
に
テ
ー
プ
や
レ
ベ
ル
ポ
イ
ン
タ
で
レ
ベ
ル
目
印
を
設
置
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
練
混
ぜ
か
ら
打
設
ま
で
の
時
間
を
規
定
内
に
お
さ
め
る
と
と
も

に
、
同
じ
状
態
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
一
定
の
速
度
で
連
続
し
て
打
設
で
き
る
よ
う

に
、
交
通
状
態
も
勘
案
し
な
が
ら
製
造
・
運
搬
時
間
を
調
節
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送

(
ポ
ン
プ
工
)

適
切
な
作
業
速
度
を
確
保
す
る

打
ち
重
ね
の
時
間
間
隔
が
長
時
間
に
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
、
打
設
時
の
ポ
ン
プ
筒
先

の
移
動
経
路
を
事
前
計
画
す
る

な
る
べ
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
延
べ
な
い
で
す
む
よ
う
、
一
ヶ
所
に
山
盛
り
に
せ

ず
適
宜
筒
先
を
移
動
さ
せ
る

2
0
0
ｍ

／
時
間
･
台
(
3
0
ｍ

／
時
間
･
台
)

ポ
ン
プ
オ
ペ
レ
ー
タ
：
1
人
／
台

ポ
ン
プ
筒
先
：
1
～
3
人
／
台

荒
な
ら
し

(
土
工
)

表
面
凹
凸
，
不
陸
を
な
く
す

レ
ベ
ル
マ
ー
ク
や
レ
ベ
ル
ポ
イ
ン
タ
を
目
印
に
、
打
設
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

ジ
ョ
レ
ン
な
ど
で
直
ち
に
な
ら
す

1
～
3
人
／
台

締
固
め

(
土
工
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
締
め
固
め
る
、
余
剰
水
の
排
出

バ
イ
ブ
レ
ー
タ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
垂
直
に
挿
入
し
、
所
定
の
深
さ
ま
で
挿
入
し
た

ら
1
ヶ
所
当
た
り
5
秒
程
度
動
か
さ
ず
に
締
め
固
め
る

バ
イ
ブ
を
斜
め
に
挿
入
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
振
動
で
流
し
広
げ
た
り
、
鉄
筋
に
当

て
て
振
動
さ
せ
な
い

0
～
4
人
／
台

タ
ン
ピ
ン
グ

(
土
工
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
沈
み
，
ひ
び
割
れ
防
止

骨
材
を
沈
め
、
ペ
ー
ス
ト
分
を
表
面
に
多
く
す
る
こ
と
に
よ

り
、
む
ら
直
し
，
金
鏝
仕
上
げ
時
の
鏝
当
た
り
を
良
く
す
る

(
軽
量
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
場
合
、
骨
材
が
浮
く
た
め
特
に
重

要
)
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
流
動
性
が
比
較
的
小
さ
い
場
合
、
タ
ン
パ
を
用
い
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
表
面
を
叩
き
、
砂
利
を
叩
き
沈
め
、
ペ
ー
ス
ト
分
を
表
面
に
多
く
す
る

タ
ン
ピ
ン
グ
を
行
っ
た
場
合
必
ず
レ
ベ
ル
が
変
化
す
る
た
め
、
レ
ベ
ル
出
し
作
業
を

行
う
前
に
実
施
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
流
動
性
が
比
較
的
大
き
い
場
合
は
、
タ
ン
パ
で
叩
か
な
く
て
も
砂

利
は
沈
み
、
か
え
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
過
剰
に
分
離
さ
せ
る
た
め
、
行
わ
な
い
方

が
良
い
。
ト
ン
ボ
を
小
刻
み
に
縦
に
揺
ら
す
な
ど
、
振
幅
が
小
さ
く
周
期
の
速
い
振

動
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
に
与
え
た
方
が
、
表
面
の
ペ
ー
ス
ト
分
が
均
質
に
な
る

0
～
1
人
／
台

な
ら
し

(
土
間
工
)

レ
ベ
ル
マ
ー
ク
や
レ
ベ
ル
ポ
イ
ン
タ
を
目
印
に
、
ト
ン
ボ
な
ど
で
な
ら
す

1
～
3
人
／
台
，
1
0
0
m
／
人
程
度

土
工
0
～
1
人
／
台
が
相
番

レ
ベ
ル
出
し

(
土
間
工
，
墨
出
工
，
型

枠
大
工
，
現
場
監
督
)

レ
ー
ザ
レ
ベ
ル
な
ど
と
当
た
り
棒
を
用
い
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
の
レ
ベ
ル
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
床
面
に
所
定
の
高
さ
に
調
整
し
た
直
径
3
0
0
m
m
程
度
の
円
形
の
レ
ベ
ル

を
作
る

レ
ベ
ル
を
出
す
位
置
は
、
定
規
ず
り
に
用
い
る
定
規
や
ト
ン
ボ
の
長
さ
に
応
じ
て
適

切
な
間
隔
で
設
け
る

1
人
／
台
(
テ
ィ
ル
テ
ィ
ン
グ
レ
ベ
ル
を
使
う

場
合
必
ず
2
人
1
組
)

定
規
ず
り

(
土
間
工
)

レ
ベ
ル
を
出
し
た
場
所
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
定
規
を
渡
し
て
そ
の
間
の
レ
ベ
ル
を
調
整

し
、
ラ
イ
ン
を
作
る
。
次
に
、
2
本
の
レ
ベ
ル
ラ
イ
ン
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
定
規
を
渡
し

て
ラ
イ
ン
の
間
の
レ
ベ
ル
を
調
整
し
、
帯
状
に
レ
ベ
ル
調
整
面
を
広
げ
る

1
人
が
定
規
ず
り
を
し
て
い
る
側
で
別
の
も
う
1
人
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
余
剰
分
や
不

足
分
を
調
整
す
る
と
、
効
率
よ
く
作
業
で
き
る

1
～
3
人
／
台
，
1
0
0
m
／
人
程
度

レ
ベ
ル
再
チ
ェ
ッ
ク

(
土
間
工
，
墨
出
工
，
現

場
監
督
)

定
規
ず
り
後
、
再
度
レ
ベ
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
不
適
切
の
場
合
修
正
す
る

再
度
定
規
ず
り

(
土
間
工
)

修
正
さ
れ
た
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
再
度
定
規
ず
り
を
実
施
す
る

凝
結
・
硬
化
待
ち

表
面
に
静
か
に
乗
っ
て
足
跡
が
少
し
残
る
(
深
さ
6
m
m
程
度
以
上

の
足
跡
が
つ
か
な
い
)
程
度
ま
で
硬
化
を
待
つ

凝
結
を
待
っ
て
い
る
間
、
表
面
が
ド
ラ
イ
ア
ウ
ト
し
な
い
よ
う
に
、
養
生
剤
散
布
や

噴
霧
を
適
宜
実
施
す
る
。
ド
ラ
イ
ア
ウ
ト
は
、
ク
ラ
ッ
ク
の
原
因
の
ほ
か
、
む
ら
直

し
や
金
鏝
仕
上
げ
時
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
に
十
分
な
ペ
ー
ス
ト
分
が
な
い
場
合
は

作
業
が
で
き
ず
、
表
面
凹
凸
，
表
面
強
度
に
影
響
す
る
。
夏
期
や
単
位
水
量
の
少
な

い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は
特
に
留
意
す
る
。

あ
る
程
度
凝
結
が
進
行
し
た
後
に
タ
ン
パ
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
を
再
度
叩
き
占
め

る
こ
と
に
よ
り
、
余
剰
水
や
巻
き
込
み
エ
ア
に
よ
る
空
隙
を
潰
し
、
ク
ラ
ッ
ク
防
止

に
つ
な
が
る
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
は
レ
ベ
ル
が
変
化
し
、
後
の
む
ら
直
し
や
押
え

で
は
修
正
不
可
能
な
た
め
、
凹
凸
精
度
は
著
し
く
落
ち
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ

る
。

取
り
合
い
廻
り
鏝
押
え

(
土
間
工
)

取
り
合
い
廻
り
は
、
機
械
ご
て
の
使
用
が
困
難
か
つ
細
か
い
作

業
が
必
要
な
う
え
、
凹
凸
と
な
り
や
す
い
た
め
、
手
作
業
で
丁

寧
に
む
ら
直
し
，
金
鏝
仕
上
げ
を
実
施
す
る

取
り
合
い
廻
り
に
対
し
て
木
ご
て
や
金
鏝
を
用
い
て
む
ら
直
し
，
金
鏝
仕
上
げ
を
施

す
1
～
2
人
／
台

む
ら
直
し

(
土
間
工
)

慣
ら
し
作
業
後
に
残
留
し
た
表
面
の
細
か
い
凹
凸
を
な
く
す

凝
結
を
待
っ
て
い
る
間
に
発
生
し
た
微
少
な
ひ
び
割
れ
を
修
復

す
る

ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
鏝
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表
面
に
飛
び
出
た
骨
材

を
引
っ
か
け
埋
め
込
み
、
ペ
ー
ス
ト
分
を
表
面
に
多
く
す
る
こ

と
に
よ
り
、
金
鏝
仕
上
げ
時
の
鏝
当
た
り
を
良
く
す
る

木
ご
て
や
円
板
ト
ロ
ウ
ェ
ル
を
用
い
て
、
表
面
の
骨
材
を
埋
め
込
む
と
と
も
に
、
細

か
い
凹
凸
を
な
く
す

1
～
2
人
／
台
，
8
0
～
1
0
0
m
／
人
程
度

金
鏝
押
え

(
土
間
工
)

ツ
ル
ツ
ル
し
た
鏝
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表
面
を
平
滑
に
す
る

ブ
リ
ー
ジ
ン
グ
水
で
緩
ん
だ
表
面
を
圧
密
し
な
が
ら
押
え
る
こ

と
に
よ
り
、
表
面
強
度
を
増
進
さ
せ
る
。
緻
密
な
表
面
は
、
ド

ラ
イ
ア
ウ
ト
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
水
和
反
応
の
増
進

も
期
待
で
き
る

金
鏝
や
羽
ト
ロ
ウ
ェ
ル
を
用
い
て
、
表
面
を
荷
重
を
か
け
て
圧
密
し
な
が
ら
平
滑
に

す
る

こ
て
跡
が
美
観
上
の
問
題
と
な
る
場
合
は
、
最
後
に
薄
く
柔
ら
か
い
金
鏝
で
圧
密
せ

ず
に
整
え
る

1
～
2
人
／
台
，
8
0
～
1
0
0
m
／
人
程
度

適
切
な
期
間
の
立
ち
入
り
禁
止
措
置
や
支
保
工
存
置
に
よ
り
、

ま
だ
固
ま
ら
な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表
面
が
荷
重
で
凹
む
こ
と

を
防
ぐ

散
水
や
シ
ー
ト
敷
設
に
よ
り
、
若
材
齢
期
の
水
和
反
応
に
必
要

な
水
分
を
供
給
し
た
り
ド
ラ
イ
ア
ウ
ト
を
防
止
す
る

立
ち
入
り
禁
止
措
置

支
保
工
存
置

散
水
養
生
，
シ
ー
ト
養
生

0
～
2
日
間
軽
作
業
以
外
立
ち
入
り
禁
止

床
下

地
施

工
の

一
般

的
な

作
業

手
順

一
般
的
な
施
工
条
件
で
の

作
業
員
数
，
担
当
面
積
な
ど

※
作
業
方
法

※
1
 
打
設
す
る
気
候
条
件
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
流
動
性
，
型
枠
種
類
，
建
物
の
用
途
や
形
状
に
よ
る
工
事
の
難
易
な
ど
に
よ
っ
て
も
、
適
切
な
作
業
員
数
な
ど
は
大
き
く
変
化
す
る

　
 
一
般
的
に
は

　
 
○
気
候
条
件

　
 
　
春
秋
と
比
較
し
て
、

　
 
　
　
夏
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
凝
結
・
硬
化
が
速
い
た
め
作
業
員
数
を
増
加
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

　
 
　
　
冬
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
凝
結
・
硬
化
が
遅
い
た
め
作
業
速
度
に
は
余
裕
が
あ
る
が
、
作
業
が
深
夜
に
さ
し
か
か
り
、
翌
日
ま
で
職
人
を
拘
束
す
る
可
能
性
が
あ
る

　
 
○
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
流
動
性

　
 
　
一
般
的
な
ス
ラ
ン
プ
1
8
c
m
前
後
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
比
較
し
て
、

　
 
　
　
流
動
性
が
小
さ
い
場
合
は
、
流
し
延
べ
る
の
が
難
し
く
、
均
し
に
多
く
の
作
業
員
数
が
必
要

　
 
　
　
流
動
性
が
大
き
い
場
合
は
、
単
位
水
量
を
大
き
く
し
な
い
よ
う
強
い
混
和
剤
が
大
量
に
使
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
凝
結
，
硬
化
が
速
く
ド
ラ
イ
ア
ウ
ト
し
や
す
い
た
め
、
む
ら
直
し
，
押
え
に
多
く
の
作
業
員
数
が
必
要

　
 
○
型
枠
種
類

　
 
　
木
製
型
枠
と
比
較
し
て
、

　
 
　
　
デ
ッ
キ
プ
レ
ー
ト
ス
ラ
ブ
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
余
剰
水
が
排
出
さ
れ
に
く
い
た
め
、
ブ
リ
ー
ジ
ン
グ
水
が
多
か
っ
た
り
、
凝
結
，
硬
化
が
遅
く
な
り
や
す
い

　
 
　
　
ハ
ー
フ
P
C
a
ス
ラ
ブ
で
は
、
P
C
a
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
生
コ
ン
の
水
分
を
吸
わ
れ
た
り
、
打
設
厚
さ
が
小
さ
い
た
め
、
ド
ラ
イ
ア
ウ
ト
し
や
す
い

　
 
○
工
事
の
難
易

　
 
　
事
務
所
，
学
校
，
病
院
な
ど
一
般
的
な
建
物
と
比
較
し
て
、

　
 
　
　
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
形
状
が
複
雑
な
建
物
で
は
、
一
人
あ
た
り
が
担
当
で
き
る
面
積
が
小
さ
く
な
る
た
め
、
作
業
員
数
を
増
加
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

　
 
　
　
物
流
倉
庫
な
ど
形
状
が
単
純
な
建
物
で
は
、
一
人
あ
た
り
が
担
当
で
き
る
面
積
が
大
き
く
な
る
た
め
、
作
業
員
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
そ
の
場
合
で
も
役
割
分
担
の
観
点
か
ら
最
低
4
名
以
上
必
要

コ
ン
ク
リ
ー
ト
運
搬

(
生
コ
ン
プ
ラ
ン
ト
)

コ
ン
ク

リ
ー
ト

打
ち
込
み

工
事

表
面
凹
凸
，
不
陸
を
な
く
す

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
込
み
後
の
措
置

(
養
生
に
つ
い
て
は
別
項
参
照
)

目
的

梁
，
ス
ラ
ブ
型
枠
工
事

梁
，
ス
ラ
ブ
鉄
筋
工
事

(
鉄
筋
工
)

梁
，
ス
ラ
ブ
ス
リ
ー
ブ
工
事

(
電
工
，
設
備
工
)

レ
ベ
ル
マ
ー
ク
，
レ
ベ
ル
ポ
イ
ン
タ
設

置
養
生
工

表
面

凹
凸

グ
レ

ー
ド

Ｃ
(
最

大
隙

間
4
.
0
m
m
未

満
)
，

表
面

不
陸

グ
レ

ー
ド

Ｂ
(
最

大
高

低
差

6
.
0
m
m
未

満
)
，

表
面

強
度

グ
レ

ー
ド

Ｃ
(
傷

幅
0
.
5
5
m
m
未

満
)
を

達
成

す
る

た
め

の
一

般
的

な
作

業
手

順
を

示
す

−  4  − −  5  −



許
容
支
持
力
を
確
保
し
、
か
つ
普
通
型
枠
の
場
合
＠
9
0
0
m
m
程
度
以
下
で
支
保
工
設
置

普
通
型
枠
の
場
合
＠
1
5
0
m
m
程
度
で
配
筋

デ
ッ
キ
プ
レ
ー
ト
型
枠
の
場
合
、
適
宜
配
筋

打
設
時
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
あ
た
っ
た
り
作
業
員
が
踏
ん
だ
衝
撃
で
、
鉄
筋
が
暴
れ

る
と
凹
凸
の
原
因
と
な
る
た
め
、
確
実
に
緊
結
す
る

設
備
や
電
気
の
ス
リ
ー
ブ
を
適
宜
設
置

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
に
埋
め
込
ま
れ
た
際
、
浮
力
で
浮
く
と
凹
凸
の
原
因
と
な
る
た

め
、
鉄
筋
な
ど
に
適
当
な
間
隔
で
確
実
に
緊
結
す
る

ス
リ
ー
ブ
の
出
入
口
は
、
突
き
出
て
い
る
と
レ
ベ
ル
調
整
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
が
入
ら
な
い
よ
う
に
栓
を
し
た
う
え
で
、
レ
ベ
ル
よ
り
も
低
い
位
置
に

設
置
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
天
端
の
目
安
と
す
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
偏
ら
ず
に
分
配
さ
れ
る
こ
と
は
、
荒
な
ら
し

や
レ
ベ
ル
出
し
の
労
力
を
大
幅
に
減
ら
し
、
結
果
と
し
て
表
面

凹
凸
，
不
陸
を
な
く
す

型
枠
，
鉄
筋
な
ど
に
テ
ー
プ
や
レ
ベ
ル
ポ
イ
ン
タ
で
レ
ベ
ル
目
印
を
設
置
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
練
混
ぜ
か
ら
打
設
ま
で
の
時
間
を
規
定
内
に
お
さ
め
る
と
と
も

に
、
同
じ
状
態
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
一
定
の
速
度
で
連
続
し
て
打
設
で
き
る
よ
う

に
、
交
通
状
態
も
勘
案
し
な
が
ら
製
造
・
運
搬
時
間
を
調
節
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送

(
ポ
ン
プ
工
)

適
切
な
作
業
速
度
を
確
保
す
る

打
ち
重
ね
の
時
間
間
隔
が
長
時
間
に
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
、
打
設
時
の
ポ
ン
プ
筒
先

の
移
動
経
路
を
事
前
計
画
す
る

な
る
べ
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
延
べ
な
い
で
す
む
よ
う
、
一
ヶ
所
に
山
盛
り
に
せ

ず
適
宜
筒
先
を
移
動
さ
せ
る

2
0
0
ｍ

／
時
間
･
台
(
3
0
ｍ

／
時
間
･
台
)

ポ
ン
プ
オ
ペ
レ
ー
タ
：
1
人
／
台

ポ
ン
プ
筒
先
：
1
～
3
人
／
台

荒
な
ら
し

(
土
工
)

表
面
凹
凸
，
不
陸
を
な
く
す

レ
ベ
ル
マ
ー
ク
や
レ
ベ
ル
ポ
イ
ン
タ
を
目
印
に
、
打
設
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

ジ
ョ
レ
ン
な
ど
で
直
ち
に
な
ら
す

1
～
3
人
／
台

締
固
め

(
土
工
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
締
め
固
め
る
、
余
剰
水
の
排
出

バ
イ
ブ
レ
ー
タ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
垂
直
に
挿
入
し
、
所
定
の
深
さ
ま
で
挿
入
し
た

ら
1
ヶ
所
当
た
り
5
秒
程
度
動
か
さ
ず
に
締
め
固
め
る

バ
イ
ブ
を
斜
め
に
挿
入
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
振
動
で
流
し
広
げ
た
り
、
鉄
筋
に
当

て
て
振
動
さ
せ
な
い

0
～
4
人
／
台

タ
ン
ピ
ン
グ

(
土
工
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
沈
み
，
ひ
び
割
れ
防
止

骨
材
を
沈
め
、
ペ
ー
ス
ト
分
を
表
面
に
多
く
す
る
こ
と
に
よ

り
、
む
ら
直
し
，
金
鏝
仕
上
げ
時
の
鏝
当
た
り
を
良
く
す
る

(
軽
量
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
場
合
、
骨
材
が
浮
く
た
め
特
に
重

要
)
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
流
動
性
が
比
較
的
小
さ
い
場
合
、
タ
ン
パ
を
用
い
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
表
面
を
叩
き
、
砂
利
を
叩
き
沈
め
、
ペ
ー
ス
ト
分
を
表
面
に
多
く
す
る

タ
ン
ピ
ン
グ
を
行
っ
た
場
合
必
ず
レ
ベ
ル
が
変
化
す
る
た
め
、
レ
ベ
ル
出
し
作
業
を

行
う
前
に
実
施
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
流
動
性
が
比
較
的
大
き
い
場
合
は
、
タ
ン
パ
で
叩
か
な
く
て
も
砂

利
は
沈
み
、
か
え
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
過
剰
に
分
離
さ
せ
る
た
め
、
行
わ
な
い
方

が
良
い
。
ト
ン
ボ
を
小
刻
み
に
縦
に
揺
ら
す
な
ど
、
振
幅
が
小
さ
く
周
期
の
速
い
振

動
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
に
与
え
た
方
が
、
表
面
の
ペ
ー
ス
ト
分
が
均
質
に
な
る

0
～
1
人
／
台

な
ら
し

(
土
間
工
)

レ
ベ
ル
マ
ー
ク
や
レ
ベ
ル
ポ
イ
ン
タ
を
目
印
に
、
ト
ン
ボ
な
ど
で
な
ら
す

1
～
3
人
／
台
，
1
0
0
m
／
人
程
度

土
工
0
～
1
人
／
台
が
相
番

レ
ベ
ル
出
し

(
土
間
工
，
墨
出
工
，
型

枠
大
工
，
現
場
監
督
)

レ
ー
ザ
レ
ベ
ル
な
ど
と
当
た
り
棒
を
用
い
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
の
レ
ベ
ル
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
床
面
に
所
定
の
高
さ
に
調
整
し
た
直
径
3
0
0
m
m
程
度
の
円
形
の
レ
ベ
ル

を
作
る

レ
ベ
ル
を
出
す
位
置
は
、
定
規
ず
り
に
用
い
る
定
規
や
ト
ン
ボ
の
長
さ
に
応
じ
て
適

切
な
間
隔
で
設
け
る

1
人
／
台
(
テ
ィ
ル
テ
ィ
ン
グ
レ
ベ
ル
を
使
う

場
合
必
ず
2
人
1
組
)

定
規
ず
り

(
土
間
工
)

レ
ベ
ル
を
出
し
た
場
所
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
定
規
を
渡
し
て
そ
の
間
の
レ
ベ
ル
を
調
整

し
、
ラ
イ
ン
を
作
る
。
次
に
、
2
本
の
レ
ベ
ル
ラ
イ
ン
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
定
規
を
渡
し

て
ラ
イ
ン
の
間
の
レ
ベ
ル
を
調
整
し
、
帯
状
に
レ
ベ
ル
調
整
面
を
広
げ
る

1
人
が
定
規
ず
り
を
し
て
い
る
側
で
別
の
も
う
1
人
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
余
剰
分
や
不

足
分
を
調
整
す
る
と
、
効
率
よ
く
作
業
で
き
る

1
～
3
人
／
台
，
1
0
0
m
／
人
程
度

レ
ベ
ル
再
チ
ェ
ッ
ク

(
土
間
工
，
墨
出
工
，
現

場
監
督
)

定
規
ず
り
後
、
再
度
レ
ベ
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
不
適
切
の
場
合
修
正
す
る

再
度
定
規
ず
り

(
土
間
工
)

修
正
さ
れ
た
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
再
度
定
規
ず
り
を
実
施
す
る

凝
結
・
硬
化
待
ち

表
面
に
静
か
に
乗
っ
て
足
跡
が
少
し
残
る
(
深
さ
6
m
m
程
度
以
上

の
足
跡
が
つ
か
な
い
)
程
度
ま
で
硬
化
を
待
つ

凝
結
を
待
っ
て
い
る
間
、
表
面
が
ド
ラ
イ
ア
ウ
ト
し
な
い
よ
う
に
、
養
生
剤
散
布
や

噴
霧
を
適
宜
実
施
す
る
。
ド
ラ
イ
ア
ウ
ト
は
、
ク
ラ
ッ
ク
の
原
因
の
ほ
か
、
む
ら
直

し
や
金
鏝
仕
上
げ
時
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
に
十
分
な
ペ
ー
ス
ト
分
が
な
い
場
合
は

作
業
が
で
き
ず
、
表
面
凹
凸
，
表
面
強
度
に
影
響
す
る
。
夏
期
や
単
位
水
量
の
少
な

い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は
特
に
留
意
す
る
。

あ
る
程
度
凝
結
が
進
行
し
た
後
に
タ
ン
パ
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
を
再
度
叩
き
占
め

る
こ
と
に
よ
り
、
余
剰
水
や
巻
き
込
み
エ
ア
に
よ
る
空
隙
を
潰
し
、
ク
ラ
ッ
ク
防
止

に
つ
な
が
る
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
は
レ
ベ
ル
が
変
化
し
、
後
の
む
ら
直
し
や
押
え

で
は
修
正
不
可
能
な
た
め
、
凹
凸
精
度
は
著
し
く
落
ち
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ

る
。

取
り
合
い
廻
り
鏝
押
え

(
土
間
工
)

取
り
合
い
廻
り
は
、
機
械
ご
て
の
使
用
が
困
難
か
つ
細
か
い
作

業
が
必
要
な
う
え
、
凹
凸
と
な
り
や
す
い
た
め
、
手
作
業
で
丁

寧
に
む
ら
直
し
，
金
鏝
仕
上
げ
を
実
施
す
る

取
り
合
い
廻
り
に
対
し
て
木
ご
て
や
金
鏝
を
用
い
て
む
ら
直
し
，
金
鏝
仕
上
げ
を
施

す
1
～
2
人
／
台

む
ら
直
し

(
土
間
工
)

慣
ら
し
作
業
後
に
残
留
し
た
表
面
の
細
か
い
凹
凸
を
な
く
す

凝
結
を
待
っ
て
い
る
間
に
発
生
し
た
微
少
な
ひ
び
割
れ
を
修
復

す
る

ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
鏝
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表
面
に
飛
び
出
た
骨
材

を
引
っ
か
け
埋
め
込
み
、
ペ
ー
ス
ト
分
を
表
面
に
多
く
す
る
こ

と
に
よ
り
、
金
鏝
仕
上
げ
時
の
鏝
当
た
り
を
良
く
す
る

木
ご
て
や
円
板
ト
ロ
ウ
ェ
ル
を
用
い
て
、
表
面
の
骨
材
を
埋
め
込
む
と
と
も
に
、
細

か
い
凹
凸
を
な
く
す

1
～
2
人
／
台
，
8
0
～
1
0
0
m
／
人
程
度

金
鏝
押
え

(
土
間
工
)

ツ
ル
ツ
ル
し
た
鏝
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表
面
を
平
滑
に
す
る

ブ
リ
ー
ジ
ン
グ
水
で
緩
ん
だ
表
面
を
圧
密
し
な
が
ら
押
え
る
こ

と
に
よ
り
、
表
面
強
度
を
増
進
さ
せ
る
。
緻
密
な
表
面
は
、
ド

ラ
イ
ア
ウ
ト
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
水
和
反
応
の
増
進

も
期
待
で
き
る

金
鏝
や
羽
ト
ロ
ウ
ェ
ル
を
用
い
て
、
表
面
を
荷
重
を
か
け
て
圧
密
し
な
が
ら
平
滑
に

す
る

こ
て
跡
が
美
観
上
の
問
題
と
な
る
場
合
は
、
最
後
に
薄
く
柔
ら
か
い
金
鏝
で
圧
密
せ

ず
に
整
え
る

1
～
2
人
／
台
，
8
0
～
1
0
0
m
／
人
程
度

適
切
な
期
間
の
立
ち
入
り
禁
止
措
置
や
支
保
工
存
置
に
よ
り
、

ま
だ
固
ま
ら
な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表
面
が
荷
重
で
凹
む
こ
と

を
防
ぐ

散
水
や
シ
ー
ト
敷
設
に
よ
り
、
若
材
齢
期
の
水
和
反
応
に
必
要

な
水
分
を
供
給
し
た
り
ド
ラ
イ
ア
ウ
ト
を
防
止
す
る

立
ち
入
り
禁
止
措
置

支
保
工
存
置

散
水
養
生
，
シ
ー
ト
養
生

0
～
2
日
間
軽
作
業
以
外
立
ち
入
り
禁
止

床
下

地
施

工
の

一
般

的
な

作
業

手
順

一
般
的
な
施
工
条
件
で
の

作
業
員
数
，
担
当
面
積
な
ど

※
作
業
方
法

※
1
 
打
設
す
る
気
候
条
件
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
流
動
性
，
型
枠
種
類
，
建
物
の
用
途
や
形
状
に
よ
る
工
事
の
難
易
な
ど
に
よ
っ
て
も
、
適
切
な
作
業
員
数
な
ど
は
大
き
く
変
化
す
る

　
 
一
般
的
に
は

　
 
○
気
候
条
件

　
 
　
春
秋
と
比
較
し
て
、

　
 
　
　
夏
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
凝
結
・
硬
化
が
速
い
た
め
作
業
員
数
を
増
加
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

　
 
　
　
冬
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
凝
結
・
硬
化
が
遅
い
た
め
作
業
速
度
に
は
余
裕
が
あ
る
が
、
作
業
が
深
夜
に
さ
し
か
か
り
、
翌
日
ま
で
職
人
を
拘
束
す
る
可
能
性
が
あ
る

　
 
○
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
流
動
性

　
 
　
一
般
的
な
ス
ラ
ン
プ
1
8
c
m
前
後
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
比
較
し
て
、

　
 
　
　
流
動
性
が
小
さ
い
場
合
は
、
流
し
延
べ
る
の
が
難
し
く
、
均
し
に
多
く
の
作
業
員
数
が
必
要

　
 
　
　
流
動
性
が
大
き
い
場
合
は
、
単
位
水
量
を
大
き
く
し
な
い
よ
う
強
い
混
和
剤
が
大
量
に
使
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
凝
結
，
硬
化
が
速
く
ド
ラ
イ
ア
ウ
ト
し
や
す
い
た
め
、
む
ら
直
し
，
押
え
に
多
く
の
作
業
員
数
が
必
要

　
 
○
型
枠
種
類

　
 
　
木
製
型
枠
と
比
較
し
て
、

　
 
　
　
デ
ッ
キ
プ
レ
ー
ト
ス
ラ
ブ
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
余
剰
水
が
排
出
さ
れ
に
く
い
た
め
、
ブ
リ
ー
ジ
ン
グ
水
が
多
か
っ
た
り
、
凝
結
，
硬
化
が
遅
く
な
り
や
す
い

　
 
　
　
ハ
ー
フ
P
C
a
ス
ラ
ブ
で
は
、
P
C
a
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
生
コ
ン
の
水
分
を
吸
わ
れ
た
り
、
打
設
厚
さ
が
小
さ
い
た
め
、
ド
ラ
イ
ア
ウ
ト
し
や
す
い

　
 
○
工
事
の
難
易

　
 
　
事
務
所
，
学
校
，
病
院
な
ど
一
般
的
な
建
物
と
比
較
し
て
、

　
 
　
　
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
形
状
が
複
雑
な
建
物
で
は
、
一
人
あ
た
り
が
担
当
で
き
る
面
積
が
小
さ
く
な
る
た
め
、
作
業
員
数
を
増
加
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

　
 
　
　
物
流
倉
庫
な
ど
形
状
が
単
純
な
建
物
で
は
、
一
人
あ
た
り
が
担
当
で
き
る
面
積
が
大
き
く
な
る
た
め
、
作
業
員
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
そ
の
場
合
で
も
役
割
分
担
の
観
点
か
ら
最
低
4
名
以
上
必
要

コ
ン
ク
リ
ー
ト
運
搬

(
生
コ
ン
プ
ラ
ン
ト
)

コ
ン
ク

リ
ー
ト

打
ち
込
み

工
事

表
面
凹
凸
，
不
陸
を
な
く
す

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
込
み
後
の
措
置

(
養
生
に
つ
い
て
は
別
項
参
照
)

目
的

梁
，
ス
ラ
ブ
型
枠
工
事

梁
，
ス
ラ
ブ
鉄
筋
工
事

(
鉄
筋
工
)

梁
，
ス
ラ
ブ
ス
リ
ー
ブ
工
事

(
電
工
，
設
備
工
)

レ
ベ
ル
マ
ー
ク
，
レ
ベ
ル
ポ
イ
ン
タ
設

置
養
生
工

表
面

凹
凸

グ
レ

ー
ド

Ｃ
(
最

大
隙

間
4
.
0
m
m
未

満
)
，

表
面

不
陸

グ
レ

ー
ド

Ｂ
(
最

大
高

低
差

6
.
0
m
m
未

満
)
，

表
面

強
度

グ
レ

ー
ド

Ｃ
(
傷

幅
0
.
5
5
m
m
未

満
)
を

達
成

す
る

た
め

の
一

般
的

な
作

業
手

順
を

示
す
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表面凹凸
グレードＢ(最大隙間2.0mm未満)

表面不陸
グレードＡ(最大高低差3.0mm未満)

表面強度
グレードＢ(傷幅0.3mm未満)

デッキプレート型枠の場合も適宜支
保工設置

レベルポインタを使用

コンクリート圧送
(ポンプ工)

コンクリートの流動性に応じてなら
しが十分に追いつく速さで投入

荒ならし，締固め
(土工)

コンクリートの流動性に応じて投入
速度に追いつく作業員数を確保

タンピング
(土工)

コンクリートの流動性に応じて投入
速度に追いつく作業員数を確保

ならし
(土間工)

コンクリートの流動性に応じて投入
速度に追いつく作業員数を確保

レベル出し
(土間工，墨出工，型枠

大工，現場監督)

コンクリートの流動性に応じて投入
速度に追いつく作業員数を確保

定規ずり
(土間工)

コンクリートの流動性に応じて投入
速度に追いつく作業員数を確保

レベル再チェック
(土間工，墨出工，現場

監督)
必須

再度定規ずり
(土間工)

必須

凝結・硬化待ち

取り合い廻り鏝押え
(土間工)

むら直し
(土間工)

金鏝仕上げ
(土間工)

レベルマーク，レベルポインタ設置
(養生工)

コンクリート打ち込み後の措置
(養生については別項参照)

(コンクリート種類：普通コンクリート，呼び強度18～27，スランプ15～18cm の場合)

表面凹凸グレードＢ，表面不陸グレードＡ，表面強度グレードＢを達成するための
床下地施工作業に関する特記事項

コンクリート運搬
(生コンプラント)

コンクリート
打ち込み

工事

打ち重ね(先に打込み凝結が進行したコンクリートの端部に新たなコンク
リートを重ねる状況)部分が凹凸・不陸になりやすいため、打設順は事前に
よく計画する

ティルティングレベルを使用

定規を使用，50m /人が目安

/人が目安，2回実施

/人が目安，3回実施

床下地グレードに応じた特記事項

梁，スラブ型枠工事
(型枠大工)

梁，スラブ鉄筋工事
(鉄筋工)

梁，スラブスリーブ工事
(電工，設備工)
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土間工事前チェックシート

■施工物件について

⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒作業人員が多く必要
物流倉庫 ／ 戸建て住宅・事務所・オフィスビル・学校 ／ マンション・ホテル・病院
／ その他

■目標グレードについて

表面凹凸：グレードＡ 最大隙間 未満 ／Ｂ 未満 ／Ｃ 未満 ／Ｄ 未満
／Ｅ 以上 ／目標なし

表面不陸：グレードＡ 最大高低差 未満 ／Ｂ 未満 ／Ｃ 未満
／Ｄ 以上 ／目標なし

表面強度：グレードＡ 傷幅 未満 ／Ｂ 未満 ／Ｃ 未満 ／Ｄ 未満
／Ｅ 以上 ／目標なし

放出水分量 乾燥度試験紙法 ：グレードＡ 色評価値 未満 ／Ｂ 未満 ／Ｃ 未満
／Ｄ 未満 ／Ｅ 以上 ／目標なし

含有水分量 水分計法 ：グレードＡ 表示値 未満 ／Ｂ 未満 ／Ｃ 未満
／Ｄ 未満 ／Ｅ 以上 ／目標なし

■打ち込み日について

打ち込み日 ： 年 月 日
天気：晴れ ／ くもり ／ 雨 ／ 雪 気温： ℃ 湿度： ％

■用いるコンクリートについて

調合表事前入手：可・不可
不可の場合は以下記入
強度 ： スランプ：
混和剤 ：普通 ／ 高性能 減水剤
骨材 ：普通 ／ 軽量 ／ 再生骨材
混和材 ：無添加 ／ 微粉末： ／ポリマ： ／膨張材：

■施工時の状況について

打ち込み量 ： ポンプ車台数： 台
薬品散布の有無：散布せず ／ 散布

散布の場合は以下記入
薬品種類：
希釈方法：薬品：水＝ ：
散布箇所：全面 ／ 一部 箇所：

■型枠種類について いずれかに○

木製型枠 ／ デッキプレート ／ ハーフ

以上より、当日作業員数は

標準 人＋工事難易 人増＝ 人とします
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２．養 生 編
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初期
ドライアウト

防止処置

初期材齢でのドライアウト
による表面強度低下は非常
に大きいため、コンクリー
ト表面がドライアウトしな
いようにする

散水や、蒸発を抑制するシートで覆うなどして、濡れた状態
を保つ
上面仕上げが終了してすぐは、水圧で表面を荒らす可能性が
あるため、噴霧により散水するのが良い
水が垂れ落ちて下階での施工作業に影響する場合があるた
め、養生方法は事前に検討する

載荷による凹み
防止処置

重量物を置いたことによる
凹凸を防止する

コンクリートの強度が十分に発現していない間は、重量物を
置くと局所的に凹んだりスラブ全体がたわんで凹凸になるた
め、可能であれば避け、やむを得ない場合は置き方を検討す
る

不要な封緘による
乾燥阻害の
防止処置

床下地上に物を置く場合、
コンクリートとの間の通気
性を確保することにより、
物を置いたことによる水分
状態の不均一を防止する

コンクリート表面に物が密着していると、その部分の乾燥が
妨げられ局所的に水分量が多くなり、仕上げ材の不具合の原
因となるため、通気性を確保するなど、置き方を検討する。

汚損の防止処置 汚損を防止する

コンクリート表面に付着した汚れにより、仕上げ材の変質や
接着阻害の原因となるため、コンクリート表面を汚さないよ
う留意する
墨出しに用いた塗料が仕上げ材を変質させる場合もあるた
め、多くの素材と不活性な塗料を用いるとともに、あまり一
般的ではない仕上げ材を用いる場合は個々に検討する

仕上げ材
施工まで

床下地水分による
接着阻害の防止処置

用いる仕上げ材に応じた放
出水分量グレード，含有水
分量グレードとなるまで乾
燥させる
水分量の変遷は養生方法や
気温，湿度および雨掛かり
状況などにより変化するた
め、色評価値(乾燥度試験紙
法)，表示値(水分計法)を適
宜把握し相当するグレード
を確認する

床下地中の水分は、床に直接塗布あるいは接着する仕上げ材
の場合接着阻害の原因となる
また、薄手の仕上げ材や柔らかい仕上げ材の場合、水分が仕
上げ材底面で結露したり、日射などで急激に蒸発し、膨れの
原因となる
水分に溶出したコンクリート中のカルシウム分などが仕上げ
材の成分と化学反応し、白華などの生成物を析出して汚れの
原因となる場合もある
これらを避けるため、水がかりを防止したうえで、仕上げ材
に応じた水分量となるまで十分乾燥させる

中間期

表面凹凸グレードＣ(最大隙間4.0mm未満)，表面不陸グレードＢ(最大高低差6.0mm未満)，表面強度
グレードＣ(傷幅0.55mm未満)および用いる仕上げ材に応じた放出水分量グレード，含有水分量グ
レードを達成するための一般的な作業手順を示す

養生の一般的な作業手順

目的 作業方法
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表面凹凸
グレードＢ

(最大隙間2.0mm未満)

表面不陸
グレードＡ

(最大高低差3.0mm未満)

表面強度
グレードＢ

(傷幅0.3mm未満)

初期
ドライアウト
防止処置

散水養生をする場合、上面
仕上げが終了してすぐは、
水圧で表面を荒らす可能性
があるため、噴霧により散
水する

3日間程度以上湿潤養生措置
を執る

載荷による凹み
防止処置

不要な封緘による
乾燥阻害の
防止処置

汚損の防止処置

仕上げ材
施工まで

床下地水分による
接着阻害の防止処置

中間期

床下地グレードに応じた特記事項

十分なコンクリート強度が発現するまで(3日間程度)床下
地上に重量物を置かない

表面凹凸グレードＢ，表面不陸グレードＡ，表面強度グレードＢを
達成するための養生作業に関する特記事項
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床下地養生 結果チェックシート

達成日

達成日の
測定値

※ ：乾燥度試験紙法　※ ：水分計法

Ｅ
以上

Ａ
未満

Ａ
未満
Ｂ
未満
Ｃ
未満
Ｄ
未満

Ｂ
未満

Ｃ
未満

Ｄ
以上

Ｄ
未満

Ｅ
以上

表面不陸
最大高低差

放出水分量
※

色評価値
含有水分量

※

表示値

Ｃ
未満

Ａ
未満

Ｂ
未満

Ｃ
未満

Ｄ
未満

Ｅ
以上

目標
グレード

Ａ
未満

表面強度
傷幅

表面凹凸
最大隙間

Ｄ
未満

Ａ
未満

Ｃ
未満

Ｂ
未満

Ｂ
未満

Ｅ
以上

床下地の表層部品質グレード

□ 工場 □
戸建て
住宅

□
マンショ
ン

□

□ 物流倉庫 □ 事務所 □ ホテル □ 張り床 □ フローリング

□
オフィス
ビル

□ 病院 □ カーペット □ 石材・タイル

□ 学校 □

□ □
OAフロア
鋼製組み床

□
セルフレベリ
ング材

その他(　　　　　　 　　　　)

施工物件種類 仕上げ材種類

塗り床( 薄塗り ／ 厚塗り )

その他(　　　　　　　　)

強度 □ 木製

スランプ □ デッキプレート

混和剤 □ 普通 □ 高性能 □ ハーフPc

□ 普通 □ 再生 □ 散布せず

□ 軽量 □ 全面散布

□ 無添加 □ 一部散布

□
散布箇所

(　　　　　　　　　)
添加(　　　　　　　　)

混和材

骨材

型枠種類

養生剤
散布

床下地コンクリート工事概要
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３．張り床材施工編 
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性能項目：平坦性，床下地表層部品質項目：表面凹凸

床用途 要求性能
使用する
張り床材の

光沢
※1

高光沢

低〜中光沢

高光沢

低〜中光沢

高光沢

低〜中光沢

高光沢

低〜中光沢

※1　高光沢：60度鏡面光沢度90程度，低～中光沢：60度鏡面光沢度20～50程度　　※2　SL材を使用する場合SL材の表面凹凸に適用

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：表面強度

床用途 要求性能
選択可能な
張り床材，
接着剤

必要となる床下地の
表面強度のグレード
(引っかき傷幅)

必要となる
下地調整

Ｂ(0.3mm未満) 不要

Ｃ(0.55mm未満) 不要

Ｄ(0.7mm未満) プライマー処理

Ｂ(0.3mm未満) 不要

Ｃ(0.55mm未満) プライマー処理

大きな動荷重が
作用する床

(病院の手術室など)

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

耐動荷重床材，
エポキシ樹脂系接着

剤
Ｂ(0.3mm未満) プライマー処理

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：放出水分量(乾燥度試験紙法)

床用途 要求性能
選択可能な
張り床材，
接着剤

必要となる床下地の
放出水分量のグレード

(色評価値)

使用可能な
接着剤

Ａ(4.0未満) 制限なし

Ｂ(5.0未満) 制限なし

Ｃ(6.0未満) ウレタン樹脂系接着剤

Ａ(4.0未満)
ウレタン樹脂系接着剤

もしくは
エポキシ樹脂系接着剤

Ｂ(5.0未満)
ウレタン樹脂系接着剤

もしくは
エポキシ樹脂系接着剤

Ｃ(6.0未満) ウレタン樹脂系接着剤

Ａ(4.0未満) エポキシ樹脂系接着剤

Ｂ(5.0未満) エポキシ樹脂系接着剤

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：含有水分量(水分計法)

床用途 要求性能
選択可能な
張り床材，
接着剤

必要となる床下地の
含有水分量のグレード

(表示値)

使用可能な
接着剤

Ａ(440未満) 制限なし

Ｂ(620未満)
制限なし

ただし接着剤ごとに要確
認

Ｃ(780未満)

ウレタン樹脂系接着剤
もしくは

エポキシ樹脂系接着剤
ただし接着剤ごとに要確

認

Ａ(440未満)
ウレタン樹脂系接着剤

もしくは
エポキシ樹脂系接着剤

Ｂ(620未満)

ウレタン樹脂系接着剤
もしくは

エポキシ樹脂系接着剤
ただし接着剤ごとに要確

認

大きな動荷重が
作用する床

(病院の手術室など)

剥離，膨れなどの不具合が
中・長期的にも発生しない

耐動荷重床材，
エポキシ樹脂系接着

剤
Ａ(440未満) エポキシ樹脂系接着剤

一般床
剥離，膨れなどの不具合が
中・長期的にも発生しない

制限なし

動荷重が
作用する床

(病院の病室，廊下など)

剥離，膨れなどの不具合が
中・長期的にも発生しない

耐動荷重床材，
ウレタン樹脂系接着剤

もしくは
エポキシ樹脂系接着

剤

張り床材施工時の要求性能と必要床下地表層部品質の関係

必要となる床下地の

表面凹凸のグレード
※2

(2m直定規による最大隙間)

Ｂ(2mm未満)

Ｃ(4mm未満)

Ｃ(4mm未満)

事務所，
学校など

視覚的に、
ほとんど気にならない程度

視覚的に、
やや気になる程度 Ｄ(6mm未満)

Ａ(1mm未満)

Ｂ(2mm未満)

Ｂ(2mm未満)

Ｃ(4mm未満)

動荷重が
作用する床

(病院の病室，廊下など)

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

耐動荷重床材，
ウレタン樹脂系接着剤

もしくは
エポキシ樹脂系接着

剤

一般床
剥離，膨れなど、

初期不具合が発生しない
制限なし

視覚的に、
ほとんど気にならない程度

視覚的に、
やや気になる程度

ショールーム，
ロビーなど

大きな動荷重が
作用する床

(病院の手術室など)

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

耐動荷重床材，
エポキシ樹脂系接着

剤

一般床
剥離，膨れなど、

初期不具合が発生しない
制限なし

動荷重が
作用する床

(病院の病室，廊下など)

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

耐動荷重床材，
ウレタン樹脂系接着剤

もしくは
エポキシ樹脂系接着

剤
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床
下

地
の

状
態

床
下

地
の

補
修

状
態

の
確

認

局
所

的
な

凹
凸

・
不

陸
，

突
起

物
，

レ
イ

タ
ン

ス
な

ど
の

脆
弱

部
分

，
床

の
汚

染
な

ど
の

床
下

地
の

不
具

合
を

事
前

に
確

認
し

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
補

修
す

る

凸
部

を
研

削
す
る
。
研
削
し
た
後
の
粉
塵
を
清
掃
す
る

凹
部

を
埋

め
る
薄
塗
り
補
修
材
が
脆
弱
で
剥
離
と
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
9
0
度
剥
離
接

着
強

さ
試

験
を
簡
易
的
に
実
施
す
る
な
ど
、
事
前
に
強
度
を
確
認
す
る

床
下

地
表

面
を
軽
く
サ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
前
後
で
引
っ
か
き
試
験
の
傷
幅
が
大
き
く
変
化

す
る

よ
う

で
あ
れ
ば
、
レ
イ
タ
ン
ス
を
想
定
す
る
。
レ
イ
タ
ン
ス
は
必
ず
除
去
す
る
。
十

分
な

表
面

強
度
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
プ
ラ
イ
マ
(
表
面
強
化
材
)
を
塗
布
す
る

床
の

汚
染

は
、
特
に
、
油
汚
れ
や
墨
出
し
用
の
油
溶
性
顔
料
に
注
意
す
る
。
床
材
中
の
可

塑
剤

に
溶

け
込
み
、
変
色
さ
せ
る
。
床
材
施
工
業
者
以
外
も
床
に
マ
ー
キ
ン
グ
す
る
場
合

が
あ

る
た

め
、
関
連
業
者
に
留
意
さ
せ
る

床
の

汚
損

が
あ
る
場
合
、
適
切
に
処
理
す
る

床
下

地
表

層
部

品
質

の
グ

レ
ー

ド
の

確
認

施
工

範
囲

の
全

体
的

な
凹

凸
・

不
陸

，
表

面
強

度
，

水
分

量
に

関
し

、
床

性
能

の
要

求
水

準
に

適
応

で
き

る
床

下
地

で
あ

る
か

、
グ

レ
ー

ド
に

基
づ

き
確

認
す

る
不

具
合

を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
最
低
限
必
要
な
床
下
地
グ
レ
ー
ド
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
を

確
認

す
る

接
着

剤
・

工
法

の
選

定
床

の
要

求
性

能
や
床

下
地

の
状

態
に

応
じ

た
適

切
な

接
着

剤
・

工
法

を
選

定
す

る

張
り

床
材

施
工
作
業
担
当
者
と
以
下
の
点
を
協
議
す
る

接
着

剤
・

工
法

出
隅

・
入

隅
・
柱
ま
わ
り
・
ち
り
際
な
ど
、
施
工
上
の
難
所
と
な
る
箇
所
と
そ
の
部
分
の

施
工

方
法

床
材

の
割

り
付
け
方
法

下
地

調
整

工
事

必
要

に
応

じ
て

、
床

下
地

を
調

整
(
極

軽
微

な
補

修
)
す

る
調

整
不

可
能
で
補
修
を
要
す
る
床
下
地
は
、
工
事
前
の
確
認
段
階
で
補
修
を
要
望
す
る

材
料

搬
入

材
料

を
搬

入
し

、
適

切
に

保
管

す
る

搬
入

日
時

・
方
法
・
場
所
な
ど
を
施
工
管
理
担
当
者
や
搬
入
業
社
と
協
議
す
る

事
前

打
合

せ
に
基
づ
き
現
場
搬
入
す
る
。
そ
の
際
、
保
管
場
所
は
あ
ら
か
じ
め
清
掃
し
て

お
く

搬
入

さ
れ

た
床
材
は
、
折
り
目
が
付
か
な
い
よ
う
縦
置
き
す
る
。
ど
う
し
て
も
縦
置
き
で

き
な

い
場

合
は
、
平
置
き
と
し
、
立
て
掛
け
や
積
み
重
ね
(
俵
積
み
)
は
、
絶
対
に
し
て
は

な
ら

な
い

数
量

・
欠

損
状
態
を
確
認
す
る
他
、
製
造
ロ
ッ
ト
が
異
な
る
と
微
妙
な
色
の
差
が
出
る
場

合
が

あ
る

の
で
ロ
ッ
ト
番
号
も
確
認
す
る

保
管

場
所

の
温
湿
度
，
日
射
に
注
意
す
る

割
り

付
け

・
墨

出
し

割
り

付
け

・
墨

出
し

を
行

う

割
り

付
け

図
と
照
合
し
、
作
業
監
督
者
と
の
打
合
せ
に
よ
り
行
う

継
ぎ

目
位

置
が
部
屋
の
出
入
り
口
や
重
量
物
が
乗
る
場
所
に
来
な
い
よ
う
留
意
す
る
。
ま

た
、

シ
ー

ト
の
流
れ
の
向
き
や
開
口
部
か
ら
射
す
光
に
よ
っ
て
も
見
え
方
が
変
化
す
る
の

で
考

慮
す

る
出

隅
・

入
隅
の
処
理
や
柄
合
わ
せ
に
も
配
慮
す
る

荒
切

り
・

仮
置

き
施

工
し

や
す

い
大
き

さ
に

荒
切

り
し

、
巻

き
ぐ

せ
・

伸
縮

を
取

り
除

く
た

め
に

仮
置

き
を

す
る

幅
手

の
端

部
は
運
搬
・
搬
入
時
に
痛
む
の
で
、
エ
ッ
ジ
ト
リ
マ
ー
で
耳
落
と
し
を
す
る

割
り

付
け

寸
法
よ
り
片
側
1
0
0
m
m
程
度
以
上
長
め
に
切
断
す
る

柄
・

模
様

の
あ
る
シ
ー
ト
の
場
合
、
2
枚
目
か
ら
は
柄
合
わ
せ
寸
法
だ
け
長
く
切
断
す
る

巻
き

ぐ
せ

・
伸
縮
を
取
り
除
く
た
め
に
は
、
施
工
範
囲
が
十
分
に
広
い
場
合
は
床
下
地
に

広
げ

て
伸

ば
す
の
が
良
い
が
、
広
げ
き
れ
ず
に
壁
際
で
折
り
目
が
付
い
た
り
、
リ
ノ
リ
ウ

ム
な

ど
の

よ
う
に
下
地
の
湿
気
を
吸
収
し
て
変
質
す
る
材
質
の
場
合
は
、
縦
置
き
の
ま
ま

巻
き

を
緩

め
る

壁
際

の
ト

リ
ミ

ン
グ

(
前

カ
ッ

ト
)

床
の

形
に

応
じ

て
床

材
端

部
を

切
断

す
る

床
材

の
材

質
に
よ
っ
て
は
、
床
の
形
に
合
わ
せ
て
先
に
切
っ
て
お
く
｢
先
カ
ッ
ト
｣
が
方
が

良
い

場
合

と
、
接
着
し
て
か
ら
切
断
す
る
｢
後
カ
ッ
ト
｣
が
良
い
場
合
が
あ
る
。
施
工
範
囲

の
広

さ
に

よ
り
床
材
の
め
く
り
や
す
さ
や
接
着
剤
の
塗
布
し
や
す
さ
も
変
化
す
る
た
め
、

臨
機

応
変

に
判
断
す
る
こ
と

一
般

的
に

、
シ
ー
ト
の
幅
手
で
折
り
返
す
、
い
わ
ゆ
る
｢
観
音
開
き
｣
の
場
合
は
、
縮
み
に

く
い

た
め

先
カ
ッ
ト
で
良
い
。
一
方
、
長
手
で
折
り
返
す
場
合
は
縮
み
や
す
い
た
め
後

カ
ッ

ト
が

適
し
て
い
る

接
着

剤
塗

布
・

張
付

け
接

着
剤

を
適

切
に

塗
布

し
、

オ
ー

プ
ン

タ
イ

ム
を

適
宜

取
っ

た
後

貼
り

付
け

る

床
の

要
求

性
能
や
床
下
地
の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
接
着
剤
を
使
用
す
る
。
特
に
、
床
下

地
か

ら
放

出
さ
れ
る
水
分
は
、
接
着
剤
の
硬
化
を
阻
害
す
る
大
き
な
原
因
と
な
る
た
め
、

床
下

地
の

状
態
を
慎
重
に
判
断
す
る

塗
布

量
の

適
量
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
過
不
足
な
く
用
い
る

櫛
目

ご
て

を
用
い
る
の
は
、
エ
ア
を
抜
き
や
す
く
す
る
こ
と
に
加
え
、
接
着
剤
中
の
溶
剤

の
揮

発
を

促
し
程
度
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
。
床
下
地
の
状
態
、
床
材
の
裏
地
の
凹

凸
形

状
や

材
質
、
施
工
時
の
温
湿
度
な
ど
に
よ
っ
て
も
、
溶
剤
の
揮
発
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る

の
に

最
適
な
櫛
目
の
高
さ
や
幅
は
変
化
す
る
。
状
況
に
応
じ
て
使
い
分
け
る

オ
ー

プ
ン

タ
イ
ム
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
製
品
指
定
の
時
間
を
基
本
に
、
温
湿
度
や
下

地
へ

の
吸

い
込
み
度
合
い
を
見
て
貼
り
付
け
時
期
を
判
断
す
る
。
接
着
剤
の
状
態
は
指
触

で
判

断
す

る
床

材
に

シ
ワ
が
付
い
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、
シ
ワ
と
直
行
す
る
方
向
に
め
く
っ
て
接

着
剤

を
塗

布
し
て
貼
り
付
け
る
と
、
目
立
た
な
く
な
る

施
工

時
の

気
温
が
5
℃
以
下
の
場
合
、
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
形
接
着
剤
は
凍
結
し
、
融
解
し
て
も

初
期

の
性

能
に
は
戻
ら
な
い
。
溶
剤
形
は
硬
化
反
応
が
正
常
に
進
行
し
な
い
。
ジ
ェ
ッ
ト

ヒ
ー

タ
ー

な
ど
で
採
暖
す
る
場
合
、
温
度
む
ら
に
よ
る
材
料
の
変
質
や
伸
縮
不
安
定
似
留

意
す

る

エ
ア

抜
き

し
ご

き
板

で
接

着
剤

の
櫛

目
を

潰
し

つ
つ

空
気

を
追

い
出

す

空
気

溜
り

は
後
に
床
下
地
か
ら
放
出
さ
れ
る
水
分
の
た
ま
り
場
と
な
り
、
日
射
や
空
調
な

ど
に

よ
る

急
激
な
温
度
変
化
で
蒸
発
し
ふ
く
れ
の
原
因
と
な
る
た
め
、
確
実
に
追
い
出
す

接
着

剤
に

よ
っ
て
空
気
の
抜
き
や
す
さ
に
差
が
あ
る
の
で
留
意
す
る

し
ご

き
板

に
は
フ
ェ
ル
ト
を
貼
る
な
ど
し
て
，
床
材
を
痛
め
な
い
よ
う
に
留
意
す
る

ジ
ョ

イ
ン

ト
幅

手
に

シ
ー

ト
を
次

ぐ
際

、
端

部
を

重
ね

て
敷

き
、

裁
ち

落
と

す
こ

と
で

継
ぎ

目
を

突
き

合
わ

せ
る

継
ぎ

目
の

重
な
り
は
2
0
～
3
0
m
m
程
度
と
す
る

重
な

り
は

、
重
ね
切
り
す
る
。
ま
た
は
、
レ
セ
ス
ス
ク
ラ
イ
バ
ー
を
用
い
て
下
側
の
床
材

の
端

部
に

あ
わ
せ
て
上
側
の
端
部
を
け
が
き
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
切
っ
て
落
と
し
込
む

壁
際

の
ト

リ
ミ

ン
グ

(
後

カ
ッ

ト
)

床
の

形
に

応
じ

て
床

材
端

部
を

切
断

す
る

後
カ

ッ
ト

す
る
場
合
は
、
壁
際
で
巻
き
上
げ
る
よ
う
に
床
材
を
立
ち
上
げ
、
バ
ー
キ
リ
や

コ
ー

ナ
ー

カ
ッ
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
工
具
を
壁
に
沿
っ
て
動
か
し
て
裁
ち
切
る

圧
着

ロ
ー

ラ
ー

で
圧

着
す

る

接
着

剤
の

可
使
時
間
内
に
ロ
ー
ラ
ー
が
け
す
る
こ
と
で
、
床
下
地
や
床
材
の
微
細
な
凹
凸

に
接

着
剤

が
圧
入
さ
れ
ア
ン
カ
ー
効
果
が
増
進
す
る
た
め
、
確
実
な
接
着
と
な
る

広
い

面
を

圧
着
可
能
な
大
型
ロ
ー
ラ
ー
も
、
壁
際
や
突
き
合
わ
せ
部
に
用
い
る
ハ
ン
ド

ロ
ー

ラ
ー

も
、
圧
力
は
概
ね
同
等
で
あ
る

溶
接

適
度

に
養

生
し

た
後

、
目

地
を

溶
接

す
る

突
き

合
わ

せ
部
を
溶
接
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
床
材
端
部
を
U
字
ま
た
は
V
字
に
溝
切

り
し

、
熱

風
で
溶
接
棒
と
床
材
を
溶
か
し
て
一
体
化
す
る

溶
接

後
、

溶
接
棒
の
余
盛
り
を
ス
パ
ト
ラ
ナ
イ
フ
な
ど
で
削
ぎ
落
と
す
。
そ
の
際
、
1
度
で

床
材

面
ま

で
そ
ぎ
落
と
そ
う
と
す
る
と
、
目
地
部
が
収
縮
し
て
凹
み
に
な
る
た
め
、
ス

ペ
ー

サ
ー

を
介
し
て
多
少
厚
み
を
残
し
て
厚
切
り
し
、
2
度
目
の
カ
ッ
ト
で
仕
上
げ
る

片
付

け
残

材
整

理
。

廃
材
集

積
を

す
る

遺
漏

な
く

片
付
け
る

検
査

・
手

直
し

自
主

検
査

を
し

、
不

良
箇

所
を

是
正

す
る

事
前

に
検

査
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
お
き
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
検
査
す
る

事
前

に
不

良
と
な
り
や
す
い
箇
所
と
そ
の
対
処
方
法
を
検
討
し
て
お
き
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
是

正
す

る

清
掃

清
掃

す
る

遺
漏

な
く

清
掃
す
る

引
渡

し
施

工
管

理
担

当
者
に

作
業

完
了

を
伝

え
、

検
査

お
よ

び
不

良
箇

所
の

是
正

を
経

て
引

き
渡

す

引
渡

し
前

検
査
お
よ
び
引
渡
し
前
検
査
に
よ
る
不
良
箇
所
の
是
正
で
は
、
瑕
疵
が
な
い
こ

と
を

施
工

管
理
担
当
者
に
十
分
確
認
さ
せ
る
と
と
も
に
作
業
完
了
時
の
記
録
を
残
す

共
用

後
の

補
修
の
た
め
に
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
用
に
余
剰
材
料
を
合
わ
せ
て
引
き
渡
す

仕
上

げ
材

の
養

生
張

り
床

材
張

付
工

事
後

(
現

場
監

督
)

接
着

剤
が

十
分
な
強
度
を
発
揮
す
る
ま
で
は
、
立
ち
入
る
と
し
て
も
軽
歩
行
に
と
ど
め
、

重
量

物
の

搬
入
な
ど
は
行
わ
せ
な
い
。
養
生
期
間
は
、
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
形
(
主
に
ア
ク
リ

ル
，

ビ
ニ

ル
の
一
部
，
ゴ
ム
系
)
接
着
剤
で
は
7
日
間
、
溶
剤
形
(
ビ
ニ
ル
の
一
部
，
エ
ポ
キ

シ
，

ウ
レ

タ
ン
系
)
で
は
2
日
間
以
上
と
す
る

養
生

シ
ー

ト
や
ス
リ
ッ
パ
は
、
砂
埃
を
挟
み
込
み
擦
れ
て
か
え
っ
て
傷
に
な
る
こ
と
が
あ

る
た

め
、

用
い
な
い

ワ
ッ

ク
ス

が
け

必
要

に
応

じ
て

、
ワ

ッ
ク

ス
が

け
を

行
う

ワ
ッ

ク
ス

の
油
分
や
水
分
が
床
材
を
変
質
さ
せ
な
い
か
、
相
性
を
良
く
確
認
す
る

接
着

剤
が

十
分
な
強
度
を
破
棄
す
る
前
に
ワ
ッ
ク
ス
が
け
を
す
る
と
、
剥
離
や
再
軟
化
の

原
因

と
な

る
た
め
、
養
生
期
間
は
必
ず
守
る

張
り

床
材

張
付

工
事

前
(
現

場
監

督
)

張
り

床
材

張
付

工
事

(
張

り
床

材
施

工
作

業
担

当
者

)

張
り

床
材

張
付

工
事

後
(
現

場
監

督
)

(
張
り
床
材
の
種
類
：
塩
ビ
系
長
尺
シ
ー
ト
，
厚
さ
2
.
0
m
m
程
度
の
場
合
)

張
り

床
材

施
工

の
一

般
的

な
作

業
手

順

目
的

一
般
事
項
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床
下

地
の

状
態

床
下

地
の

補
修

状
態

の
確

認

局
所

的
な

凹
凸

・
不

陸
，

突
起

物
，

レ
イ

タ
ン

ス
な

ど
の

脆
弱

部
分

，
床

の
汚

染
な

ど
の

床
下

地
の

不
具

合
を

事
前

に
確

認
し

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
補

修
す

る

凸
部

を
研

削
す
る
。
研
削
し
た
後
の
粉
塵
を
清
掃
す
る

凹
部

を
埋

め
る
薄
塗
り
補
修
材
が
脆
弱
で
剥
離
と
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
9
0
度
剥
離
接

着
強

さ
試

験
を
簡
易
的
に
実
施
す
る
な
ど
、
事
前
に
強
度
を
確
認
す
る

床
下

地
表

面
を
軽
く
サ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
前
後
で
引
っ
か
き
試
験
の
傷
幅
が
大
き
く
変
化

す
る

よ
う

で
あ
れ
ば
、
レ
イ
タ
ン
ス
を
想
定
す
る
。
レ
イ
タ
ン
ス
は
必
ず
除
去
す
る
。
十

分
な

表
面

強
度
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
プ
ラ
イ
マ
(
表
面
強
化
材
)
を
塗
布
す
る

床
の

汚
染

は
、
特
に
、
油
汚
れ
や
墨
出
し
用
の
油
溶
性
顔
料
に
注
意
す
る
。
床
材
中
の
可

塑
剤

に
溶

け
込
み
、
変
色
さ
せ
る
。
床
材
施
工
業
者
以
外
も
床
に
マ
ー
キ
ン
グ
す
る
場
合

が
あ

る
た

め
、
関
連
業
者
に
留
意
さ
せ
る

床
の

汚
損

が
あ
る
場
合
、
適
切
に
処
理
す
る

床
下

地
表

層
部

品
質

の
グ

レ
ー

ド
の

確
認

施
工

範
囲

の
全

体
的

な
凹

凸
・

不
陸

，
表

面
強

度
，

水
分

量
に

関
し

、
床

性
能

の
要

求
水

準
に

適
応

で
き

る
床

下
地

で
あ

る
か

、
グ

レ
ー

ド
に

基
づ

き
確

認
す

る
不

具
合

を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
最
低
限
必
要
な
床
下
地
グ
レ
ー
ド
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
を

確
認

す
る

接
着

剤
・

工
法

の
選

定
床

の
要

求
性

能
や
床

下
地

の
状

態
に

応
じ

た
適

切
な

接
着

剤
・

工
法

を
選

定
す

る

張
り

床
材

施
工
作
業
担
当
者
と
以
下
の
点
を
協
議
す
る

接
着

剤
・

工
法

出
隅

・
入

隅
・
柱
ま
わ
り
・
ち
り
際
な
ど
、
施
工
上
の
難
所
と
な
る
箇
所
と
そ
の
部
分
の

施
工

方
法

床
材

の
割

り
付
け
方
法

下
地

調
整

工
事

必
要

に
応

じ
て

、
床

下
地

を
調

整
(
極

軽
微

な
補

修
)
す

る
調

整
不

可
能
で
補
修
を
要
す
る
床
下
地
は
、
工
事
前
の
確
認
段
階
で
補
修
を
要
望
す
る

材
料

搬
入

材
料

を
搬

入
し

、
適

切
に

保
管

す
る

搬
入

日
時

・
方
法
・
場
所
な
ど
を
施
工
管
理
担
当
者
や
搬
入
業
社
と
協
議
す
る

事
前

打
合

せ
に
基
づ
き
現
場
搬
入
す
る
。
そ
の
際
、
保
管
場
所
は
あ
ら
か
じ
め
清
掃
し
て

お
く

搬
入

さ
れ

た
床
材
は
、
折
り
目
が
付
か
な
い
よ
う
縦
置
き
す
る
。
ど
う
し
て
も
縦
置
き
で

き
な

い
場

合
は
、
平
置
き
と
し
、
立
て
掛
け
や
積
み
重
ね
(
俵
積
み
)
は
、
絶
対
に
し
て
は

な
ら

な
い

数
量

・
欠

損
状
態
を
確
認
す
る
他
、
製
造
ロ
ッ
ト
が
異
な
る
と
微
妙
な
色
の
差
が
出
る
場

合
が

あ
る

の
で
ロ
ッ
ト
番
号
も
確
認
す
る

保
管

場
所

の
温
湿
度
，
日
射
に
注
意
す
る

割
り

付
け

・
墨

出
し

割
り

付
け

・
墨

出
し

を
行

う

割
り

付
け

図
と
照
合
し
、
作
業
監
督
者
と
の
打
合
せ
に
よ
り
行
う

継
ぎ

目
位

置
が
部
屋
の
出
入
り
口
や
重
量
物
が
乗
る
場
所
に
来
な
い
よ
う
留
意
す
る
。
ま

た
、

シ
ー

ト
の
流
れ
の
向
き
や
開
口
部
か
ら
射
す
光
に
よ
っ
て
も
見
え
方
が
変
化
す
る
の

で
考

慮
す

る
出

隅
・

入
隅
の
処
理
や
柄
合
わ
せ
に
も
配
慮
す
る

荒
切

り
・

仮
置

き
施

工
し

や
す

い
大
き

さ
に

荒
切

り
し

、
巻

き
ぐ

せ
・

伸
縮

を
取

り
除

く
た

め
に

仮
置

き
を

す
る

幅
手

の
端

部
は
運
搬
・
搬
入
時
に
痛
む
の
で
、
エ
ッ
ジ
ト
リ
マ
ー
で
耳
落
と
し
を
す
る

割
り

付
け

寸
法
よ
り
片
側
1
0
0
m
m
程
度
以
上
長
め
に
切
断
す
る

柄
・

模
様

の
あ
る
シ
ー
ト
の
場
合
、
2
枚
目
か
ら
は
柄
合
わ
せ
寸
法
だ
け
長
く
切
断
す
る

巻
き

ぐ
せ

・
伸
縮
を
取
り
除
く
た
め
に
は
、
施
工
範
囲
が
十
分
に
広
い
場
合
は
床
下
地
に

広
げ

て
伸

ば
す
の
が
良
い
が
、
広
げ
き
れ
ず
に
壁
際
で
折
り
目
が
付
い
た
り
、
リ
ノ
リ
ウ

ム
な

ど
の

よ
う
に
下
地
の
湿
気
を
吸
収
し
て
変
質
す
る
材
質
の
場
合
は
、
縦
置
き
の
ま
ま

巻
き

を
緩

め
る

壁
際

の
ト

リ
ミ

ン
グ

(
前

カ
ッ

ト
)

床
の

形
に

応
じ

て
床

材
端

部
を

切
断

す
る

床
材

の
材

質
に
よ
っ
て
は
、
床
の
形
に
合
わ
せ
て
先
に
切
っ
て
お
く
｢
先
カ
ッ
ト
｣
が
方
が

良
い

場
合

と
、
接
着
し
て
か
ら
切
断
す
る
｢
後
カ
ッ
ト
｣
が
良
い
場
合
が
あ
る
。
施
工
範
囲

の
広

さ
に

よ
り
床
材
の
め
く
り
や
す
さ
や
接
着
剤
の
塗
布
し
や
す
さ
も
変
化
す
る
た
め
、

臨
機

応
変

に
判
断
す
る
こ
と

一
般

的
に

、
シ
ー
ト
の
幅
手
で
折
り
返
す
、
い
わ
ゆ
る
｢
観
音
開
き
｣
の
場
合
は
、
縮
み
に

く
い

た
め

先
カ
ッ
ト
で
良
い
。
一
方
、
長
手
で
折
り
返
す
場
合
は
縮
み
や
す
い
た
め
後

カ
ッ

ト
が

適
し
て
い
る

接
着

剤
塗

布
・

張
付

け
接

着
剤

を
適

切
に

塗
布

し
、

オ
ー

プ
ン

タ
イ

ム
を

適
宜

取
っ

た
後

貼
り

付
け

る

床
の

要
求

性
能
や
床
下
地
の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
接
着
剤
を
使
用
す
る
。
特
に
、
床
下

地
か

ら
放

出
さ
れ
る
水
分
は
、
接
着
剤
の
硬
化
を
阻
害
す
る
大
き
な
原
因
と
な
る
た
め
、

床
下

地
の

状
態
を
慎
重
に
判
断
す
る

塗
布

量
の

適
量
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
過
不
足
な
く
用
い
る

櫛
目

ご
て

を
用
い
る
の
は
、
エ
ア
を
抜
き
や
す
く
す
る
こ
と
に
加
え
、
接
着
剤
中
の
溶
剤

の
揮

発
を

促
し
程
度
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
。
床
下
地
の
状
態
、
床
材
の
裏
地
の
凹

凸
形

状
や

材
質
、
施
工
時
の
温
湿
度
な
ど
に
よ
っ
て
も
、
溶
剤
の
揮
発
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る

の
に

最
適
な
櫛
目
の
高
さ
や
幅
は
変
化
す
る
。
状
況
に
応
じ
て
使
い
分
け
る

オ
ー

プ
ン

タ
イ
ム
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
製
品
指
定
の
時
間
を
基
本
に
、
温
湿
度
や
下

地
へ

の
吸

い
込
み
度
合
い
を
見
て
貼
り
付
け
時
期
を
判
断
す
る
。
接
着
剤
の
状
態
は
指
触

で
判

断
す

る
床

材
に

シ
ワ
が
付
い
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、
シ
ワ
と
直
行
す
る
方
向
に
め
く
っ
て
接

着
剤

を
塗

布
し
て
貼
り
付
け
る
と
、
目
立
た
な
く
な
る

施
工

時
の

気
温
が
5
℃
以
下
の
場
合
、
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
形
接
着
剤
は
凍
結
し
、
融
解
し
て
も

初
期

の
性

能
に
は
戻
ら
な
い
。
溶
剤
形
は
硬
化
反
応
が
正
常
に
進
行
し
な
い
。
ジ
ェ
ッ
ト

ヒ
ー

タ
ー

な
ど
で
採
暖
す
る
場
合
、
温
度
む
ら
に
よ
る
材
料
の
変
質
や
伸
縮
不
安
定
似
留

意
す

る

エ
ア

抜
き

し
ご

き
板

で
接

着
剤

の
櫛

目
を

潰
し

つ
つ

空
気

を
追

い
出

す

空
気

溜
り

は
後
に
床
下
地
か
ら
放
出
さ
れ
る
水
分
の
た
ま
り
場
と
な
り
、
日
射
や
空
調
な

ど
に

よ
る

急
激
な
温
度
変
化
で
蒸
発
し
ふ
く
れ
の
原
因
と
な
る
た
め
、
確
実
に
追
い
出
す

接
着

剤
に

よ
っ
て
空
気
の
抜
き
や
す
さ
に
差
が
あ
る
の
で
留
意
す
る

し
ご

き
板

に
は
フ
ェ
ル
ト
を
貼
る
な
ど
し
て
，
床
材
を
痛
め
な
い
よ
う
に
留
意
す
る

ジ
ョ

イ
ン

ト
幅

手
に

シ
ー

ト
を
次

ぐ
際

、
端

部
を

重
ね

て
敷

き
、

裁
ち

落
と

す
こ

と
で

継
ぎ

目
を

突
き

合
わ

せ
る

継
ぎ

目
の

重
な
り
は
2
0
～
3
0
m
m
程
度
と
す
る

重
な

り
は

、
重
ね
切
り
す
る
。
ま
た
は
、
レ
セ
ス
ス
ク
ラ
イ
バ
ー
を
用
い
て
下
側
の
床
材

の
端

部
に

あ
わ
せ
て
上
側
の
端
部
を
け
が
き
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
切
っ
て
落
と
し
込
む

壁
際

の
ト

リ
ミ

ン
グ

(
後

カ
ッ

ト
)

床
の

形
に

応
じ

て
床

材
端

部
を

切
断

す
る

後
カ

ッ
ト

す
る
場
合
は
、
壁
際
で
巻
き
上
げ
る
よ
う
に
床
材
を
立
ち
上
げ
、
バ
ー
キ
リ
や

コ
ー

ナ
ー

カ
ッ
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
工
具
を
壁
に
沿
っ
て
動
か
し
て
裁
ち
切
る

圧
着

ロ
ー

ラ
ー

で
圧

着
す

る

接
着

剤
の

可
使
時
間
内
に
ロ
ー
ラ
ー
が
け
す
る
こ
と
で
、
床
下
地
や
床
材
の
微
細
な
凹
凸

に
接

着
剤

が
圧
入
さ
れ
ア
ン
カ
ー
効
果
が
増
進
す
る
た
め
、
確
実
な
接
着
と
な
る

広
い

面
を

圧
着
可
能
な
大
型
ロ
ー
ラ
ー
も
、
壁
際
や
突
き
合
わ
せ
部
に
用
い
る
ハ
ン
ド

ロ
ー

ラ
ー

も
、
圧
力
は
概
ね
同
等
で
あ
る

溶
接

適
度

に
養

生
し

た
後

、
目

地
を

溶
接

す
る

突
き

合
わ

せ
部
を
溶
接
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
床
材
端
部
を
U
字
ま
た
は
V
字
に
溝
切

り
し

、
熱

風
で
溶
接
棒
と
床
材
を
溶
か
し
て
一
体
化
す
る

溶
接

後
、

溶
接
棒
の
余
盛
り
を
ス
パ
ト
ラ
ナ
イ
フ
な
ど
で
削
ぎ
落
と
す
。
そ
の
際
、
1
度
で

床
材

面
ま

で
そ
ぎ
落
と
そ
う
と
す
る
と
、
目
地
部
が
収
縮
し
て
凹
み
に
な
る
た
め
、
ス

ペ
ー

サ
ー

を
介
し
て
多
少
厚
み
を
残
し
て
厚
切
り
し
、
2
度
目
の
カ
ッ
ト
で
仕
上
げ
る

片
付

け
残

材
整

理
。

廃
材
集

積
を

す
る

遺
漏

な
く

片
付
け
る

検
査

・
手

直
し

自
主

検
査

を
し

、
不

良
箇

所
を

是
正

す
る

事
前

に
検

査
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
お
き
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
検
査
す
る

事
前

に
不

良
と
な
り
や
す
い
箇
所
と
そ
の
対
処
方
法
を
検
討
し
て
お
き
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
是

正
す

る

清
掃

清
掃

す
る

遺
漏

な
く

清
掃
す
る

引
渡

し
施

工
管

理
担

当
者
に

作
業

完
了

を
伝

え
、

検
査

お
よ

び
不

良
箇

所
の

是
正

を
経

て
引

き
渡

す

引
渡

し
前

検
査
お
よ
び
引
渡
し
前
検
査
に
よ
る
不
良
箇
所
の
是
正
で
は
、
瑕
疵
が
な
い
こ

と
を

施
工

管
理
担
当
者
に
十
分
確
認
さ
せ
る
と
と
も
に
作
業
完
了
時
の
記
録
を
残
す

共
用

後
の

補
修
の
た
め
に
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
用
に
余
剰
材
料
を
合
わ
せ
て
引
き
渡
す

仕
上

げ
材

の
養

生
張

り
床

材
張

付
工

事
後

(
現

場
監

督
)

接
着

剤
が

十
分
な
強
度
を
発
揮
す
る
ま
で
は
、
立
ち
入
る
と
し
て
も
軽
歩
行
に
と
ど
め
、

重
量

物
の

搬
入
な
ど
は
行
わ
せ
な
い
。
養
生
期
間
は
、
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
形
(
主
に
ア
ク
リ

ル
，

ビ
ニ

ル
の
一
部
，
ゴ
ム
系
)
接
着
剤
で
は
7
日
間
、
溶
剤
形
(
ビ
ニ
ル
の
一
部
，
エ
ポ
キ

シ
，

ウ
レ

タ
ン
系
)
で
は
2
日
間
以
上
と
す
る

養
生

シ
ー

ト
や
ス
リ
ッ
パ
は
、
砂
埃
を
挟
み
込
み
擦
れ
て
か
え
っ
て
傷
に
な
る
こ
と
が
あ

る
た

め
、

用
い
な
い

ワ
ッ

ク
ス

が
け

必
要

に
応

じ
て

、
ワ

ッ
ク

ス
が

け
を

行
う

ワ
ッ

ク
ス

の
油
分
や
水
分
が
床
材
を
変
質
さ
せ
な
い
か
、
相
性
を
良
く
確
認
す
る

接
着

剤
が

十
分
な
強
度
を
破
棄
す
る
前
に
ワ
ッ
ク
ス
が
け
を
す
る
と
、
剥
離
や
再
軟
化
の

原
因

と
な

る
た
め
、
養
生
期
間
は
必
ず
守
る

張
り

床
材

張
付

工
事

前
(
現

場
監

督
)

張
り

床
材

張
付

工
事

(
張

り
床

材
施

工
作

業
担

当
者

)

張
り

床
材

張
付

工
事

後
(
現

場
監

督
)

(
張
り
床
材
の
種
類
：
塩
ビ
系
長
尺
シ
ー
ト
，
厚
さ
2
.
0
m
m
程
度
の
場
合
)

張
り

床
材

施
工

の
一

般
的

な
作

業
手

順

目
的

一
般
事
項
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張り床施工前チェックシート

【下地の検査と確認】

■下地の種類 □コンクリート □モルタル □レベリング □木床

□重ね貼り □最下階・水回り □暖房床 □その他（ ）

■下地表面凹凸※ □グレードＡ 最大隙間 未満 □Ｂ 未満 □Ｃ 未満 □Ｄ 未満

□Ｅ 以上

■下地表面強度※ □グレードＡ 傷幅 未満 □Ｂ 未満 □Ｃ 未満 □Ｄ 未満

□Ｅ 以上

■下地放出水分量※ □グレードＡ 色評価値 未満 □Ｂ 未満 □Ｃ 未満 □Ｄ 未満

乾燥度試験紙法 □Ｅ 以上

■下地含有水分量※ □グレードＡ 表示値 未満 □Ｂ 未満 □Ｃ 未満 □Ｄ 未満

水分計法 □Ｅ 以上

■たわみ □有り □無い

■段差 □有り □無い

■亀裂など □有り（亀裂の最大幅： ） □無い

■表層部脆弱層 □処理済（処理内容： ） □未処理

■下地の吸水性 □有り □少ない □無い

■汚れ □油汚れ □マーカー □錆 □その他（ ）

【施工の準備】

■施工環境 □直射日光 □前後日の天候

□気温 （ ℃）

□床下地温度（ ℃）⇒ □ ℃以上 □ ℃以下

□床材温度 （ ℃）

■材料の搬入 □搬入経路の確定 □搬入経路の未確認

■材料の保管 材料の仮敷・仮置き □有 □無

■納入材料の品番・数量確認 □確認 □未確認

■接着剤の準備 □ラテックス系 □酢ビ・アクリル系（溶剤形・水性形）

□エポキシ・ウレタン系 □その他（ ）

■下地調整 □確認 □未確認

■清掃 □確認 □未確認

■基準線の墨出し □確認 □未確認

■施工手順の確認 □確認 □未確認

■想定される床用途の確認 □一般用途 □高光沢 □重歩行 □耐動荷重

【評価】□可 □不可（必要な対策： ）

床会グレードに基づく施工の可否 一般床の場合

高光沢の張り床材を用いる場合や大きい荷重が作用する場合など、状況に応じて床下地に要求されるグレードは変動します

※ 表面凹凸

Ａ：標準施工可

Ｂ：標準施工可

Ｃ：標準施工可

Ｄ：施工可だが

要下地調整工事

Ｅ：施工不可

要下地補修工事

※ 表面強度

Ａ：標準施工可

Ｂ：標準施工可

Ｃ：標準施工可

Ｄ：施工可だが

要プライマ処理

Ｅ：施工不可

要下地補修工事

※ 放出水分量

Ａ：標準施工可

Ｂ：標準施工可

Ｃ：

要接着剤吟味

Ｄ：施工不可 要乾燥

Ｅ：施工不可 要乾燥

※ 含有水分量

Ａ：標準施工可

Ｂ：施工可だが接着剤

ごとに要検討施工可だが

Ｃ：施工可だが

Ｄ：施工不可 要乾燥

Ｅ ：施工不可 要乾燥

要接着剤吟味
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４．塗り床材施工編
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※ １）薄膜型塗り床材の場合（エポキシ樹脂系，ウレタン樹脂系，アクリル樹脂系）

性能項目：平坦性，床下地表層部品質項目：表面凹凸

床　用　途 要　求　性　能 仕上げ面の光沢
※1 対象とする

仕上げ工法
※2

高光沢 C

低～中光沢 C

※1　 高光沢：60度鏡面光沢度90程度，低～中光沢：60度鏡面光沢度20～50程度　　※2　 C：コーティング工法

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：表面強度

床　用　途 要　求　性　能
必要となる床下地の表面強度のグレード

(引っかき傷幅)
表面目粗し，

目地切り

一 般 床
剥離，膨れなど、

初期不具合が発生しない

Ｂ(0.3mm未満)
(ただしＡ(0.1mm未満)の場合、表面目粗し

の他、特殊プライマーの使用を推奨)
要・表面目粗し

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：放出水分量(乾燥度試験紙法)

床　用　途 要　求　性　能

一 般 床
剥離，膨れなど、

初期不具合が発生しない

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：含有水分量(水分計法)

床　用　途 要　求　性　能

一 般 床
剥離，膨れなどの不具合が
中・長期的にも発生しない

Ｃ(4mm未満)

必要となる床下地の表面凹凸のグレード
(2m直定規による最大隙間)

視覚的に、
やや気になる程度

Ｂ(2mm未満)

塗り床材施工時の要求性能と必要床下地表層部品質の関係（その１）

一 般 床

対象とする仕上げ工法
※2

C

対象とする仕上げ工法
※2 必要となる床下地の含有水分量のグレード

(表示値)

C Ｂ(620未満)

必要となる床下地の放出水分量のグレード
(色評価値)

C Ａ(4.0未満)

対象とする仕上げ工法
※2
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※ 2）厚膜型塗り床材の場合（その１）（エポキシ樹脂系，メタクリル樹脂系）

性能項目：平坦性，床下地表層部品質項目：表面凹凸

床　用　途 要　求　性　能 仕上げ面の光沢
※1 対象とする

仕上げ工法
※2

高光沢 N，M

低～中光沢 N，M

高光沢 N，M

低～中光沢 N，M

※1　 高光沢：60度鏡面光沢度90程度，低～中光沢：60度鏡面光沢度20～50程度　　※2　 N：流しのべ工法，M：モルタル工法

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：表面強度

床　用　途 要　求　性　能
必要となる床下地の表面強度のグレード

(引っかき傷幅)
表面目粗し，

目地切り

一 般 床
剥離，膨れなど、

初期不具合が発生しない
  Ｃ(0.55mm未満) 要・表面目粗し

Ｂ(0.3mm未満)
(ただしＡ(0.1mm未満)の場合、表面目粗し

の他、特殊プライマーの使用を推奨)
要・表面目粗し

 Ｃ(0.55mm未満) 要・表面目粗し(強め)

大きな動荷重が作用する床
（大型搬送車が通行する

生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

Ｂ(0.3mm未満)
(ただしＡ(0.1mm未満)の場合、表面目粗し

の他、特殊プライマーの使用を推奨)
要・表面目粗し(強め)

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：放出水分量(乾燥度試験紙法)

床　用　途 要　求　性　能

大きな動荷重が作用する床
（大型搬送車が通行する

生産施設，物流施設など））

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：含有水分量(水分計法)

床　用　途 要　求　性　能

大きな動荷重が作用する床
（大型搬送車が通行する

生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなどの不具合が
中・長期的にも発生しない

視覚的に、
ほとんど気にならない程度

必要となる床下地の含有水分量のグレード
(表示値)

Ｃ(6.0未満)

視覚的に、
やや気になる程度

N，M Ａ(4.0未満)

Ｂ(2mm未満)

Ｃ(4mm未満)

Ｃ(4mm未満)

Ｂ(620未満)

Ｂ(620未満)

Ｂ(620未満)

対象とする仕上げ工法
※2

N，M

動荷重が作用する床
（生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなどの不具合が
中・長期的にも発生しない

N，M

動荷重が作用する床
（生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

一 般 床
剥離，膨れなど、

初期不具合が発生しない

一 般 床
剥離，膨れなどの不具合が
中・長期的にも発生しない

動荷重が作用する床
（生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

N，M

塗り床材施工時の要求性能と必要床下地表層部品質の関係（その２）

N，M

N，M

N，M

N

M

N，M

対象とする仕上げ工法
※2

対象とする仕上げ工法
※2

N，M

Ａ(4.0未満)

必要となる床下地の放出水分量のグレード
(色評価値)

Ａ(4.0未満)

一 般 床

Ｄ(6mm未満)

必要となる床下地の表面凹凸のグレード
(2m直定規による最大隙間)
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※ 3）厚膜型塗り床材の場合（その２）（ウレタン樹脂系（硬質型＆弾性型））

性能項目：平坦性，床下地表層部品質項目：表面凹凸

床　用　途 要　求　性　能 仕上げ面の光沢
※1 対象とする

仕上げ工法
※2

高光沢 N

低～中光沢 N

高光沢 N

低～中光沢 N

※1　 高光沢：60度鏡面光沢度90程度，低～中光沢：60度鏡面光沢度20～50程度　　※2　 N：流しのべ工法(硬質型＆弾性型)

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：表面強度

床　用　途 要　求　性　能
必要となる床下地の表面強度のグレード

(引っかき傷幅)
表面目粗し，

目地切り

一 般 床
剥離，膨れなど、

初期不具合が発生しない
  Ｃ(0.55mm未満) 要・表面目粗し

Ｂ(0.3mm未満)
(ただしＡ(0.1mm未満)の場合、表面目粗し

の他、特殊プライマーの使用を推奨)
要・表面目粗し

 Ｃ(0.55mm未満) 要・表面目粗し(強め)

大きな動荷重が作用する床
（大型搬送車が通行する

生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

Ｂ(0.3mm未満)
(ただしＡ(0.1mm未満)の場合、表面目粗し

の他、特殊プライマーの使用を推奨)
要・表面目粗し(強め)

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：放出水分量(乾燥度試験紙法)

床　用　途 要　求　性　能

一 般 床
剥離，膨れなど、

初期不具合が発生しない

動荷重が作用する床
（生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

大きな動荷重が作用する床
（大型搬送車が通行する

生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：含有水分量(水分計法)

床　用　途 要　求　性　能

一 般 床
剥離，膨れなどの不具合が
中・長期的にも発生しない

動荷重が作用する床
（生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなどの不具合が
中・長期的にも発生しない

大きな動荷重が作用する床
（大型搬送車が通行する

生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなどの不具合が
中・長期的にも発生しない

N

N(硬質型のみ)

N(硬質型のみ) Ａ(4.0未満)

N(硬質型のみ)

Ｂ(620未満)

Ｂ(620未満)

Ｂ(620未満)

N Ａ(4.0未満)

必要となる床下地の含有水分量のグレード
(表示値)

N(硬質型のみ) Ａ(4.0未満)

対象とする仕上げ工法
※2

N(硬質型のみ)

対象とする仕上げ工法
※2

対象とする仕上げ工法
※2

N

必要となる床下地の放出水分量のグレード
(色評価値)

塗り床材施工時の要求性能と必要床下地表層部品質の関係（その３）

視覚的に、
やや気になる程度

一 般 床

動荷重が作用する床
（生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

N(硬質型のみ)

必要となる床下地の表面凹凸のグレード
(2m直定規による最大隙間)

視覚的に、
ほとんど気にならない程度

Ｂ(2mm未満)

Ｃ(4mm未満)

Ｃ(4mm未満)

Ｄ(6mm未満)

N(硬質型のみ)

※ 2）厚膜型塗り床材の場合（その１）（エポキシ樹脂系，メタクリル樹脂系）

性能項目：平坦性，床下地表層部品質項目：表面凹凸

床　用　途 要　求　性　能 仕上げ面の光沢
※1 対象とする

仕上げ工法
※2

高光沢 N，M

低～中光沢 N，M

高光沢 N，M

低～中光沢 N，M

※1　 高光沢：60度鏡面光沢度90程度，低～中光沢：60度鏡面光沢度20～50程度　　※2　 N：流しのべ工法，M：モルタル工法

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：表面強度

床　用　途 要　求　性　能
必要となる床下地の表面強度のグレード

(引っかき傷幅)
表面目粗し，

目地切り

一 般 床
剥離，膨れなど、

初期不具合が発生しない
  Ｃ(0.55mm未満) 要・表面目粗し

Ｂ(0.3mm未満)
(ただしＡ(0.1mm未満)の場合、表面目粗し

の他、特殊プライマーの使用を推奨)
要・表面目粗し

 Ｃ(0.55mm未満) 要・表面目粗し(強め)

大きな動荷重が作用する床
（大型搬送車が通行する

生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

Ｂ(0.3mm未満)
(ただしＡ(0.1mm未満)の場合、表面目粗し

の他、特殊プライマーの使用を推奨)
要・表面目粗し(強め)

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：放出水分量(乾燥度試験紙法)

床　用　途 要　求　性　能

大きな動荷重が作用する床
（大型搬送車が通行する

生産施設，物流施設など））

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：含有水分量(水分計法)

床　用　途 要　求　性　能

大きな動荷重が作用する床
（大型搬送車が通行する

生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなどの不具合が
中・長期的にも発生しない

視覚的に、
ほとんど気にならない程度

必要となる床下地の含有水分量のグレード
(表示値)

Ｃ(6.0未満)

視覚的に、
やや気になる程度

N，M Ａ(4.0未満)

Ｂ(2mm未満)

Ｃ(4mm未満)

Ｃ(4mm未満)

Ｂ(620未満)

Ｂ(620未満)

Ｂ(620未満)

対象とする仕上げ工法
※2

N，M

動荷重が作用する床
（生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなどの不具合が
中・長期的にも発生しない

N，M

動荷重が作用する床
（生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

一 般 床
剥離，膨れなど、

初期不具合が発生しない

一 般 床
剥離，膨れなどの不具合が
中・長期的にも発生しない

動荷重が作用する床
（生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

N，M

塗り床材施工時の要求性能と必要床下地表層部品質の関係（その２）

N，M

N，M

N，M

N

M

N，M

対象とする仕上げ工法
※2

対象とする仕上げ工法
※2

N，M

Ａ(4.0未満)

必要となる床下地の放出水分量のグレード
(色評価値)

Ａ(4.0未満)

一 般 床

Ｄ(6mm未満)

必要となる床下地の表面凹凸のグレード
(2m直定規による最大隙間)
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※ 4）厚膜型塗り床材の場合（その３）（水性硬質ウレタン系）

性能項目：平坦性，床下地表層部品質項目：表面凹凸

床　用　途 要　求　性　能 仕上げ面の光沢
※1 対象とする

仕上げ工法
※2

高光沢 N，M

低～中光沢 N，M

高光沢 N，M

低～中光沢 N，M

※1　 高光沢：60度鏡面光沢度90程度，低～中光沢：60度鏡面光沢度20～50程度　　※2　 N：流しのべ工法，M：モルタル工法

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：表面強度

床　用　途 要　求　性　能
必要となる床下地の表面強度のグレード

(引っかき傷幅)
表面目粗し，

目地切り

動荷重が作用する産業床
（生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

Ｃ(0.55mm未満)
要・表面目粗し(強め)，

目地切り

大きな動荷重が作用する産業床
（大型搬送車が通行する

生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

Ｂ(0.3mm未満)
(ただしＡ(0.1mm未満)の場合、表面目粗し

の他、特殊プライマーの使用を推奨)

要・表面目粗し(強め)，
目地切り

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：放出水分量(乾燥度試験紙法)

床　用　途 要　求　性　能

動荷重が作用する産業床
（生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

大きな動荷重が作用する産業床
（大型搬送車が通行する

生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：含有水分量(水分計法)

床　用　途 要　求　性　能

産 業 床
剥離，膨れなどの不具合が
中・長期的にも発生しない

動荷重が作用する産業床
（生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなどの不具合が
中・長期的にも発生しない

大きな動荷重が作用する産業床
（大型搬送車が通行する

生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなどの不具合が
中・長期的にも発生しない

塗り床材施工時の要求性能と必要床下地表層部品質の関係（その４）

N，M

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

必要となる床下地の放出水分量のグレード
(色評価値)

Ａ(4.0未満)

Ａ(4.0未満)

必要となる床下地の含有水分量のグレード
(表示値)

Ａ(4.0未満)

Ｃ(6.0未満)

必要となる床下地の表面凹凸のグレード
(2m直定規による最大隙間)

視覚的に、
ほとんど気にならない程度

Ｂ(2mm未満)

Ｃ(4mm未満)

産 業 床

視覚的に、
やや気になる程度

Ｄ(6mm未満)

Ｃ(0.55mm未満)
要・表面目粗し(強め)，

目地切り

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

N，M

N，M

産 業 床

Ｂ(620未満)

Ｂ(620未満)

Ｂ(620未満)

Ｃ(4mm未満)

対象とする仕上げ工法
※2

N，M

M

対象とする仕上げ工法
※2

N，M

産 業 床

N

N，M

N，M

対象とする仕上げ工法
※2

N，M
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※ 4）厚膜型塗り床材の場合（その３）（水性硬質ウレタン系）

性能項目：平坦性，床下地表層部品質項目：表面凹凸

床　用　途 要　求　性　能 仕上げ面の光沢
※1 対象とする

仕上げ工法
※2

高光沢 N，M

低～中光沢 N，M

高光沢 N，M

低～中光沢 N，M

※1　 高光沢：60度鏡面光沢度90程度，低～中光沢：60度鏡面光沢度20～50程度　　※2　 N：流しのべ工法，M：モルタル工法

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：表面強度

床　用　途 要　求　性　能
必要となる床下地の表面強度のグレード

(引っかき傷幅)
表面目粗し，

目地切り

動荷重が作用する産業床
（生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

Ｃ(0.55mm未満)
要・表面目粗し(強め)，

目地切り

大きな動荷重が作用する産業床
（大型搬送車が通行する

生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

Ｂ(0.3mm未満)
(ただしＡ(0.1mm未満)の場合、表面目粗し

の他、特殊プライマーの使用を推奨)

要・表面目粗し(強め)，
目地切り

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：放出水分量(乾燥度試験紙法)

床　用　途 要　求　性　能

動荷重が作用する産業床
（生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

大きな動荷重が作用する産業床
（大型搬送車が通行する

生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

性能項目：耐久性，床下地表層部品質項目：含有水分量(水分計法)

床　用　途 要　求　性　能

産 業 床
剥離，膨れなどの不具合が
中・長期的にも発生しない

動荷重が作用する産業床
（生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなどの不具合が
中・長期的にも発生しない

大きな動荷重が作用する産業床
（大型搬送車が通行する

生産施設，物流施設など）

剥離，膨れなどの不具合が
中・長期的にも発生しない

塗り床材施工時の要求性能と必要床下地表層部品質の関係（その４）

N，M

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

必要となる床下地の放出水分量のグレード
(色評価値)

Ａ(4.0未満)

Ａ(4.0未満)

必要となる床下地の含有水分量のグレード
(表示値)

Ａ(4.0未満)

Ｃ(6.0未満)

必要となる床下地の表面凹凸のグレード
(2m直定規による最大隙間)

視覚的に、
ほとんど気にならない程度

Ｂ(2mm未満)

Ｃ(4mm未満)

産 業 床

視覚的に、
やや気になる程度

Ｄ(6mm未満)

Ｃ(0.55mm未満)
要・表面目粗し(強め)，

目地切り

剥離，膨れなど、
初期不具合が発生しない

N，M

N，M

産 業 床

Ｂ(620未満)

Ｂ(620未満)

Ｂ(620未満)

Ｃ(4mm未満)

対象とする仕上げ工法
※2

N，M

M

対象とする仕上げ工法
※2

N，M

産 業 床

N

N，M

N，M

対象とする仕上げ工法
※2

N，M



　
　
※

  
１
）
薄
膜
型
塗
り
床
材
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
工
法
の
場
合
（
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
，
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
系
，
ア
ク
リ
ル
樹
脂
系
）

塗
り

床
工

事
全

体
の

事
前

協
議

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

確
認

施
工

環
境

・
場

所
の

確
認

床
下

地
の

種
類

，
塗

り
床

材
・

工
法

の
確

認
施

工
区

画
，

工
程

・
工

期
の

確
認

設
計

図
書

の
確

認

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

種
類

・
水

準
を

確
認

す
る

工
事

現
場

の
環

境
条

件
，

作
業

条
件

を
確

認
す

る
工

事
期

に
想

定
さ

れ
る

気
象

条
件

を
確

認
す

る
床

下
地

の
種

類
を

確
認

す
る

要
求

性
能

や
種

々
の

条
件

に
見

合
う

塗
り

床
材

・
工

法
を

選
定

す
る

。
要

求
や

条
件

に
見

合
う

下
地

床
と

塗
り

床
材

・
工

法
の

組
合

せ
か

に
留

意
す

る
図

面
や

仕
様

書
等

の
内

容
や

整
合

性
を

確
認

す
る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
高

強
度

コ
ン

ク
リ

ー
ト

あ
る

い
は

騎
乗

式
機

械
ご

て
押

え
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
，

塗
り

床
工

事
担

当
者

を
含

め
た

関
係

者
で

下
地

処
理

や
塗

り
床

の
材

料
・

工
法

に
関

し
て

協
議

し
，

合
意

を
得

る
こ

と

施
工

環
境

・
条

件
の

調
査

施
工

環
境

・
場

所
，

作
業

時
間

帯
の

確
認

施
工

可
能

な
気

温
か

確
認

す
る

。
施

工
可

能
な

床
下

地
温

度
か

確
認

す
る

施
工

可
能

な
湿

度
か

確
認

す
る

作
業

時
の

通
風

，
換

気
に

問
題

が
な

い
か

確
認

す
る

。
火

気
の

有
無

を
確

認
す

る
作

業
時

間
は

十
分

か
確

認
す

る
。

作
業

可
能

な
時

間
帯

か
確

認
す

る
作

業
時

の
騒

音
，

臭
気

，
粉

塵
な

ど
が

問
題

に
な

ら
な

い
か

確
認

す
る

照
明

の
有

無
・

種
類

を
確

認
す

る

床
下

地
の

状
態

の
確

認
(
＋

床
下

地
の

補
修

工
事

)

床
下

地
の

材
齢

，
乾

燥
期

間
の

確
認

水
分

や
湿

気
が

床
下

地
表

面
に

持
続

的
に

供
給

さ
れ

る
状

況
か

確
認

す
る

局
所

的
な

凹
凸

・
不

陸
，

突
起

物
，

脆
弱

部
，

レ
イ

タ
ン

ス
，

ひ
び

割
れ

・
傷

，
床

の
汚

染
な

ど
の

床
下

地
の

不
具

合
を

事
前

に
確

認
す

る

（
必

要
に

応
じ

て
補

修
工

事
を

行
う

）

乾
燥

の
程

度
や

水
分

・
湿

気
の

供
給

状
態

を
確

認
す

る
。

防
湿

層
が

必
要

な
場

合
は

，
そ

の
設

置
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

，
適

切
な

研
削

機
な

ど
を

用
い

て
凸

部
を

研
削

す
る

。
研

削
し

た
後

の
粉

塵
は

，
適

切
な

清
掃

機
を

用
い

て
清

掃
す

る
凹

部
や

ひ
び

割
れ

・
傷

は
十

分
な

強
度

・
付

着
性

が
期

待
で

き
る

補
修

材
で

適
宜

補
修

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
は

ポ
リ

ッ
シ

ャ
型

研
削

機
な

ど
で

必
ず

除
去

す
る

。
床

下
地

表
面

を
軽

く
サ

ン
デ

ィ
ン

グ
し

，
前

後
で

引
っ

か
き

試
験

の
傷

幅
が

大
き

く
変

化
す

る
よ

う
で

あ
れ

ば
レ

イ
タ

ン
ス

あ
り

と
判

断
す

る
床

の
汚

染
，

特
に

，
油

汚
れ

や
墨

出
し

用
の

油
溶

性
顔

料
は

床
材

中
の

可
塑

剤
に

溶
け

込
み

，
床

材
を

変
色

さ
せ

る
の

で
注

意
す

る
。

床
材

施
工

業
者

以
外

も
床

に
マ

ー
キ

ン
グ

す
る

場
合

が
あ

る
た

め
，

関
連

業
者

に
留

意
さ

せ
る

。
床

の
汚

損
が

あ
る

場
合

，
適

切
に

処
理

す
る

凹
部

を
補

修
す

る
際

は
，

塗
り

床
施

工
担

当
者

と
協

議
し

，
合

意
し

た
材

料
・

工
法

で
補

修
す

る
。

補
修

し
た

場
所

も
施

工
者

に
確

実
に

伝
え

る
。

一
般

的
な

ポ
リ

マ
ー

セ
メ

ン
ト

系
下

地
処

理
剤

や
セ

ル
フ

レ
ベ

リ
ン

グ
材

は
，

塗
り

床
の

下
地

と
し

て
不

適
で

あ
る

の
で

使
用

し
な

い

床
下

地
表

層
部

品
質

の
グ

レ
ー

ド
の

確
認

施
工

範
囲

の
全

体
的

な
凹

凸
，

表
面

強
度

，
水

分
量

に
関

し
，

床
性

能
の

要
求

水
準

に
適

応
で

き
る

床
下

地
で

あ
る

か
，

床
会

グ
レ

ー
ド

に
基

づ
き

確
認

す
る

不
具

合
を

発
生

さ
せ

な
い

た
め

に
最

低
限

必
要

な
床

下
地

グ
レ

ー
ド

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
措

置
を

講
ず

る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

緻
密

す
ぎ

る
場

合
は

，
適

宜
，

目
粗

し
す

る
水

分
計

で
測

定
す

る
場

合
は

，
測

定
モ

ー
ド

に
注

意
す

る

材
料

・
工

法
の

最
終

的
な

検
討

と
決

定

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

を
，

必
要

に
応

じ
て

再
検

討
し

，
決

定
す

る
関

係
書

類
を

提
出

す
る

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

・
施

工
機

器
を

選
定

す
る

実
施

工
程

表
，

施
工

計
画

書
な

ど
の

関
係

書
類

を
提

出
し

，
確

認
を

受
け

る
（

塗
り

工
事

担
当

者
→

管
理

者
）

無
理

な
工

程
計

画
は

避
け

る

近
隣

対
策

近
隣

へ
周

知
し

，
了

承
を

得
る

対
策

を
施

し
て

も
近

隣
に

伝
わ

り
う

る
臭

気
，

粉
塵

，
騒

音
な

ど
に

関
し

て
は

，
事

前
に

周
知

し
，

了
承

を
得

る

施
工

環
境

・
条

件
の

確
認

床
下

地
の

確
認

，
清

掃
，

微
修

正 工
事

に
関

す
る

必
要

事
項

の
周

知

施
工

現
場

の
温

度
，

湿
度

を
確

認
す

る
床

下
地

の
確

認
，

清
掃

。
必

要
に

応
じ

て
微

修
正

作
業

場
所

や
作

業
内

容
に

関
す

る
必

要
事

項
の

周
知

施
工

現
場

の
気

温
，

湿
度

お
よ

び
下

地
床

の
表

面
温

度
が

施
工

可
能

な
範

囲
に

あ
る

か
確

認
す

る
必

要
に

応
じ

て
，

施
工

前
に

床
下

地
の

グ
レ

ー
ド

を
再

確
認

す
る

塗
り

工
事

に
先

立
ち

，
適

宜
，

床
下

地
の

清
掃

，
微

修
正

を
行

う
工

事
に

先
立

ち
，

必
要

に
応

じ
て

，
「

立
入

禁
止

」
や

「
火

気
厳

禁
」

の
表

示
を

行
う

「
安

全
デ

ー
タ

シ
ー

ト
（

S
D
S
）

」
を

周
知

す
る

。
有

機
溶

剤
作

業
主

任
者

に
よ

る
管

理
を

行
う

。
換

気
を

確
保

す
る

臭
気

や
粉

塵
に

対
し

て
，

工
事

対
象

区
域

の
周

囲
を

保
護

・
養

生
す

る

気
温

が
５

℃
（

溶
剤

型
の

ウ
レ

タ
ン

樹
脂

系
，

ア
ク

リ
ル

樹
脂

系
の

場
合

は
０

℃
）

を
下

回
る

場
合

，
ま

た
は

湿
度

が
8
0
%
を

超
え

る
場

合
は

，
原

則
と

し
て

施
工

作
業

は
中

止
す

る

下
地

床
の

レ
イ

タ
ン

ス
の

除
去

，
表

面
目

粗
し

レ
イ

タ
ン

ス
は

除
去

す
る

床
の

要
求

性
能

や
表

面
性

状
に

応
じ

て
，

下
地

床
の

表
面

を
目

粗
し

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
が

残
っ

て
い

る
場

合
は

確
実

に
除

去
す

る
床

の
用

途
，

要
求

性
能

，
あ

る
い

は
表

面
強

度
の

グ
レ

ー
ド

に
応

じ
て

，
下

地
床

の
表

面
を

目
粗

し
す

る

材
料

お
よ

び
施

工
機

具
の

搬
入

と
確

認
材

料
お

よ
び

施
工

機
具

を
搬

入
し

，
適

切
に

保
管

す
る

搬
入

日
時

・
方

法
・

場
所

な
ど

は
施

工
管

理
担

当
者

や
搬

入
業

社
と

事
前

に
打

合
せ

し
て

お
く

材
料

の
保

管
場

所
は

あ
ら

か
じ

め
清

掃
し

て
お

く
材

料
は

関
係

法
規

に
従

い
，

風
雨

や
日

光
に

影
響

さ
れ

な
い

場
所

に
適

正
に

保
管

す
る

。
保

管
場

所
の

温
湿

度
に

注
意

す
る

搬
入

し
た

材
料

の
種

類
・

数
量

は
記

録
し

て
お

く
。

搬
入

し
た

材
料

の
内

容
に

つ
い

て
管

理
者

の
検

査
を

受
け

る
，

ま
た

は
承

諾
を

得
る

材
料

製
造

者
が

指
定

す
る

数
量

，
方

法
・

手
順

が
あ

る
場

合
は

守
る

（
以

下
，

同
様

）

材
料

の
調

合
塗

り
床

材
の

構
成

材
料

を
，

適
切

な
分

量
，

配
合

割
合

，
配

合
順

序
で

調
合

す
る

材
料

の
計

量
は

秤
を

用
い

て
正

確
に

行
う

混
合

容
器

，
攪

拌
機

は
，

材
料

の
性

質
や

量
に

見
合

う
適

切
な

も
の

を
用

い
る

。
撹

拌
時

間
や

混
合

順
序

は
指

定
を

守
る

施
工

速
度

に
合

わ
せ

，
可

使
時

間
内

に
使

い
切

る
量

を
調

合
す

る
骨

材
を

入
れ

る
場

合
は

，
主

剤
，

硬
化

剤
な

ど
を

先
に

混
合

し
，

骨
材

は
最

後
に

加
え

る
各

工
程

に
お

い
て

，
材

料
使

用
量

が
適

正
で

あ
っ

た
か

，
施

工
中

お
よ

び
施

工
後

に
確

認
す

る

(
プ

ラ
イ

マ
ー

塗
り

)

塗
り

仕
上

げ
の

材
料

・
工

法
に

応
じ

て
，

プ
ラ

イ
マ

ー
を

施
工

す
る

（
プ

ラ
イ

マ
ー

を
施

工
し

な
い

場
合

も
あ

る
）

床
下

地
の

状
態

，
施

工
条

件
あ

る
い

は
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
と

の
相

性
に

よ
り

，
適

切
な

プ
ラ

イ
マ

ー
を

選
定

す
る

２
液

混
合

型
の

プ
ラ

イ
マ

ー
は

計
量

を
正

確
に

行
い

，
十

分
に

撹
拌

す
る

プ
ラ

イ
マ

ー
は

，
は

け
，

ま
た

は
ロ

ー
ラ

ー
ば

け
で

塗
布

し
，

可
使

時
間

内
に

塗
布

す
る

塗
り

残
し

，
溜

ま
り

が
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

塗
布

す
る

厚
塗

り
し

す
ぎ

る
と

，
ふ

く
れ

，
発

泡
，

硬
化

不
良

の
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

る
の

で
，

厚
塗

り
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
プ

ラ
イ

マ
ー

の
吸

い
込

み
が

激
し

い
床

下
地

の
場

合
は

，
プ

ラ
イ

マ
ー

を
再

塗
布

す
る

適
正

な
工

程
間

隔
時

間
と

施
工

面
積

を
守

る
。

工
程

間
隔

に
時

間
的

上
限

の
あ

る
プ

ラ
イ

マ
ー

の
場

合
は

，
上

限
時

間
内

に
次

の
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
を

塗
布

す
る

。
上

限
時

間
を

過
ぎ

た
場

合
は

，
プ

ラ
イ

マ
ー

面
を

研
磨

し
て

目
荒

ら
し

す
る

。
常

温
に

お
い

て
は

，
プ

ラ
イ

マ
ー

塗
り

と
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
塗

り
の

工
程

間
隔

は
２

時
間

以
上

を
確

保
す

る

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
３

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
１

人
，

　
塗

り
手

に
２

人
）

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

塗
り

(
1
回

目
)

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

塗
り

(
2
回

目
)

片
付

け
残

材
整

理
，

廃
棄

物
の

処
理

残
材

は
，

残
余

廃
棄

物
，

汚
染

容
器

，
包

装
材

な
ど

に
分

別
し

，
当

該
法

規
に

従
い

適
切

に
処

理
す

る

検
査

・
手

直
し

自
主

検
査

を
し

，
不

良
箇

所
を

手
直

し
す

る

仕
様

書
ど

お
り

に
材

料
が

使
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

段
差

，
塗

り
む

ら
，

塗
り

残
し

，
ピ

ン
ホ

ー
ル

，
色

む
ら

，
つ

や
む

ら
な

ど
が

な
く

，
仕

上
り

が
均

一
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
起

こ
り

う
る

不
良

に
つ

い
て

は
事

前
に

対
策

を
検

討
し

て
お

く
。

不
良

が
生

じ
た

と
き

は
事

前
の

対
策

に
基

づ
き

手
直

し
す

る
指

示
が

あ
る

場
合

は
，

V
O
C
を

測
定

す
る

清
掃

清
掃

す
る

も
れ

や
手

落
ち

が
な

い
よ

う
に

清
掃

す
る

引
渡

し
施

工
管

理
担

当
者

に
作

業
完

了
を

伝
え

，
検

査
お

よ
び

不
良

箇
所

の
是

正
の

内
容

を
引

き
渡

す
引

渡
し

前
検

査
お

よ
び

同
検

査
に

基
づ

く
不

良
箇

所
の

是
正

で
は

，
瑕

疵
が

な
い

こ
と

を
施

工
管

理
担

当
者

に
十

分
確

認
さ

せ
る

と
と

も
に

作
業

完
了

時
の

記
録

を
残

す

塗
り

床
材

塗
付

工
事

後
(
現

場
監

督
)

塗
り

床
材

の
養

生
塗

り
床

材
が

硬
化

し
，

強
度

を
発

揮
す

る
ま

で
十

分
に

養
生

す
る

材
料

が
硬

化
し

，
強

度
を

発
揮

す
る

ま
で

は
，

第
三

者
が

工
事

区
画

に
立

入
り

で
き

な
い

よ
う

に
す

る
。

常
温

に
お

い
て

は
，

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

塗
り

の
後

，
歩

行
に

供
す

る
ま

で
の

養
生

時
間

と
し

て
，

エ
ポ

キ
シ

系
で

は
2
4

時
間

以
上

，
ウ

レ
タ

ン
系

と
ア

ク
リ

ル
系

で
は

1
0
時

間
以

上
を

確
保

す
る

（
い

ず
れ

も
気

温
2
0
℃

の
場

合
。

養
生

時
間

は
気

温
に

よ
り

変
化

す
る

）

塗
り
床

材
施

工
の

一
般

的
な
作

業
手

順
（
そ
の

１
）

塗
り

床
材

塗
付

工
事

(
塗

り
床

材
施

工
作

業
担

当
者

)

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

（
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
材

）
を

施
工

す
る

計
量

を
正

確
に

行
い

，
撹

拌
む

ら
の

な
い

よ
う

に
十

分
に

混
合

す
る

。
攪

拌
し

た
材

料
は

手
早

く
塗

布
す

る
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
は

，
可

使
時

間
内

に
ロ

ー
ラ

ー
ば

け
，

あ
る

い
は

ス
プ

レ
ー

機
を

使
用

し
て

，
厚

み
む

ら
が

生
じ

な
い

よ
う

に
塗

布
す

る
。

可
使

時
間

を
過

ぎ
た

材
料

は
廃

棄
す

る
防

滑
仕

上
げ

に
す

る
と

き
は

，
１

回
目

の
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
塗

り
の

後
，

た
だ

ち
に

骨
材

を
散

布
す

る
１

回
目

と
２

回
目

の
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
塗

り
の

工
程

間
隔

は
，

エ
ポ

キ
シ

系
で

は
６

時
間

以
上

，
ウ

レ
タ

ン
系

で
は

３
時

間
以

上
，

ア
ク

リ
ル

系
で

は
２

時
間

以
上

を
確

保
す

る
防

滑
仕

上
げ

で
は

，
１

回
目

の
後

，
骨

材
を

散
布

す
る

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

材
の

粘
度

や
自

己
流

動
性

は
，

施
工

温
度

に
よ

る
影

響
を

受
け

や
す

い
た

め
，

施
工

現
場

の
管

理
を

適
切

に
行

う
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
材

に
粘

度
調

整
用

の
溶

剤
類

を
添

加
す

る
場

合
は

，
溶

剤
は

非
反

応
性

で
塗

膜
中

に
残

存
し

や
す

く
強

度
発

現
の

妨
げ

と
な

り
う

る
の

で
，

規
定

量
を

厳
守

す
る

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
３

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
１

人
，

　
塗

り
手

に
２

人
）

１
回

塗
り

当
た

り
，

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

作
 
業

 
項

 
目

目
 
 
 
的

作
 
業

 
方

 
法

 
・

 
内

 
容

注
意

事
項

お
よ

び
一

般
的

な
施

工
条

件
で

の
作

業
員

数
，

担
当

面
積

な
ど

塗
り

床
材

塗
付

工
事

前
(
関

係
者

)

−  28  − −  29  −



　
　
※

  
１
）
薄
膜
型
塗
り
床
材
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
工
法
の
場
合
（
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
，
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
系
，
ア
ク
リ
ル
樹
脂
系
）

塗
り

床
工

事
全

体
の

事
前

協
議

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

確
認

施
工

環
境

・
場

所
の

確
認

床
下

地
の

種
類

，
塗

り
床

材
・

工
法

の
確

認
施

工
区

画
，

工
程

・
工

期
の

確
認

設
計

図
書

の
確

認

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

種
類

・
水

準
を

確
認

す
る

工
事

現
場

の
環

境
条

件
，

作
業

条
件

を
確

認
す

る
工

事
期

に
想

定
さ

れ
る

気
象

条
件

を
確

認
す

る
床

下
地

の
種

類
を

確
認

す
る

要
求

性
能

や
種

々
の

条
件

に
見

合
う

塗
り

床
材

・
工

法
を

選
定

す
る

。
要

求
や

条
件

に
見

合
う

下
地

床
と

塗
り

床
材

・
工

法
の

組
合

せ
か

に
留

意
す

る
図

面
や

仕
様

書
等

の
内

容
や

整
合

性
を

確
認

す
る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
高

強
度

コ
ン

ク
リ

ー
ト

あ
る

い
は

騎
乗

式
機

械
ご

て
押

え
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
，

塗
り

床
工

事
担

当
者

を
含

め
た

関
係

者
で

下
地

処
理

や
塗

り
床

の
材

料
・

工
法

に
関

し
て

協
議

し
，

合
意

を
得

る
こ

と

施
工

環
境

・
条

件
の

調
査

施
工

環
境

・
場

所
，

作
業

時
間

帯
の

確
認

施
工

可
能

な
気

温
か

確
認

す
る

。
施

工
可

能
な

床
下

地
温

度
か

確
認

す
る

施
工

可
能

な
湿

度
か

確
認

す
る

作
業

時
の

通
風

，
換

気
に

問
題

が
な

い
か

確
認

す
る

。
火

気
の

有
無

を
確

認
す

る
作

業
時

間
は

十
分

か
確

認
す

る
。

作
業

可
能

な
時

間
帯

か
確

認
す

る
作

業
時

の
騒

音
，

臭
気

，
粉

塵
な

ど
が

問
題

に
な

ら
な

い
か

確
認

す
る

照
明

の
有

無
・

種
類

を
確

認
す

る

床
下

地
の

状
態

の
確

認
(
＋

床
下

地
の

補
修

工
事

)

床
下

地
の

材
齢

，
乾

燥
期

間
の

確
認

水
分

や
湿

気
が

床
下

地
表

面
に

持
続

的
に

供
給

さ
れ

る
状

況
か

確
認

す
る

局
所

的
な

凹
凸

・
不

陸
，

突
起

物
，

脆
弱

部
，

レ
イ

タ
ン

ス
，

ひ
び

割
れ

・
傷

，
床

の
汚

染
な

ど
の

床
下

地
の

不
具

合
を

事
前

に
確

認
す

る

（
必

要
に

応
じ

て
補

修
工

事
を

行
う

）

乾
燥

の
程

度
や

水
分

・
湿

気
の

供
給

状
態

を
確

認
す

る
。

防
湿

層
が

必
要

な
場

合
は

，
そ

の
設

置
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

，
適

切
な

研
削

機
な

ど
を

用
い

て
凸

部
を

研
削

す
る

。
研

削
し

た
後

の
粉

塵
は

，
適

切
な

清
掃

機
を

用
い

て
清

掃
す

る
凹

部
や

ひ
び

割
れ

・
傷

は
十

分
な

強
度

・
付

着
性

が
期

待
で

き
る

補
修

材
で

適
宜

補
修

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
は

ポ
リ

ッ
シ

ャ
型

研
削

機
な

ど
で

必
ず

除
去

す
る

。
床

下
地

表
面

を
軽

く
サ

ン
デ

ィ
ン

グ
し

，
前

後
で

引
っ

か
き

試
験

の
傷

幅
が

大
き

く
変

化
す

る
よ

う
で

あ
れ

ば
レ

イ
タ

ン
ス

あ
り

と
判

断
す

る
床

の
汚

染
，

特
に

，
油

汚
れ

や
墨

出
し

用
の

油
溶

性
顔

料
は

床
材

中
の

可
塑

剤
に

溶
け

込
み

，
床

材
を

変
色

さ
せ

る
の

で
注

意
す

る
。

床
材

施
工

業
者

以
外

も
床

に
マ

ー
キ

ン
グ

す
る

場
合

が
あ

る
た

め
，

関
連

業
者

に
留

意
さ

せ
る

。
床

の
汚

損
が

あ
る

場
合

，
適

切
に

処
理

す
る

凹
部

を
補

修
す

る
際

は
，

塗
り

床
施

工
担

当
者

と
協

議
し

，
合

意
し

た
材

料
・

工
法

で
補

修
す

る
。

補
修

し
た

場
所

も
施

工
者

に
確

実
に

伝
え

る
。

一
般

的
な

ポ
リ

マ
ー

セ
メ

ン
ト

系
下

地
処

理
剤

や
セ

ル
フ

レ
ベ

リ
ン

グ
材

は
，

塗
り

床
の

下
地

と
し

て
不

適
で

あ
る

の
で

使
用

し
な

い

床
下

地
表

層
部

品
質

の
グ

レ
ー

ド
の

確
認

施
工

範
囲

の
全

体
的

な
凹

凸
，

表
面

強
度

，
水

分
量

に
関

し
，

床
性

能
の

要
求

水
準

に
適

応
で

き
る

床
下

地
で

あ
る

か
，

床
会

グ
レ

ー
ド

に
基

づ
き

確
認

す
る

不
具

合
を

発
生

さ
せ

な
い

た
め

に
最

低
限

必
要

な
床

下
地

グ
レ

ー
ド

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
措

置
を

講
ず

る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

緻
密

す
ぎ

る
場

合
は

，
適

宜
，

目
粗

し
す

る
水

分
計

で
測

定
す

る
場

合
は

，
測

定
モ

ー
ド

に
注

意
す

る

材
料

・
工

法
の

最
終

的
な

検
討

と
決

定

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

を
，

必
要

に
応

じ
て

再
検

討
し

，
決

定
す

る
関

係
書

類
を

提
出

す
る

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

・
施

工
機

器
を

選
定

す
る

実
施

工
程

表
，

施
工

計
画

書
な

ど
の

関
係

書
類

を
提

出
し

，
確

認
を

受
け

る
（

塗
り

工
事

担
当

者
→

管
理

者
）

無
理

な
工

程
計

画
は

避
け

る

近
隣

対
策

近
隣

へ
周

知
し

，
了

承
を

得
る

対
策

を
施

し
て

も
近

隣
に

伝
わ

り
う

る
臭

気
，

粉
塵

，
騒

音
な

ど
に

関
し

て
は

，
事

前
に

周
知

し
，

了
承

を
得

る

施
工

環
境

・
条

件
の

確
認

床
下

地
の

確
認

，
清

掃
，

微
修

正 工
事

に
関

す
る

必
要

事
項

の
周

知

施
工

現
場

の
温

度
，

湿
度

を
確

認
す

る
床

下
地

の
確

認
，

清
掃

。
必

要
に

応
じ

て
微

修
正

作
業

場
所

や
作

業
内

容
に

関
す

る
必

要
事

項
の

周
知

施
工

現
場

の
気

温
，

湿
度

お
よ

び
下

地
床

の
表

面
温

度
が

施
工

可
能

な
範

囲
に

あ
る

か
確

認
す

る
必

要
に

応
じ

て
，

施
工

前
に

床
下

地
の

グ
レ

ー
ド

を
再

確
認

す
る

塗
り

工
事

に
先

立
ち

，
適

宜
，

床
下

地
の

清
掃

，
微

修
正

を
行

う
工

事
に

先
立

ち
，

必
要

に
応

じ
て

，
「

立
入

禁
止

」
や

「
火

気
厳

禁
」

の
表

示
を

行
う

「
安

全
デ

ー
タ

シ
ー

ト
（

S
D
S
）

」
を

周
知

す
る

。
有

機
溶

剤
作

業
主

任
者

に
よ

る
管

理
を

行
う

。
換

気
を

確
保

す
る

臭
気

や
粉

塵
に

対
し

て
，

工
事

対
象

区
域

の
周

囲
を

保
護

・
養

生
す

る

気
温

が
５

℃
（

溶
剤

型
の

ウ
レ

タ
ン

樹
脂

系
，

ア
ク

リ
ル

樹
脂

系
の

場
合

は
０

℃
）

を
下

回
る

場
合

，
ま

た
は

湿
度

が
8
0
%
を

超
え

る
場

合
は

，
原

則
と

し
て

施
工

作
業

は
中

止
す

る

下
地

床
の

レ
イ

タ
ン

ス
の

除
去

，
表

面
目

粗
し

レ
イ

タ
ン

ス
は

除
去

す
る

床
の

要
求

性
能

や
表

面
性

状
に

応
じ

て
，

下
地

床
の

表
面

を
目

粗
し

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
が

残
っ

て
い

る
場

合
は

確
実

に
除

去
す

る
床

の
用

途
，

要
求

性
能

，
あ

る
い

は
表

面
強

度
の

グ
レ

ー
ド

に
応

じ
て

，
下

地
床

の
表

面
を

目
粗

し
す

る

材
料

お
よ

び
施

工
機

具
の

搬
入

と
確

認
材

料
お

よ
び

施
工

機
具

を
搬

入
し

，
適

切
に

保
管

す
る

搬
入

日
時

・
方

法
・

場
所

な
ど

は
施

工
管

理
担

当
者

や
搬

入
業

社
と

事
前

に
打

合
せ

し
て

お
く

材
料

の
保

管
場

所
は

あ
ら

か
じ

め
清

掃
し

て
お

く
材

料
は

関
係

法
規

に
従

い
，

風
雨

や
日

光
に

影
響

さ
れ

な
い

場
所

に
適

正
に

保
管

す
る

。
保

管
場

所
の

温
湿

度
に

注
意

す
る

搬
入

し
た

材
料

の
種

類
・

数
量

は
記

録
し

て
お

く
。

搬
入

し
た

材
料

の
内

容
に

つ
い

て
管

理
者

の
検

査
を

受
け

る
，

ま
た

は
承

諾
を

得
る

材
料

製
造

者
が

指
定

す
る

数
量

，
方

法
・

手
順

が
あ

る
場

合
は

守
る

（
以

下
，

同
様

）

材
料

の
調

合
塗

り
床

材
の

構
成

材
料

を
，

適
切

な
分

量
，

配
合

割
合

，
配

合
順

序
で

調
合

す
る

材
料

の
計

量
は

秤
を

用
い

て
正

確
に

行
う

混
合

容
器

，
攪

拌
機

は
，

材
料

の
性

質
や

量
に

見
合

う
適

切
な

も
の

を
用

い
る

。
撹

拌
時

間
や

混
合

順
序

は
指

定
を

守
る

施
工

速
度

に
合

わ
せ

，
可

使
時

間
内

に
使

い
切

る
量

を
調

合
す

る
骨

材
を

入
れ

る
場

合
は

，
主

剤
，

硬
化

剤
な

ど
を

先
に

混
合

し
，

骨
材

は
最

後
に

加
え

る
各

工
程

に
お

い
て

，
材

料
使

用
量

が
適

正
で

あ
っ

た
か

，
施

工
中

お
よ

び
施

工
後

に
確

認
す

る

(
プ

ラ
イ

マ
ー

塗
り

)

塗
り

仕
上

げ
の

材
料

・
工

法
に

応
じ

て
，

プ
ラ

イ
マ

ー
を

施
工

す
る

（
プ

ラ
イ

マ
ー

を
施

工
し

な
い

場
合

も
あ

る
）

床
下

地
の

状
態

，
施

工
条

件
あ

る
い

は
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
と

の
相

性
に

よ
り

，
適

切
な

プ
ラ

イ
マ

ー
を

選
定

す
る

２
液

混
合

型
の

プ
ラ

イ
マ

ー
は

計
量

を
正

確
に

行
い

，
十

分
に

撹
拌

す
る

プ
ラ

イ
マ

ー
は

，
は

け
，

ま
た

は
ロ

ー
ラ

ー
ば

け
で

塗
布

し
，

可
使

時
間

内
に

塗
布

す
る

塗
り

残
し

，
溜

ま
り

が
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

塗
布

す
る

厚
塗

り
し

す
ぎ

る
と

，
ふ

く
れ

，
発

泡
，

硬
化

不
良

の
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

る
の

で
，

厚
塗

り
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
プ

ラ
イ

マ
ー

の
吸

い
込

み
が

激
し

い
床

下
地

の
場

合
は

，
プ

ラ
イ

マ
ー

を
再

塗
布

す
る

適
正

な
工

程
間

隔
時

間
と

施
工

面
積

を
守

る
。

工
程

間
隔

に
時

間
的

上
限

の
あ

る
プ

ラ
イ

マ
ー

の
場

合
は

，
上

限
時

間
内

に
次

の
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
を

塗
布

す
る

。
上

限
時

間
を

過
ぎ

た
場

合
は

，
プ

ラ
イ

マ
ー

面
を

研
磨

し
て

目
荒

ら
し

す
る

。
常

温
に

お
い

て
は

，
プ

ラ
イ

マ
ー

塗
り

と
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
塗

り
の

工
程

間
隔

は
２

時
間

以
上

を
確

保
す

る

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
３

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
１

人
，

　
塗

り
手

に
２

人
）

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

塗
り

(
1
回

目
)

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

塗
り

(
2
回

目
)

片
付

け
残

材
整

理
，

廃
棄

物
の

処
理

残
材

は
，

残
余

廃
棄

物
，

汚
染

容
器

，
包

装
材

な
ど

に
分

別
し

，
当

該
法

規
に

従
い

適
切

に
処

理
す

る

検
査

・
手

直
し

自
主

検
査

を
し

，
不

良
箇

所
を

手
直

し
す

る

仕
様

書
ど

お
り

に
材

料
が

使
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

段
差

，
塗

り
む

ら
，

塗
り

残
し

，
ピ

ン
ホ

ー
ル

，
色

む
ら

，
つ

や
む

ら
な

ど
が

な
く

，
仕

上
り

が
均

一
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
起

こ
り

う
る

不
良

に
つ

い
て

は
事

前
に

対
策

を
検

討
し

て
お

く
。

不
良

が
生

じ
た

と
き

は
事

前
の

対
策

に
基

づ
き

手
直

し
す

る
指

示
が

あ
る

場
合

は
，

V
O
C
を

測
定

す
る

清
掃

清
掃

す
る

も
れ

や
手

落
ち

が
な

い
よ

う
に

清
掃

す
る

引
渡

し
施

工
管

理
担

当
者

に
作

業
完

了
を

伝
え

，
検

査
お

よ
び

不
良

箇
所

の
是

正
の

内
容

を
引

き
渡

す
引

渡
し

前
検

査
お

よ
び

同
検

査
に

基
づ

く
不

良
箇

所
の

是
正

で
は

，
瑕

疵
が

な
い

こ
と

を
施

工
管

理
担

当
者

に
十

分
確

認
さ

せ
る

と
と

も
に

作
業

完
了

時
の

記
録

を
残

す

塗
り

床
材

塗
付

工
事

後
(
現

場
監

督
)

塗
り

床
材

の
養

生
塗

り
床

材
が

硬
化

し
，

強
度

を
発

揮
す

る
ま

で
十

分
に

養
生

す
る

材
料

が
硬

化
し

，
強

度
を

発
揮

す
る

ま
で

は
，

第
三

者
が

工
事

区
画

に
立

入
り

で
き

な
い

よ
う

に
す

る
。

常
温

に
お

い
て

は
，

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

塗
り

の
後

，
歩

行
に

供
す

る
ま

で
の

養
生

時
間

と
し

て
，

エ
ポ

キ
シ

系
で

は
2
4

時
間

以
上

，
ウ

レ
タ

ン
系

と
ア

ク
リ

ル
系

で
は

1
0
時

間
以

上
を

確
保

す
る

（
い

ず
れ

も
気

温
2
0
℃

の
場

合
。

養
生

時
間

は
気

温
に

よ
り

変
化

す
る

）

塗
り
床

材
施

工
の

一
般

的
な
作

業
手

順
（
そ
の

１
）

塗
り

床
材

塗
付

工
事

(
塗

り
床

材
施

工
作

業
担

当
者

)

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

（
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
材

）
を

施
工

す
る

計
量

を
正

確
に

行
い

，
撹

拌
む

ら
の

な
い

よ
う

に
十

分
に

混
合

す
る

。
攪

拌
し

た
材

料
は

手
早

く
塗

布
す

る
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
は

，
可

使
時

間
内

に
ロ

ー
ラ

ー
ば

け
，

あ
る

い
は

ス
プ

レ
ー

機
を

使
用

し
て

，
厚

み
む

ら
が

生
じ

な
い

よ
う

に
塗

布
す

る
。

可
使

時
間

を
過

ぎ
た

材
料

は
廃

棄
す

る
防

滑
仕

上
げ

に
す

る
と

き
は

，
１

回
目

の
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
塗

り
の

後
，

た
だ

ち
に

骨
材

を
散

布
す

る
１

回
目

と
２

回
目

の
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
塗

り
の

工
程

間
隔

は
，

エ
ポ

キ
シ

系
で

は
６

時
間

以
上

，
ウ

レ
タ

ン
系

で
は

３
時

間
以

上
，

ア
ク

リ
ル

系
で

は
２

時
間

以
上

を
確

保
す

る
防

滑
仕

上
げ

で
は

，
１

回
目

の
後

，
骨

材
を

散
布

す
る

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

材
の

粘
度

や
自

己
流

動
性

は
，

施
工

温
度

に
よ

る
影

響
を

受
け

や
す

い
た

め
，

施
工

現
場

の
管

理
を

適
切

に
行

う
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
材

に
粘

度
調

整
用

の
溶

剤
類

を
添

加
す

る
場

合
は

，
溶

剤
は

非
反

応
性

で
塗

膜
中

に
残

存
し

や
す

く
強

度
発

現
の

妨
げ

と
な

り
う

る
の

で
，

規
定

量
を

厳
守

す
る

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
３

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
１

人
，

　
塗

り
手

に
２

人
）

１
回

塗
り

当
た

り
，

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

作
 
業

 
項

 
目

目
 
 
 
的

作
 
業

 
方

 
法

 
・

 
内

 
容

注
意

事
項

お
よ

び
一

般
的

な
施

工
条

件
で

の
作

業
員

数
，

担
当

面
積

な
ど

塗
り

床
材

塗
付

工
事

前
(
関

係
者

)
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）
厚

膜
型

塗
り
床

材
・
流

し
の

べ
工

法
の

場
合

（
そ
の

１
）
（
エ
ポ
キ
シ
樹

脂
系

，
ウ
レ
タ
ン
樹

脂
系

（
硬

質
型

＆
弾

性
型

）
）

塗
り

床
工

事
全

体
の

事
前

協
議

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

確
認

施
工

環
境

・
場

所
の

確
認

床
下

地
の

種
類

，
塗

り
床

材
・

工
法

の
確

認
施

工
区

画
，

工
程

・
工

期
の

確
認

設
計

図
書

の
確

認

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

種
類

・
水

準
を

確
認

す
る

工
事

現
場

の
環

境
条

件
，

作
業

条
件

を
確

認
す

る
工

事
期

に
想

定
さ

れ
る

気
象

条
件

を
確

認
す

る
床

下
地

の
種

類
を

確
認

す
る

要
求

性
能

や
種

々
の

条
件

に
見

合
う

塗
り

床
材

・
工

法
を

選
定

す
る

。
要

求
や

条
件

に
見

合
う

下
地

床
と

塗
り

床
材

・
工

法
の

組
合

せ
か

に
留

意
す

る
図

面
や

仕
様

書
等

の
内

容
や

整
合

性
を

確
認

す
る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
高

強
度

コ
ン

ク
リ

ー
ト

あ
る

い
は

騎
乗

式
機

械
ご

て
押

え
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
，

塗
り

床
工

事
担

当
者

を
含

め
た

関
係

者
で

下
地

処
理

や
塗

り
床

の
材

料
・

工
法

に
関

し
て

協
議

し
，

合
意

を
得

る
こ

と

施
工

環
境

・
条

件
の

調
査

施
工

環
境

・
場

所
，

作
業

時
間

帯
の

確
認

施
工

可
能

な
気

温
か

確
認

す
る

。
施

工
可

能
な

床
下

地
温

度
か

確
認

す
る

施
工

可
能

な
湿

度
か

確
認

す
る

作
業

時
の

通
風

，
換

気
に

問
題

が
な

い
か

確
認

す
る

。
火

気
の

有
無

を
確

認
す

る
作

業
時

間
は

十
分

か
確

認
す

る
。

作
業

可
能

な
時

間
帯

か
確

認
す

る
作

業
時

の
騒

音
，

臭
気

，
粉

塵
な

ど
が

問
題

に
な

ら
な

い
か

確
認

す
る

照
明

の
有

無
・

種
類

を
確

認
す

る

床
下

地
の

状
態

の
確

認
(
＋

床
下

地
の

補
修

工
事

)

床
下

地
の

材
齢

，
乾

燥
期

間
の

確
認

水
分

や
湿

気
が

床
下

地
表

面
に

持
続

的
に

供
給

さ
れ

る
状

況
か

確
認

す
る

局
所

的
な

凹
凸

・
不

陸
，

突
起

物
，

脆
弱

部
，

レ
イ

タ
ン

ス
，

ひ
び

割
れ

・
傷

，
床

の
汚

染
な

ど
の

床
下

地
の

不
具

合
を

事
前

に
確

認
す

る

（
必

要
に

応
じ

て
補

修
工

事
を

行
う

）

乾
燥

の
程

度
や

水
分

・
湿

気
の

供
給

状
態

を
確

認
す

る
。

防
湿

層
が

必
要

な
場

合
は

，
そ

の
設

置
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

，
適

切
な

研
削

機
な

ど
を

用
い

て
凸

部
を

研
削

す
る

。
研

削
し

た
後

の
粉

塵
は

，
適

切
な

清
掃

機
を

用
い

て
清

掃
す

る
凹

部
や

ひ
び

割
れ

・
傷

は
十

分
な

強
度

・
付

着
性

が
期

待
で

き
る

補
修

材
で

適
宜

補
修

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
は

ポ
リ

ッ
シ

ャ
型

研
削

機
な

ど
で

必
ず

除
去

す
る

。
床

下
地

表
面

を
軽

く
サ

ン
デ

ィ
ン

グ
し

，
前

後
で

引
っ

か
き

試
験

の
傷

幅
が

大
き

く
変

化
す

る
よ

う
で

あ
れ

ば
レ

イ
タ

ン
ス

あ
り

と
判

断
す

る
床

の
汚

染
，

特
に

，
油

汚
れ

や
墨

出
し

用
の

油
溶

性
顔

料
は

床
材

中
の

可
塑

剤
に

溶
け

込
み

，
床

材
を

変
色

さ
せ

る
の

で
注

意
す

る
。

床
材

施
工

業
者

以
外

も
床

に
マ

ー
キ

ン
グ

す
る

場
合

が
あ

る
た

め
，

関
連

業
者

に
留

意
さ

せ
る

。
床

の
汚

損
が

あ
る

場
合

，
適

切
に

処
理

す
る

凹
部

を
補

修
す

る
際

は
，

塗
り

床
施

工
担

当
者

と
協

議
し

，
合

意
し

た
材

料
・

工
法

で
補

修
す

る
。

補
修

し
た

場
所

も
施

工
者

に
確

実
に

伝
え

る
。

一
般

的
な

ポ
リ

マ
ー

セ
メ

ン
ト

系
下

地
処

理
剤

や
セ

ル
フ

レ
ベ

リ
ン

グ
材

は
，

塗
り

床
の

下
地

と
し

て
不

適
で

あ
る

の
で

使
用

し
な

い

床
下

地
表

層
部

品
質

の
グ

レ
ー

ド
の

確
認

施
工

範
囲

の
全

体
的

な
凹

凸
，

表
面

強
度

，
水

分
量

に
関

し
，

床
性

能
の

要
求

水
準

に
適

応
で

き
る

床
下

地
で

あ
る

か
，

床
会

グ
レ

ー
ド

に
基

づ
き

確
認

す
る

不
具

合
を

発
生

さ
せ

な
い

た
め

に
最

低
限

必
要

な
床

下
地

グ
レ

ー
ド

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
措

置
を

講
ず

る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

緻
密

す
ぎ

る
場

合
は

，
適

宜
，

目
粗

し
す

る
水

分
計

で
測

定
す

る
場

合
は

，
測

定
モ

ー
ド

に
注

意
す

る

材
料

・
工

法
の

最
終

的
な

検
討

と
決

定

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

を
，

必
要

に
応

じ
て

再
検

討
し

，
決

定
す

る
関

係
書

類
を

提
出

す
る

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

・
施

工
機

器
を

選
定

す
る

実
施

工
程

表
，

施
工

計
画

書
な

ど
の

関
係

書
類

を
提

出
し

，
確

認
を

受
け

る
（

塗
り

工
事

担
当

者
→

管
理

者
）

無
理

な
工

程
計

画
は

避
け

る

近
隣

対
策

近
隣

へ
周

知
し

，
了

承
を

得
る

対
策

を
施

し
て

も
近

隣
に

伝
わ

り
う

る
臭

気
，

粉
塵

，
騒

音
な

ど
に

関
し

て
は

，
事

前
に

周
知

し
，

了
承

を
得

る

施
工

環
境

・
条

件
の

確
認

床
下

地
の

確
認

，
清

掃
，

微
修

正 工
事

に
関

す
る

必
要

事
項

の
周

知

施
工

現
場

の
温

度
，

湿
度

を
確

認
す

る
床

下
地

の
確

認
，

清
掃

。
必

要
に

応
じ

て
微

修
正

作
業

場
所

や
作

業
内

容
に

関
す

る
必

要
事

項
の

周
知

施
工

現
場

の
気

温
，

湿
度

お
よ

び
下

地
床

の
表

面
温

度
が

施
工

可
能

な
範

囲
に

あ
る

か
確

認
す

る
必

要
に

応
じ

て
，

施
工

前
に

床
下

地
の

グ
レ

ー
ド

を
再

確
認

す
る

塗
り

工
事

に
先

立
ち

，
適

宜
，

床
下

地
の

清
掃

，
微

修
正

を
行

う
工

事
に

先
立

ち
，

必
要

に
応

じ
て

，
「

立
入

禁
止

」
や

「
火

気
厳

禁
」

の
表

示
を

行
う

「
安

全
デ

ー
タ

シ
ー

ト
（

S
D
S
）

」
を

周
知

す
る

。
有

機
溶

剤
作

業
主

任
者

に
よ

る
管

理
を

行
う

。
換

気
を

確
保

す
る

臭
気

や
粉

塵
に

対
し

て
，

工
事

対
象

区
域

の
周

囲
を

保
護

・
養

生
す

る

気
温

が
５

℃
を

下
回

る
場

合
，

ま
た

は
湿

度
が

8
0
%
を

超
え

る
場

合
は

，
原

則
と

し
て

施
工

作
業

は
中

止
す

る

下
地

床
の

レ
イ

タ
ン

ス
の

除
去

，
表

面
目

粗
し

レ
イ

タ
ン

ス
は

除
去

す
る

床
の

要
求

性
能

や
表

面
性

状
に

応
じ

て
，

下
地

床
の

表
面

を
目

粗
し

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
が

残
っ

て
い

る
場

合
は

確
実

に
除

去
す

る
床

の
用

途
，

要
求

性
能

，
あ

る
い

は
表

面
強

度
の

グ
レ

ー
ド

に
応

じ
て

，
下

地
床

の
表

面
を

目
粗

し
す

る

材
料

お
よ

び
施

工
機

具
の

搬
入

と
確

認
材

料
お

よ
び

施
工

機
具

を
搬

入
し

，
適

切
に

保
管

す
る

搬
入

日
時

・
方

法
・

場
所

な
ど

は
施

工
管

理
担

当
者

や
搬

入
業

社
と

事
前

に
打

合
せ

し
て

お
く

材
料

の
保

管
場

所
は

あ
ら

か
じ

め
清

掃
し

て
お

く
材

料
は

関
係

法
規

に
従

い
，

風
雨

や
日

光
に

影
響

さ
れ

な
い

場
所

に
適

正
に

保
管

す
る

。
保

管
場

所
の

温
湿

度
に

注
意

す
る

搬
入

し
た

材
料

の
種

類
・

数
量

は
記

録
し

て
お

く
。

搬
入

し
た

材
料

の
内

容
に

つ
い

て
管

理
者

の
検

査
を

受
け

る
，

ま
た

は
承

諾
を

得
る

材
料

製
造

者
が

指
定

す
る

数
量

，
方

法
・

手
順

が
あ

る
場

合
は

守
る

（
以

下
，

同
様

）

材
料

の
調

合
塗

り
床

材
の

構
成

材
料

を
，

適
切

な
分

量
，

配
合

割
合

，
配

合
順

序
で

調
合

す
る

材
料

の
計

量
は

秤
を

用
い

て
正

確
に

行
う

混
合

容
器

，
攪

拌
機

は
，

材
料

の
性

質
や

量
に

見
合

う
適

切
な

も
の

を
用

い
る

。
撹

拌
時

間
や

混
合

順
序

は
指

定
を

守
る

施
工

速
度

に
合

わ
せ

，
可

使
時

間
内

に
使

い
切

る
量

を
調

合
す

る
骨

材
を

入
れ

る
場

合
は

，
主

剤
，

硬
化

剤
な

ど
を

先
に

混
合

し
，

骨
材

は
最

後
に

加
え

る
各

工
程

に
お

い
て

，
材

料
使

用
量

が
適

正
で

あ
っ

た
か

，
施

工
中

お
よ

び
施

工
後

に
確

認
す

る

プ
ラ

イ
マ

ー
塗

り
塗

り
仕

上
げ

の
材

料
・

工
法

に
応

じ
て

，
プ

ラ
イ

マ
ー

を
施

工
す

る

床
下

地
の

状
態

，
施

工
条

件
あ

る
い

は
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
と

の
相

性
に

よ
り

，
適

切
な

プ
ラ

イ
マ

ー
を

選
定

す
る

２
液

混
合

型
の

プ
ラ

イ
マ

ー
は

計
量

を
正

確
に

行
い

，
十

分
に

撹
拌

す
る

プ
ラ

イ
マ

ー
は

，
は

け
，

ま
た

は
ロ

ー
ラ

ー
ば

け
で

塗
布

し
，

可
使

時
間

内
に

塗
布

す
る

塗
り

残
し

，
溜

ま
り

が
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

塗
布

す
る

厚
塗

り
し

す
ぎ

る
と

，
ふ

く
れ

，
発

泡
，

硬
化

不
良

の
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

る
の

で
，

厚
塗

り
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
プ

ラ
イ

マ
ー

の
吸

い
込

み
が

激
し

い
床

下
地

の
場

合
は

，
プ

ラ
イ

マ
ー

を
再

塗
布

す
る

工
程

間
隔

に
時

間
的

上
限

の
あ

る
プ

ラ
イ

マ
ー

の
場

合
は

，
上

限
時

間
内

に
次

の
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
を

塗
布

す
る

。
上

限
時

間
を

過
ぎ

た
場

合
は

，
プ

ラ
イ

マ
ー

面
を

研
磨

し
て

目
荒

ら
し

す
る

。
常

温
に

お
い

て
は

，
プ

ラ
イ

マ
ー

塗
り

と
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

り
の

工
程

間
隔

は
２

時
間

以
上

を
確

保
す

る

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
4
人

で
１

組
（

材
料

混
合

・
運

搬
に

2
人

，
　

塗
り

手
に

２
人

）

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

(
し

ご
き

塗
り

)
（

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

系
の

１
回

塗
り

仕
上

げ
の

場
合

，
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

り
の

前
に

，
し

ご
き

塗
り

を
行

う
）

（
ピ

ン
ホ

ー
ル

の
発

生
を

防
止

す
る

た
め

，
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

布
前

に
あ

ら
か

じ
め

目
止

め
材

な
ど

を
配

合
し

た
し

ご
き

材
を

塗
り

付
け

る
。

し
ご

き
塗

り
と

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

の
工

程
間

隔
は

，
2
4
時

間
以

上
を

確
保

す
る

）

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

(
1
回

目
)

(
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

り
(
2
回

目
)
)

片
付

け
残

材
整

理
，

廃
棄

物
の

処
理

残
材

は
，

残
余

廃
棄

物
，

汚
染

容
器

，
包

装
材

な
ど

に
分

別
し

，
当

該
法

規
に

従
い

適
切

に
処

理
す

る

検
査

・
手

直
し

自
主

検
査

を
し

，
不

良
箇

所
を

手
直

し
す

る

仕
様

書
ど

お
り

に
材

料
が

使
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

段
差

，
塗

り
む

ら
，

塗
り

残
し

，
ピ

ン
ホ

ー
ル

，
色

む
ら

，
つ

や
む

ら
な

ど
が

な
く

，
仕

上
り

が
均

一
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
起

こ
り

う
る

不
良

に
つ

い
て

は
事

前
に

対
策

を
検

討
し

て
お

く
。

不
良

が
生

じ
た

と
き

は
事

前
の

対
策

に
基

づ
き

手
直

し
す

る
指

示
が

あ
る

場
合

は
，

V
O
C
を

測
定

す
る

清
掃

清
掃

す
る

も
れ

や
手

落
ち

が
な

い
よ

う
に

清
掃

す
る

引
渡

し
施

工
管

理
担

当
者

に
作

業
完

了
を

伝
え

，
検

査
お

よ
び

不
良

箇
所

の
是

正
の

内
容

を
引

き
渡

す
引

渡
し

前
検

査
お

よ
び

同
検

査
に

基
づ

く
不

良
箇

所
の

是
正

で
は

，
瑕

疵
が

な
い

こ
と

を
施

工
管

理
担

当
者

に
十

分
確

認
さ

せ
る

と
と

も
に

作
業

完
了

時
の

記
録

を
残

す

塗
り

床
材

塗
付

工
事

後
(
現

場
監

督
)

塗
り

床
材

の
養

生
塗

り
床

材
が

硬
化

し
，

強
度

を
発

揮
す

る
ま

で
十

分
に

養
生

す
る

材
料

が
硬

化
し

，
強

度
を

発
揮

す
る

ま
で

は
，

第
三

者
が

工
事

区
画

に
立

入
り

で
き

な
い

よ
う

に
す

る
。

常
温

に
お

い
て

は
，

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

の
後

，
歩

行
に

供
す

る
ま

で
の

養
生

時
間

と
し

て
2
4
時

間
以

上
を

確
保

す
る

。
重

作
業

に
供

す
る

ま
で

の
養

生
時

間
は

３
日

以
上

を
確

保
す

る
（

い
ず

れ
も

気
温

2
0
℃

の
場

合
。

養
生

時
間

は
気

温
に

よ
り

変
化

す
る

）

塗
り
床

材
施

工
の

一
般

的
な
作

業
手

順
（
そ
の

２
）

注
意

事
項

お
よ

び
一

般
的

な
施

工
条

件
で

の
作

業
員

数
，

担
当

面
積

な
ど

塗
り

床
材

塗
付

工
事

前
(
関

係
者

)

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
４

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
２

人
，

　
塗

り
手

に
２

人
）

１
回

塗
り

当
た

り
，

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

塗
り

床
材

塗
付

工
事

(
塗

り
床

材
施

工
作

業
担

当
者

)

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

（
流

し
の

べ
材

）
を

施
工

す
る

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

は
，

仕
様

に
応

じ
て

１
回

塗
り

，
ま

た
は

２
回

塗
り

と
す

る

計
量

を
正

確
に

行
い

，
撹

拌
む

ら
の

な
い

よ
う

に
十

分
に

撹
拌

す
る

。
骨

材
を

加
え

る
場

合
は

，
最

後
に

加
え

る
。

攪
拌

し
た

材
料

は
金

ご
て

で
，

こ
て

む
ら

，
厚

み
む

ら
な

ど
が

生
じ

な
い

よ
う

に
手

早
く

塗
布

す
る

。
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
は

可
使

時
間

内
に

塗
布

す
る

。
可

使
時

間
を

過
ぎ

た
材

料
は

廃
棄

す
る

防
滑

仕
上

げ
に

す
る

と
き

は
，

１
回

目
の

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

の
後

，
た

だ
ち

に
骨

材
を

散
布

す
る

１
回

目
と

２
回

目
の

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

の
工

程
間

隔
は

，
1
2
時

間
以

上
を

確
保

す
る

流
し

の
べ

材
の

粘
度

や
自

己
流

動
性

は
，

施
工

温
度

に
よ

る
影

響
を

受
け

や
す

い
た

め
，

施
工

現
場

の
管

理
を

適
切

に
行

う
流

し
の

べ
材

に
粘

度
調

整
用

の
溶

剤
類

を
添

加
す

る
場

合
は

，
溶

剤
は

非
反

応
性

で
塗

膜
中

に
残

存
し

や
す

く
強

度
発

現
の

妨
げ

と
な

り
う

る
の

で
，

規
定

量
を

厳
守

す
る

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

を
２

回
に

分
け

て
塗

布
す

る
工

法
の

場
合

は
，

ピ
ン

ホ
ー

ル
防

止
お

よ
び

下
地

を
平

坦
に

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

，
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
１

層
目

に
骨

材
を

配
合

す
る

こ
と

が
あ

る

作
 
業
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２
）
厚

膜
型

塗
り
床

材
・
流

し
の

べ
工

法
の

場
合

（
そ
の

１
）
（
エ
ポ
キ
シ
樹

脂
系

，
ウ
レ
タ
ン
樹

脂
系

（
硬

質
型

＆
弾

性
型

）
）

塗
り

床
工

事
全

体
の

事
前

協
議

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

確
認

施
工

環
境

・
場

所
の

確
認

床
下

地
の

種
類

，
塗

り
床

材
・

工
法

の
確

認
施

工
区

画
，

工
程

・
工

期
の

確
認

設
計

図
書

の
確

認

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

種
類

・
水

準
を

確
認

す
る

工
事

現
場

の
環

境
条

件
，

作
業

条
件

を
確

認
す

る
工

事
期

に
想

定
さ

れ
る

気
象

条
件

を
確

認
す

る
床

下
地

の
種

類
を

確
認

す
る

要
求

性
能

や
種

々
の

条
件

に
見

合
う

塗
り

床
材

・
工

法
を

選
定

す
る

。
要

求
や

条
件

に
見

合
う

下
地

床
と

塗
り

床
材

・
工

法
の

組
合

せ
か

に
留

意
す

る
図

面
や

仕
様

書
等

の
内

容
や

整
合

性
を

確
認

す
る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
高

強
度

コ
ン

ク
リ

ー
ト

あ
る

い
は

騎
乗

式
機

械
ご

て
押

え
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
，

塗
り

床
工

事
担

当
者

を
含

め
た

関
係

者
で

下
地

処
理

や
塗

り
床

の
材

料
・

工
法

に
関

し
て

協
議

し
，

合
意

を
得

る
こ

と

施
工

環
境

・
条

件
の

調
査

施
工

環
境

・
場

所
，

作
業

時
間

帯
の

確
認

施
工

可
能

な
気

温
か

確
認

す
る

。
施

工
可

能
な

床
下

地
温

度
か

確
認

す
る

施
工

可
能

な
湿

度
か

確
認

す
る

作
業

時
の

通
風

，
換

気
に

問
題

が
な

い
か

確
認

す
る

。
火

気
の

有
無

を
確

認
す

る
作

業
時

間
は

十
分

か
確

認
す

る
。

作
業

可
能

な
時

間
帯

か
確

認
す

る
作

業
時

の
騒

音
，

臭
気

，
粉

塵
な

ど
が

問
題

に
な

ら
な

い
か

確
認

す
る

照
明

の
有

無
・

種
類

を
確

認
す

る

床
下

地
の

状
態

の
確

認
(
＋

床
下

地
の

補
修

工
事

)

床
下

地
の

材
齢

，
乾

燥
期

間
の

確
認

水
分

や
湿

気
が

床
下

地
表

面
に

持
続

的
に

供
給

さ
れ

る
状

況
か

確
認

す
る

局
所

的
な

凹
凸

・
不

陸
，

突
起

物
，

脆
弱

部
，

レ
イ

タ
ン

ス
，

ひ
び

割
れ

・
傷

，
床

の
汚

染
な

ど
の

床
下

地
の

不
具

合
を

事
前

に
確

認
す

る

（
必

要
に

応
じ

て
補

修
工

事
を

行
う

）

乾
燥

の
程

度
や

水
分

・
湿

気
の

供
給

状
態

を
確

認
す

る
。

防
湿

層
が

必
要

な
場

合
は

，
そ

の
設

置
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

，
適

切
な

研
削

機
な

ど
を

用
い

て
凸

部
を

研
削

す
る

。
研

削
し

た
後

の
粉

塵
は

，
適

切
な

清
掃

機
を

用
い

て
清

掃
す

る
凹

部
や

ひ
び

割
れ

・
傷

は
十

分
な

強
度

・
付

着
性

が
期

待
で

き
る

補
修

材
で

適
宜

補
修

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
は

ポ
リ

ッ
シ

ャ
型

研
削

機
な

ど
で

必
ず

除
去

す
る

。
床

下
地

表
面

を
軽

く
サ

ン
デ

ィ
ン

グ
し

，
前

後
で

引
っ

か
き

試
験

の
傷

幅
が

大
き

く
変

化
す

る
よ

う
で

あ
れ

ば
レ

イ
タ

ン
ス

あ
り

と
判

断
す

る
床

の
汚

染
，

特
に

，
油

汚
れ

や
墨

出
し

用
の

油
溶

性
顔

料
は

床
材

中
の

可
塑

剤
に

溶
け

込
み

，
床

材
を

変
色

さ
せ

る
の

で
注

意
す

る
。

床
材

施
工

業
者

以
外

も
床

に
マ

ー
キ

ン
グ

す
る

場
合

が
あ

る
た

め
，

関
連

業
者

に
留

意
さ

せ
る

。
床

の
汚

損
が

あ
る

場
合

，
適

切
に

処
理

す
る

凹
部

を
補

修
す

る
際

は
，

塗
り

床
施

工
担

当
者

と
協

議
し

，
合

意
し

た
材

料
・

工
法

で
補

修
す

る
。

補
修

し
た

場
所

も
施

工
者

に
確

実
に

伝
え

る
。

一
般

的
な

ポ
リ

マ
ー

セ
メ

ン
ト

系
下

地
処

理
剤

や
セ

ル
フ

レ
ベ

リ
ン

グ
材

は
，

塗
り

床
の

下
地

と
し

て
不

適
で

あ
る

の
で

使
用

し
な

い

床
下

地
表

層
部

品
質

の
グ

レ
ー

ド
の

確
認

施
工

範
囲

の
全

体
的

な
凹

凸
，

表
面

強
度

，
水

分
量

に
関

し
，

床
性

能
の

要
求

水
準

に
適

応
で

き
る

床
下

地
で

あ
る

か
，

床
会

グ
レ

ー
ド

に
基

づ
き

確
認

す
る

不
具

合
を

発
生

さ
せ

な
い

た
め

に
最

低
限

必
要

な
床

下
地

グ
レ

ー
ド

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
措

置
を

講
ず

る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

緻
密

す
ぎ

る
場

合
は

，
適

宜
，

目
粗

し
す

る
水

分
計

で
測

定
す

る
場

合
は

，
測

定
モ

ー
ド

に
注

意
す

る

材
料

・
工

法
の

最
終

的
な

検
討

と
決

定

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

を
，

必
要

に
応

じ
て

再
検

討
し

，
決

定
す

る
関

係
書

類
を

提
出

す
る

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

・
施

工
機

器
を

選
定

す
る

実
施

工
程

表
，

施
工

計
画

書
な

ど
の

関
係

書
類

を
提

出
し

，
確

認
を

受
け

る
（

塗
り

工
事

担
当

者
→

管
理

者
）

無
理

な
工

程
計

画
は

避
け

る

近
隣

対
策

近
隣

へ
周

知
し

，
了

承
を

得
る

対
策

を
施

し
て

も
近

隣
に

伝
わ

り
う

る
臭

気
，

粉
塵

，
騒

音
な

ど
に

関
し

て
は

，
事

前
に

周
知

し
，

了
承

を
得

る

施
工

環
境

・
条

件
の

確
認

床
下

地
の

確
認

，
清

掃
，

微
修

正 工
事

に
関

す
る

必
要

事
項

の
周

知

施
工

現
場

の
温

度
，

湿
度

を
確

認
す

る
床

下
地

の
確

認
，

清
掃

。
必

要
に

応
じ

て
微

修
正

作
業

場
所

や
作

業
内

容
に

関
す

る
必

要
事

項
の

周
知

施
工

現
場

の
気

温
，

湿
度

お
よ

び
下

地
床

の
表

面
温

度
が

施
工

可
能

な
範

囲
に

あ
る

か
確

認
す

る
必

要
に

応
じ

て
，

施
工

前
に

床
下

地
の

グ
レ

ー
ド

を
再

確
認

す
る

塗
り

工
事

に
先

立
ち

，
適

宜
，

床
下

地
の

清
掃

，
微

修
正

を
行

う
工

事
に

先
立

ち
，

必
要

に
応

じ
て

，
「

立
入

禁
止

」
や

「
火

気
厳

禁
」

の
表

示
を

行
う

「
安

全
デ

ー
タ

シ
ー

ト
（

S
D
S
）

」
を

周
知

す
る

。
有

機
溶

剤
作

業
主

任
者

に
よ

る
管

理
を

行
う

。
換

気
を

確
保

す
る

臭
気

や
粉

塵
に

対
し

て
，

工
事

対
象

区
域

の
周

囲
を

保
護

・
養

生
す

る

気
温

が
５

℃
を

下
回

る
場

合
，

ま
た

は
湿

度
が

8
0
%
を

超
え

る
場

合
は

，
原

則
と

し
て

施
工

作
業

は
中

止
す

る

下
地

床
の

レ
イ

タ
ン

ス
の

除
去

，
表

面
目

粗
し

レ
イ

タ
ン

ス
は

除
去

す
る

床
の

要
求

性
能

や
表

面
性

状
に

応
じ

て
，

下
地

床
の

表
面

を
目

粗
し

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
が

残
っ

て
い

る
場

合
は

確
実

に
除

去
す

る
床

の
用

途
，

要
求

性
能

，
あ

る
い

は
表

面
強

度
の

グ
レ

ー
ド

に
応

じ
て

，
下

地
床

の
表

面
を

目
粗

し
す

る

材
料

お
よ

び
施

工
機

具
の

搬
入

と
確

認
材

料
お

よ
び

施
工

機
具

を
搬

入
し

，
適

切
に

保
管

す
る

搬
入

日
時

・
方

法
・

場
所

な
ど

は
施

工
管

理
担

当
者

や
搬

入
業

社
と

事
前

に
打

合
せ

し
て

お
く

材
料

の
保

管
場

所
は

あ
ら

か
じ

め
清

掃
し

て
お

く
材

料
は

関
係

法
規

に
従

い
，

風
雨

や
日

光
に

影
響

さ
れ

な
い

場
所

に
適

正
に

保
管

す
る

。
保

管
場

所
の

温
湿

度
に

注
意

す
る

搬
入

し
た

材
料

の
種

類
・

数
量

は
記

録
し

て
お

く
。

搬
入

し
た

材
料

の
内

容
に

つ
い

て
管

理
者

の
検

査
を

受
け

る
，

ま
た

は
承

諾
を

得
る

材
料

製
造

者
が

指
定

す
る

数
量

，
方

法
・

手
順

が
あ

る
場

合
は

守
る

（
以

下
，

同
様

）

材
料

の
調

合
塗

り
床

材
の

構
成

材
料

を
，

適
切

な
分

量
，

配
合

割
合

，
配

合
順

序
で

調
合

す
る

材
料

の
計

量
は

秤
を

用
い

て
正

確
に

行
う

混
合

容
器

，
攪

拌
機

は
，

材
料

の
性

質
や

量
に

見
合

う
適

切
な

も
の

を
用

い
る

。
撹

拌
時

間
や

混
合

順
序

は
指

定
を

守
る

施
工

速
度

に
合

わ
せ

，
可

使
時

間
内

に
使

い
切

る
量

を
調

合
す

る
骨

材
を

入
れ

る
場

合
は

，
主

剤
，

硬
化

剤
な

ど
を

先
に

混
合

し
，

骨
材

は
最

後
に

加
え

る
各

工
程

に
お

い
て

，
材

料
使

用
量

が
適

正
で

あ
っ

た
か

，
施

工
中

お
よ

び
施

工
後

に
確

認
す

る

プ
ラ

イ
マ

ー
塗

り
塗

り
仕

上
げ

の
材

料
・

工
法

に
応

じ
て

，
プ

ラ
イ

マ
ー

を
施

工
す

る

床
下

地
の

状
態

，
施

工
条

件
あ

る
い

は
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
と

の
相

性
に

よ
り

，
適

切
な

プ
ラ

イ
マ

ー
を

選
定

す
る

２
液

混
合

型
の

プ
ラ

イ
マ

ー
は

計
量

を
正

確
に

行
い

，
十

分
に

撹
拌

す
る

プ
ラ

イ
マ

ー
は

，
は

け
，

ま
た

は
ロ

ー
ラ

ー
ば

け
で

塗
布

し
，

可
使

時
間

内
に

塗
布

す
る

塗
り

残
し

，
溜

ま
り

が
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

塗
布

す
る

厚
塗

り
し

す
ぎ

る
と

，
ふ

く
れ

，
発

泡
，

硬
化

不
良

の
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

る
の

で
，

厚
塗

り
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
プ

ラ
イ

マ
ー

の
吸

い
込

み
が

激
し

い
床

下
地

の
場

合
は

，
プ

ラ
イ

マ
ー

を
再

塗
布

す
る

工
程

間
隔

に
時

間
的

上
限

の
あ

る
プ

ラ
イ

マ
ー

の
場

合
は

，
上

限
時

間
内

に
次

の
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
を

塗
布

す
る

。
上

限
時

間
を

過
ぎ

た
場

合
は

，
プ

ラ
イ

マ
ー

面
を

研
磨

し
て

目
荒

ら
し

す
る

。
常

温
に

お
い

て
は

，
プ

ラ
イ

マ
ー

塗
り

と
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

り
の

工
程

間
隔

は
２

時
間

以
上

を
確

保
す

る

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
4
人

で
１

組
（

材
料

混
合

・
運

搬
に

2
人

，
　

塗
り

手
に

２
人

）

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

(
し

ご
き

塗
り

)
（

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

系
の

１
回

塗
り

仕
上

げ
の

場
合

，
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

り
の

前
に

，
し

ご
き

塗
り

を
行

う
）

（
ピ

ン
ホ

ー
ル

の
発

生
を

防
止

す
る

た
め

，
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

布
前

に
あ

ら
か

じ
め

目
止

め
材

な
ど

を
配

合
し

た
し

ご
き

材
を

塗
り

付
け

る
。

し
ご

き
塗

り
と

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

の
工

程
間

隔
は

，
2
4
時

間
以

上
を

確
保

す
る

）

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

(
1
回

目
)

(
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

り
(
2
回

目
)
)

片
付

け
残

材
整

理
，

廃
棄

物
の

処
理

残
材

は
，

残
余

廃
棄

物
，

汚
染

容
器

，
包

装
材

な
ど

に
分

別
し

，
当

該
法

規
に

従
い

適
切

に
処

理
す

る

検
査

・
手

直
し

自
主

検
査

を
し

，
不

良
箇

所
を

手
直

し
す

る

仕
様

書
ど

お
り

に
材

料
が

使
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

段
差

，
塗

り
む

ら
，

塗
り

残
し

，
ピ

ン
ホ

ー
ル

，
色

む
ら

，
つ

や
む

ら
な

ど
が

な
く

，
仕

上
り

が
均

一
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
起

こ
り

う
る

不
良

に
つ

い
て

は
事

前
に

対
策

を
検

討
し

て
お

く
。

不
良

が
生

じ
た

と
き

は
事

前
の

対
策

に
基

づ
き

手
直

し
す

る
指

示
が

あ
る

場
合

は
，

V
O
C
を

測
定

す
る

清
掃

清
掃

す
る

も
れ

や
手

落
ち

が
な

い
よ

う
に

清
掃

す
る

引
渡

し
施

工
管

理
担

当
者

に
作

業
完

了
を

伝
え

，
検

査
お

よ
び

不
良

箇
所

の
是

正
の

内
容

を
引

き
渡

す
引

渡
し

前
検

査
お

よ
び

同
検

査
に

基
づ

く
不

良
箇

所
の

是
正

で
は

，
瑕

疵
が

な
い

こ
と

を
施

工
管

理
担

当
者

に
十

分
確

認
さ

せ
る

と
と

も
に

作
業

完
了

時
の

記
録

を
残

す

塗
り

床
材

塗
付

工
事

後
(
現

場
監

督
)

塗
り

床
材

の
養

生
塗

り
床

材
が

硬
化

し
，

強
度

を
発

揮
す

る
ま

で
十

分
に

養
生

す
る

材
料

が
硬

化
し

，
強

度
を

発
揮

す
る

ま
で

は
，

第
三

者
が

工
事

区
画

に
立

入
り

で
き

な
い

よ
う

に
す

る
。

常
温

に
お

い
て

は
，

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

の
後

，
歩

行
に

供
す

る
ま

で
の

養
生

時
間

と
し

て
2
4
時

間
以

上
を

確
保

す
る

。
重

作
業

に
供

す
る

ま
で

の
養

生
時

間
は

３
日

以
上

を
確

保
す

る
（

い
ず

れ
も

気
温

2
0
℃

の
場

合
。

養
生

時
間

は
気

温
に

よ
り

変
化

す
る

）

塗
り
床

材
施

工
の

一
般

的
な
作

業
手

順
（
そ
の

２
）

注
意

事
項

お
よ

び
一

般
的

な
施

工
条

件
で

の
作

業
員

数
，

担
当

面
積

な
ど

塗
り

床
材

塗
付

工
事

前
(
関

係
者

)

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
４

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
２

人
，

　
塗

り
手

に
２

人
）

１
回

塗
り

当
た

り
，

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

塗
り

床
材

塗
付

工
事

(
塗

り
床

材
施

工
作

業
担

当
者

)

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

（
流

し
の

べ
材

）
を

施
工

す
る

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

は
，

仕
様

に
応

じ
て

１
回

塗
り

，
ま

た
は

２
回

塗
り

と
す

る

計
量

を
正

確
に

行
い

，
撹

拌
む

ら
の

な
い

よ
う

に
十

分
に

撹
拌

す
る

。
骨

材
を

加
え

る
場

合
は

，
最

後
に

加
え

る
。

攪
拌

し
た

材
料

は
金

ご
て

で
，

こ
て

む
ら

，
厚

み
む

ら
な

ど
が

生
じ

な
い

よ
う

に
手

早
く

塗
布

す
る

。
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
は

可
使

時
間

内
に

塗
布

す
る

。
可

使
時

間
を

過
ぎ

た
材

料
は

廃
棄

す
る

防
滑

仕
上

げ
に

す
る

と
き

は
，

１
回

目
の

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

の
後

，
た

だ
ち

に
骨

材
を

散
布

す
る

１
回

目
と

２
回

目
の

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

の
工

程
間

隔
は

，
1
2
時

間
以

上
を

確
保

す
る

流
し

の
べ

材
の

粘
度

や
自

己
流

動
性

は
，

施
工

温
度

に
よ

る
影

響
を

受
け

や
す

い
た

め
，

施
工

現
場

の
管

理
を

適
切

に
行

う
流

し
の

べ
材

に
粘

度
調

整
用

の
溶

剤
類

を
添

加
す

る
場

合
は

，
溶

剤
は

非
反

応
性

で
塗

膜
中

に
残

存
し

や
す

く
強

度
発

現
の

妨
げ

と
な

り
う

る
の

で
，

規
定

量
を

厳
守

す
る

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

を
２

回
に

分
け

て
塗

布
す

る
工

法
の

場
合

は
，

ピ
ン

ホ
ー

ル
防

止
お

よ
び

下
地

を
平

坦
に

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

，
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
１

層
目

に
骨

材
を

配
合

す
る

こ
と

が
あ

る

作
 
業
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）
厚
膜
型
塗
り
床
材
・
流
し
の
べ
工
法
の
場
合
（
そ
の
２
）
（
メ
タ
ク
リ
ル
樹
脂
系
）

塗
り

床
工

事
全

体
の

事
前

協
議

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

確
認

施
工

環
境

・
場

所
の

確
認

床
下

地
の

種
類

，
塗

り
床

材
・

工
法

の
確

認
施

工
区

画
，

工
程

・
工

期
の

確
認

設
計

図
書

の
確

認

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

種
類

・
水

準
を

確
認

す
る

工
事

現
場

の
環

境
条

件
，

作
業

条
件

を
確

認
す

る
工

事
期

に
想

定
さ

れ
る

気
象

条
件

を
確

認
す

る
床

下
地

の
種

類
を

確
認

す
る

要
求

性
能

や
種

々
の

条
件

に
見

合
う

塗
り

床
材

・
工

法
を

選
定

す
る

。
要

求
や

条
件

に
見

合
う

下
地

床
と

塗
り

床
材

・
工

法
の

組
合

せ
か

に
留

意
す

る
図

面
や

仕
様

書
等

の
内

容
や

整
合

性
を

確
認

す
る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
高

強
度

コ
ン

ク
リ

ー
ト

あ
る

い
は

騎
乗

式
機

械
ご

て
押

え
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
，

塗
り

床
工

事
担

当
者

を
含

め
た

関
係

者
で

下
地

処
理

や
塗

り
床

の
材

料
・

工
法

に
関

し
て

協
議

し
，

合
意

を
得

る
こ

と

施
工

環
境

・
条

件
の

調
査

施
工

環
境

・
場

所
，

作
業

時
間

帯
の

確
認

施
工

可
能

な
気

温
か

確
認

す
る

。
施

工
可

能
な

床
下

地
温

度
か

確
認

す
る

施
工

可
能

な
湿

度
か

確
認

す
る

作
業

時
の

通
風

，
換

気
に

問
題

が
な

い
か

確
認

す
る

。
火

気
の

有
無

を
確

認
す

る
作

業
時

間
は

十
分

か
確

認
す

る
。

作
業

可
能

な
時

間
帯

か
確

認
す

る
作

業
時

の
騒

音
，

臭
気

，
粉

塵
な

ど
が

問
題

に
な

ら
な

い
か

確
認

す
る

照
明

の
有

無
・

種
類

を
確

認
す

る

床
下

地
の

状
態

の
確

認
(
＋

床
下

地
の

補
修

工
事

)

床
下

地
の

材
齢

，
乾

燥
期

間
の

確
認

水
分

や
湿

気
が

床
下

地
表

面
に

持
続

的
に

供
給

さ
れ

る
状

況
か

確
認

す
る

局
所

的
な

凹
凸

・
不

陸
，

突
起

物
，

脆
弱

部
，

レ
イ

タ
ン

ス
，

ひ
び

割
れ

・
傷

，
床

の
汚

染
な

ど
の

床
下

地
の

不
具

合
を

事
前

に
確

認
す

る

（
必

要
に

応
じ

て
補

修
工

事
を

行
う

）

乾
燥

の
程

度
や

水
分

・
湿

気
の

供
給

状
態

を
確

認
す

る
。

防
湿

層
が

必
要

な
場

合
は

，
そ

の
設

置
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

，
適

切
な

研
削

機
な

ど
を

用
い

て
凸

部
を

研
削

す
る

。
研

削
し

た
後

の
粉

塵
は

，
適

切
な

清
掃

機
を

用
い

て
清

掃
す

る
凹

部
や

ひ
び

割
れ

・
傷

は
十

分
な

強
度

・
付

着
性

が
期

待
で

き
る

補
修

材
で

適
宜

補
修

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
は

ポ
リ

ッ
シ

ャ
型

研
削

機
な

ど
で

必
ず

除
去

す
る

。
床

下
地

表
面

を
軽

く
サ

ン
デ

ィ
ン

グ
し

，
前

後
で

引
っ

か
き

試
験

の
傷

幅
が

大
き

く
変

化
す

る
よ

う
で

あ
れ

ば
レ

イ
タ

ン
ス

あ
り

と
判

断
す

る
床

の
汚

染
，

特
に

，
油

汚
れ

や
墨

出
し

用
の

油
溶

性
顔

料
は

床
材

中
の

可
塑

剤
に

溶
け

込
み

，
床

材
を

変
色

さ
せ

る
の

で
注

意
す

る
。

床
材

施
工

業
者

以
外

も
床

に
マ

ー
キ

ン
グ

す
る

場
合

が
あ

る
た

め
，

関
連

業
者

に
留

意
さ

せ
る

。
床

の
汚

損
が

あ
る

場
合

，
適

切
に

処
理

す
る

凹
部

を
補

修
す

る
際

は
，

塗
り

床
施

工
担

当
者

と
協

議
し

，
合

意
し

た
材

料
・

工
法

で
補

修
す

る
。

補
修

し
た

場
所

も
施

工
者

に
確

実
に

伝
え

る
。

一
般

的
な

ポ
リ

マ
ー

セ
メ

ン
ト

系
下

地
処

理
剤

や
セ

ル
フ

レ
ベ

リ
ン

グ
材

は
，

塗
り

床
の

下
地

と
し

て
不

適
で

あ
る

の
で

使
用

し
な

い

床
下

地
表

層
部

品
質

の
グ

レ
ー

ド
の

確
認

施
工

範
囲

の
全

体
的

な
凹

凸
，

表
面

強
度

，
水

分
量

に
関

し
，

床
性

能
の

要
求

水
準

に
適

応
で

き
る

床
下

地
で

あ
る

か
，

床
会

グ
レ

ー
ド

に
基

づ
き

確
認

す
る

不
具

合
を

発
生

さ
せ

な
い

た
め

に
最

低
限

必
要

な
床

下
地

グ
レ

ー
ド

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
措

置
を

講
ず

る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

緻
密

す
ぎ

る
場

合
は

，
適

宜
，

目
粗

し
す

る
水

分
計

で
測

定
す

る
場

合
は

，
測

定
モ

ー
ド

に
注

意
す

る

材
料

・
工

法
の

最
終

的
な

検
討

と
決

定

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

を
，

必
要

に
応

じ
て

再
検

討
し

，
決

定
す

る
関

係
書

類
を

提
出

す
る

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

・
施

工
機

器
を

選
定

す
る

実
施

工
程

表
，

施
工

計
画

書
な

ど
の

関
係

書
類

を
提

出
し

，
確

認
を

受
け

る
（

塗
り

工
事

担
当

者
→

管
理

者
）

無
理

な
工

程
計

画
は

避
け

る

近
隣

対
策

近
隣

へ
周

知
し

，
了

承
を

得
る

対
策

を
施

し
て

も
近

隣
に

伝
わ

り
う

る
臭

気
，

粉
塵

，
騒

音
な

ど
に

関
し

て
は

，
事

前
に

周
知

し
，

了
承

を
得

る

施
工

環
境

・
条

件
の

確
認

床
下

地
の

確
認

，
清

掃
，

微
修

正 工
事

に
関

す
る

必
要

事
項

の
周

知

施
工

現
場

の
温

度
，

湿
度

を
確

認
す

る
床

下
地

の
確

認
，

清
掃

。
必

要
に

応
じ

て
微

修
正

作
業

場
所

や
作

業
内

容
に

関
す

る
必

要
事

項
の

周
知

施
工

現
場

の
気

温
，

湿
度

お
よ

び
下

地
床

の
表

面
温

度
が

施
工

可
能

な
範

囲
に

あ
る

か
確

認
す

る
必

要
に

応
じ

て
，

施
工

前
に

床
下

地
の

グ
レ

ー
ド

を
再

確
認

す
る

塗
り

工
事

に
先

立
ち

，
適

宜
，

床
下

地
の

清
掃

，
微

修
正

を
行

う
工

事
に

先
立

ち
，

必
要

に
応

じ
て

，
「

立
入

禁
止

」
や

「
火

気
厳

禁
」

の
表

示
を

行
う

「
安

全
デ

ー
タ

シ
ー

ト
（

S
D
S
）

」
を

周
知

す
る

。
有

機
溶

剤
作

業
主

任
者

に
よ

る
管

理
を

行
う

。
換

気
を

確
保

す
る

臭
気

や
粉

塵
に

対
し

て
，

工
事

対
象

区
域

の
周

囲
を

保
護

・
養

生
す

る

湿
度

が
8
0
%
を

超
え

る
場

合
は

，
原

則
と

し
て

施
工

作
業

は
中

止
す

る

下
地

床
の

レ
イ

タ
ン

ス
の

除
去

，
表

面
目

粗
し

レ
イ

タ
ン

ス
は

除
去

す
る

床
の

要
求

性
能

や
表

面
性

状
に

応
じ

て
，

下
地

床
の

表
面

を
目

粗
し

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
が

残
っ

て
い

る
場

合
は

確
実

に
除

去
す

る
床

の
用

途
，

要
求

性
能

，
あ

る
い

は
表

面
強

度
の

グ
レ

ー
ド

に
応

じ
て

，
下

地
床

の
表

面
を

目
粗

し
す

る

材
料

お
よ

び
施

工
機

具
の

搬
入

と
確

認
材

料
お

よ
び

施
工

機
具

を
搬

入
し

，
適

切
に

保
管

す
る

搬
入

日
時

・
方

法
・

場
所

な
ど

は
施

工
管

理
担

当
者

や
搬

入
業

社
と

事
前

に
打

合
せ

し
て

お
く

材
料

の
保

管
場

所
は

あ
ら

か
じ

め
清

掃
し

て
お

く
材

料
は

関
係

法
規

に
従

い
，

風
雨

や
日

光
に

影
響

さ
れ

な
い

場
所

に
適

正
に

保
管

す
る

。
保

管
場

所
の

温
湿

度
に

注
意

す
る

搬
入

し
た

材
料

の
種

類
・

数
量

は
記

録
し

て
お

く
。

搬
入

し
た

材
料

の
内

容
に

つ
い

て
管

理
者

の
検

査
を

受
け

る
，

ま
た

は
承

諾
を

得
る

材
料

製
造

者
が

指
定

す
る

数
量

，
方

法
・

手
順

が
あ

る
場

合
は

守
る

（
以

下
，

同
様

）

材
料

の
調

合
塗

り
床

材
の

構
成

材
料

を
，

適
切

な
分

量
，

配
合

割
合

，
配

合
順

序
で

調
合

す
る

材
料

の
計

量
は

秤
を

用
い

て
正

確
に

行
う

混
合

容
器

，
攪

拌
機

は
，

材
料

の
性

質
や

量
に

見
合

う
適

切
な

も
の

を
用

い
る

。
撹

拌
時

間
や

混
合

順
序

は
指

定
を

守
る

施
工

速
度

に
合

わ
せ

，
可

使
時

間
内

に
使

い
切

る
量

を
調

合
す

る
骨

材
を

入
れ

る
場

合
は

，
主

剤
，

硬
化

剤
な

ど
を

先
に

混
合

し
，

骨
材

は
最

後
に

加
え

る
各

工
程

に
お

い
て

，
材

料
使

用
量

が
適

正
で

あ
っ

た
か

，
施

工
中

お
よ

び
施

工
後

に
確

認
す

る

プ
ラ

イ
マ

ー
塗

り
塗

り
仕

上
げ

の
材

料
・

工
法

に
応

じ
て

，
プ

ラ
イ

マ
ー

を
施

工
す

る

床
下

地
の

状
態

，
施

工
条

件
あ

る
い

は
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
と

の
相

性
に

よ
り

，
適

切
な

プ
ラ

イ
マ

ー
を

選
定

す
る

２
液

混
合

型
の

プ
ラ

イ
マ

ー
は

計
量

を
正

確
に

行
い

，
十

分
に

撹
拌

す
る

プ
ラ

イ
マ

ー
は

，
は

け
，

ま
た

は
ロ

ー
ラ

ー
ば

け
で

塗
布

し
，

可
使

時
間

内
に

塗
布

す
る

塗
り

残
し

，
溜

ま
り

が
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

塗
布

す
る

厚
塗

り
し

す
ぎ

る
と

，
ふ

く
れ

，
発

泡
，

硬
化

不
良

の
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

る
の

で
，

厚
塗

り
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
プ

ラ
イ

マ
ー

の
吸

い
込

み
が

激
し

い
床

下
地

の
場

合
は

，
プ

ラ
イ

マ
ー

を
再

塗
布

す
る

工
程

間
隔

に
時

間
的

上
限

の
あ

る
プ

ラ
イ

マ
ー

の
場

合
は

，
上

限
時

間
内

に
次

の
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
を

塗
布

す
る

。
上

限
時

間
を

過
ぎ

た
場

合
は

，
プ

ラ
イ

マ
ー

面
を

研
磨

し
て

目
荒

ら
し

す
る

。
常

温
に

お
い

て
は

，
プ

ラ
イ

マ
ー

塗
り

と
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

り
の

工
程

間
隔

は
１

時
間

以
上

を
確

保
す

る

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
４

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
2
人

，
　

塗
り

手
に

２
人

）

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

（
流

し
の

べ
材

）
を

施
工

す
る

計
量

を
正

確
に

行
い

，
撹

拌
む

ら
の

な
い

よ
う

に
十

分
に

撹
拌

す
る

。
骨

材
を

加
え

る
場

合
は

，
最

後
に

加
え

る
。

攪
拌

し
た

材
料

は
金

ご
て

で
，

こ
て

む
ら

，
厚

み
む

ら
な

ど
が

生
じ

な
い

よ
う

に
手

早
く

塗
布

す
る

。
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
は

可
使

時
間

内
に

塗
布

す
る

。
可

使
時

間
を

過
ぎ

た
材

料
は

廃
棄

す
る

流
し

の
べ

材
の

粘
度

や
自

己
流

動
性

は
，

施
工

温
度

に
よ

る
影

響
を

受
け

や
す

い
た

め
，

施
工

現
場

の
管

理
を

適
切

に
行

う
流

し
の

べ
材

に
粘

度
調

整
用

の
溶

剤
類

を
添

加
す

る
場

合
は

，
溶

剤
は

非
反

応
性

で
塗

膜
中

に
残

存
し

や
す

く
強

度
発

現
の

妨
げ

と
な

り
う

る
の

で
，

規
定

量
を

厳
守

す
る

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

の
後

，
必

要
に

応
じ

て
目

粗
し

す
る

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
５

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
２

人
，

　
塗

り
手

に
３

人
）

１
回

塗
り

当
た

り
，

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

塗
り

(
1
回

目
)

(
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
塗

り
(
2
回

目
)
)

片
付

け
残

材
整

理
，

廃
棄

物
の

処
理

残
材

は
，

残
余

廃
棄

物
，

汚
染

容
器

，
包

装
材

な
ど

に
分

別
し

，
当

該
法

規
に

従
い

適
切

に
処

理
す

る

検
査

・
手

直
し

自
主

検
査

を
し

，
不

良
箇

所
を

手
直

し
す

る

仕
様

書
ど

お
り

に
材

料
が

使
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

段
差

，
塗

り
む

ら
，

塗
り

残
し

，
ピ

ン
ホ

ー
ル

，
色

む
ら

，
つ

や
む

ら
な

ど
が

な
く

，
仕

上
り

が
均

一
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
起

こ
り

う
る

不
良

に
つ

い
て

は
事

前
に

対
策

を
検

討
し

て
お

く
。

不
良

が
生

じ
た

と
き

は
事

前
の

対
策

に
基

づ
き

手
直

し
す

る
指

示
が

あ
る

場
合

は
，

V
O
C
を

測
定

す
る

清
掃

清
掃

す
る

も
れ

や
手

落
ち

が
な

い
よ

う
に

清
掃

す
る

引
渡

し
施

工
管

理
担

当
者

に
作

業
完

了
を

伝
え

，
検

査
お

よ
び

不
良

箇
所

の
是

正
の

内
容

を
引

き
渡

す
引

渡
し

前
検

査
お

よ
び

同
検

査
に

基
づ

く
不

良
箇

所
の

是
正

で
は

，
瑕

疵
が

な
い

こ
と

を
施

工
管

理
担

当
者

に
十

分
確

認
さ

せ
る

と
と

も
に

作
業

完
了

時
の

記
録

を
残

す

塗
り

床
材

塗
付

工
事

後
(
現

場
監

督
)

塗
り

床
材

の
養

生
塗

り
床

材
が

硬
化

し
，

強
度

を
発

揮
す

る
ま

で
十

分
に

養
生

す
る

材
料

が
硬

化
し

，
強

度
を

発
揮

す
る

ま
で

は
，

第
三

者
が

工
事

区
画

に
立

入
り

で
き

な
い

よ
う

に
す

る
。

常
温

に
お

い
て

は
，

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

塗
り

の
後

，
歩

行
に

供
す

る
ま

で
の

養
生

時
間

と
し

て
２

時
間

以
上

を
確

保
す

る
。

重
作

業
に

供
す

る
ま

で
の

養
生

時
間

は
４

時
間

以
上

を
確

保
す

る
（

い
ず

れ
も

気
温

2
0
℃

の
場

合
。

養
生

時
間

は
気

温
に

よ
り

変
化

す
る

）

塗
り
床

材
施

工
の

一
般

的
な
作

業
手

順
（
そ
の

３
）

塗
り

床
材

塗
付

工
事

(
塗

り
床

材
施

工
作

業
担

当
者

)

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

（
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
材

）
を

施
工

す
る

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

塗
り

は
，

仕
様

に
応

じ
て

１
回

塗
り

，
ま

た
は

２
回

塗
り

と
す

る

（
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
を

施
工

し
な

い
場

合
も

あ
る

）

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

施
工

前
に

床
を

清
掃

し
，

ご
み

の
巻

き
込

み
に

よ
り

仕
上

が
り

が
不

良
と

な
ら

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
材

は
ロ

ー
ラ

ー
ば

け
で

塗
布

す
る

。
仕

上
が

り
不

良
と

な
ら

な
い

よ
う

に
，

ロ
ー

ラ
ー

ば
け

の
選

定
に

注
意

す
る

防
滑

仕
上

げ
に

す
る

と
き

は
，

１
回

目
の

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

塗
り

と
同

時
に

骨
材

を
散

布
し

，
硬

化
後

，
２

回
目

を
施

工
す

る
２

液
混

合
型

の
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
は

，
計

量
を

正
確

に
行

い
，

十
分

に
撹

拌
す

る
可

使
時

間
の

あ
る

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

は
，

そ
の

時
間

内
に

塗
布

す
る

。
可

使
時

間
を

過
ぎ

た
材

料
は

廃
棄

す
る

。
塗

り
残

し
の

な
い

よ
う

に
注

意
す

る

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
５

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
２

人
，

　
塗

り
手

に
３

人
）

１
回

塗
り

当
た

り
，

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

作
 
業

 
項

 
目

目
 
 
 
的

作
 
業

 
方

 
法

 
・

 
内

 
容

注
意

事
項

お
よ

び
一

般
的

な
施

工
条

件
で

の
作

業
員

数
，

担
当

面
積

な
ど

塗
り

床
材

塗
付

工
事

前
(
関

係
者

)
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※

  
３
）
厚
膜
型
塗
り
床
材
・
流
し
の
べ
工
法
の
場
合
（
そ
の
２
）
（
メ
タ
ク
リ
ル
樹
脂
系
）

塗
り

床
工

事
全

体
の

事
前

協
議

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

確
認

施
工

環
境

・
場

所
の

確
認

床
下

地
の

種
類

，
塗

り
床

材
・

工
法

の
確

認
施

工
区

画
，

工
程

・
工

期
の

確
認

設
計

図
書

の
確

認

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

種
類

・
水

準
を

確
認

す
る

工
事

現
場

の
環

境
条

件
，

作
業

条
件

を
確

認
す

る
工

事
期

に
想

定
さ

れ
る

気
象

条
件

を
確

認
す

る
床

下
地

の
種

類
を

確
認

す
る

要
求

性
能

や
種

々
の

条
件

に
見

合
う

塗
り

床
材

・
工

法
を

選
定

す
る

。
要

求
や

条
件

に
見

合
う

下
地

床
と

塗
り

床
材

・
工

法
の

組
合

せ
か

に
留

意
す

る
図

面
や

仕
様

書
等

の
内

容
や

整
合

性
を

確
認

す
る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
高

強
度

コ
ン

ク
リ

ー
ト

あ
る

い
は

騎
乗

式
機

械
ご

て
押

え
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
，

塗
り

床
工

事
担

当
者

を
含

め
た

関
係

者
で

下
地

処
理

や
塗

り
床

の
材

料
・

工
法

に
関

し
て

協
議

し
，

合
意

を
得

る
こ

と

施
工

環
境

・
条

件
の

調
査

施
工

環
境

・
場

所
，

作
業

時
間

帯
の

確
認

施
工

可
能

な
気

温
か

確
認

す
る

。
施

工
可

能
な

床
下

地
温

度
か

確
認

す
る

施
工

可
能

な
湿

度
か

確
認

す
る

作
業

時
の

通
風

，
換

気
に

問
題

が
な

い
か

確
認

す
る

。
火

気
の

有
無

を
確

認
す

る
作

業
時

間
は

十
分

か
確

認
す

る
。

作
業

可
能

な
時

間
帯

か
確

認
す

る
作

業
時

の
騒

音
，

臭
気

，
粉

塵
な

ど
が

問
題

に
な

ら
な

い
か

確
認

す
る

照
明

の
有

無
・

種
類

を
確

認
す

る

床
下

地
の

状
態

の
確

認
(
＋

床
下

地
の

補
修

工
事

)

床
下

地
の

材
齢

，
乾

燥
期

間
の

確
認

水
分

や
湿

気
が

床
下

地
表

面
に

持
続

的
に

供
給

さ
れ

る
状

況
か

確
認

す
る

局
所

的
な

凹
凸

・
不

陸
，

突
起

物
，

脆
弱

部
，

レ
イ

タ
ン

ス
，

ひ
び

割
れ

・
傷

，
床

の
汚

染
な

ど
の

床
下

地
の

不
具

合
を

事
前

に
確

認
す

る

（
必

要
に

応
じ

て
補

修
工

事
を

行
う

）

乾
燥

の
程

度
や

水
分

・
湿

気
の

供
給

状
態

を
確

認
す

る
。

防
湿

層
が

必
要

な
場

合
は

，
そ

の
設

置
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

，
適

切
な

研
削

機
な

ど
を

用
い

て
凸

部
を

研
削

す
る

。
研

削
し

た
後

の
粉

塵
は

，
適

切
な

清
掃

機
を

用
い

て
清

掃
す

る
凹

部
や

ひ
び

割
れ

・
傷

は
十

分
な

強
度

・
付

着
性

が
期

待
で

き
る

補
修

材
で

適
宜

補
修

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
は

ポ
リ

ッ
シ

ャ
型

研
削

機
な

ど
で

必
ず

除
去

す
る

。
床

下
地

表
面

を
軽

く
サ

ン
デ

ィ
ン

グ
し

，
前

後
で

引
っ

か
き

試
験

の
傷

幅
が

大
き

く
変

化
す

る
よ

う
で

あ
れ

ば
レ

イ
タ

ン
ス

あ
り

と
判

断
す

る
床

の
汚

染
，

特
に

，
油

汚
れ

や
墨

出
し

用
の

油
溶

性
顔

料
は

床
材

中
の

可
塑

剤
に

溶
け

込
み

，
床

材
を

変
色

さ
せ

る
の

で
注

意
す

る
。

床
材

施
工

業
者

以
外

も
床

に
マ

ー
キ

ン
グ

す
る

場
合

が
あ

る
た

め
，

関
連

業
者

に
留

意
さ

せ
る

。
床

の
汚

損
が

あ
る

場
合

，
適

切
に

処
理

す
る

凹
部

を
補

修
す

る
際

は
，

塗
り

床
施

工
担

当
者

と
協

議
し

，
合

意
し

た
材

料
・

工
法

で
補

修
す

る
。

補
修

し
た

場
所

も
施

工
者

に
確

実
に

伝
え

る
。

一
般

的
な

ポ
リ

マ
ー

セ
メ

ン
ト

系
下

地
処

理
剤

や
セ

ル
フ

レ
ベ

リ
ン

グ
材

は
，

塗
り

床
の

下
地

と
し

て
不

適
で

あ
る

の
で

使
用

し
な

い

床
下

地
表

層
部

品
質

の
グ

レ
ー

ド
の

確
認

施
工

範
囲

の
全

体
的

な
凹

凸
，

表
面

強
度

，
水

分
量

に
関

し
，

床
性

能
の

要
求

水
準

に
適

応
で

き
る

床
下

地
で

あ
る

か
，

床
会

グ
レ

ー
ド

に
基

づ
き

確
認

す
る

不
具

合
を

発
生

さ
せ

な
い

た
め

に
最

低
限

必
要

な
床

下
地

グ
レ

ー
ド

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
措

置
を

講
ず

る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

緻
密

す
ぎ

る
場

合
は

，
適

宜
，

目
粗

し
す

る
水

分
計

で
測

定
す

る
場

合
は

，
測

定
モ

ー
ド

に
注

意
す

る

材
料

・
工

法
の

最
終

的
な

検
討

と
決

定

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

を
，

必
要

に
応

じ
て

再
検

討
し

，
決

定
す

る
関

係
書

類
を

提
出

す
る

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

・
施

工
機

器
を

選
定

す
る

実
施

工
程

表
，

施
工

計
画

書
な

ど
の

関
係

書
類

を
提

出
し

，
確

認
を

受
け

る
（

塗
り

工
事

担
当

者
→

管
理

者
）

無
理

な
工

程
計

画
は

避
け

る

近
隣

対
策

近
隣

へ
周

知
し

，
了

承
を

得
る

対
策

を
施

し
て

も
近

隣
に

伝
わ

り
う

る
臭

気
，

粉
塵

，
騒

音
な

ど
に

関
し

て
は

，
事

前
に

周
知

し
，

了
承

を
得

る

施
工

環
境

・
条

件
の

確
認

床
下

地
の

確
認

，
清

掃
，

微
修

正 工
事

に
関

す
る

必
要

事
項

の
周

知

施
工

現
場

の
温

度
，

湿
度

を
確

認
す

る
床

下
地

の
確

認
，

清
掃

。
必

要
に

応
じ

て
微

修
正

作
業

場
所

や
作

業
内

容
に

関
す

る
必

要
事

項
の

周
知

施
工

現
場

の
気

温
，

湿
度

お
よ

び
下

地
床

の
表

面
温

度
が

施
工

可
能

な
範

囲
に

あ
る

か
確

認
す

る
必

要
に

応
じ

て
，

施
工

前
に

床
下

地
の

グ
レ

ー
ド

を
再

確
認

す
る

塗
り

工
事

に
先

立
ち

，
適

宜
，

床
下

地
の

清
掃

，
微

修
正

を
行

う
工

事
に

先
立

ち
，

必
要

に
応

じ
て

，
「

立
入

禁
止

」
や

「
火

気
厳

禁
」

の
表

示
を

行
う

「
安

全
デ

ー
タ

シ
ー

ト
（

S
D
S
）

」
を

周
知

す
る

。
有

機
溶

剤
作

業
主

任
者

に
よ

る
管

理
を

行
う

。
換

気
を

確
保

す
る

臭
気

や
粉

塵
に

対
し

て
，

工
事

対
象

区
域

の
周

囲
を

保
護

・
養

生
す

る

湿
度

が
8
0
%
を

超
え

る
場

合
は

，
原

則
と

し
て

施
工

作
業

は
中

止
す

る

下
地

床
の

レ
イ

タ
ン

ス
の

除
去

，
表

面
目

粗
し

レ
イ

タ
ン

ス
は

除
去

す
る

床
の

要
求

性
能

や
表

面
性

状
に

応
じ

て
，

下
地

床
の

表
面

を
目

粗
し

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
が

残
っ

て
い

る
場

合
は

確
実

に
除

去
す

る
床

の
用

途
，

要
求

性
能

，
あ

る
い

は
表

面
強

度
の

グ
レ

ー
ド

に
応

じ
て

，
下

地
床

の
表

面
を

目
粗

し
す

る

材
料

お
よ

び
施

工
機

具
の

搬
入

と
確

認
材

料
お

よ
び

施
工

機
具

を
搬

入
し

，
適

切
に

保
管

す
る

搬
入

日
時

・
方

法
・

場
所

な
ど

は
施

工
管

理
担

当
者

や
搬

入
業

社
と

事
前

に
打

合
せ

し
て

お
く

材
料

の
保

管
場

所
は

あ
ら

か
じ

め
清

掃
し

て
お

く
材

料
は

関
係

法
規

に
従

い
，

風
雨

や
日

光
に

影
響

さ
れ

な
い

場
所

に
適

正
に

保
管

す
る

。
保

管
場

所
の

温
湿

度
に

注
意

す
る

搬
入

し
た

材
料

の
種

類
・

数
量

は
記

録
し

て
お

く
。

搬
入

し
た

材
料

の
内

容
に

つ
い

て
管

理
者

の
検

査
を

受
け

る
，

ま
た

は
承

諾
を

得
る

材
料

製
造

者
が

指
定

す
る

数
量

，
方

法
・

手
順

が
あ

る
場

合
は

守
る

（
以

下
，

同
様

）

材
料

の
調

合
塗

り
床

材
の

構
成

材
料

を
，

適
切

な
分

量
，

配
合

割
合

，
配

合
順

序
で

調
合

す
る

材
料

の
計

量
は

秤
を

用
い

て
正

確
に

行
う

混
合

容
器

，
攪

拌
機

は
，

材
料

の
性

質
や

量
に

見
合

う
適

切
な

も
の

を
用

い
る

。
撹

拌
時

間
や

混
合

順
序

は
指

定
を

守
る

施
工

速
度

に
合

わ
せ

，
可

使
時

間
内

に
使

い
切

る
量

を
調

合
す

る
骨

材
を

入
れ

る
場

合
は

，
主

剤
，

硬
化

剤
な

ど
を

先
に

混
合

し
，

骨
材

は
最

後
に

加
え

る
各

工
程

に
お

い
て

，
材

料
使

用
量

が
適

正
で

あ
っ

た
か

，
施

工
中

お
よ

び
施

工
後

に
確

認
す

る

プ
ラ

イ
マ

ー
塗

り
塗

り
仕

上
げ

の
材

料
・

工
法

に
応

じ
て

，
プ

ラ
イ

マ
ー

を
施

工
す

る

床
下

地
の

状
態

，
施

工
条

件
あ

る
い

は
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
と

の
相

性
に

よ
り

，
適

切
な

プ
ラ

イ
マ

ー
を

選
定

す
る

２
液

混
合

型
の

プ
ラ

イ
マ

ー
は

計
量

を
正

確
に

行
い

，
十

分
に

撹
拌

す
る

プ
ラ

イ
マ

ー
は

，
は

け
，

ま
た

は
ロ

ー
ラ

ー
ば

け
で

塗
布

し
，

可
使

時
間

内
に

塗
布

す
る

塗
り

残
し

，
溜

ま
り

が
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

塗
布

す
る

厚
塗

り
し

す
ぎ

る
と

，
ふ

く
れ

，
発

泡
，

硬
化

不
良

の
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

る
の

で
，

厚
塗

り
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
プ

ラ
イ

マ
ー

の
吸

い
込

み
が

激
し

い
床

下
地

の
場

合
は

，
プ

ラ
イ

マ
ー

を
再

塗
布

す
る

工
程

間
隔

に
時

間
的

上
限

の
あ

る
プ

ラ
イ

マ
ー

の
場

合
は

，
上

限
時

間
内

に
次

の
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
を

塗
布

す
る

。
上

限
時

間
を

過
ぎ

た
場

合
は

，
プ

ラ
イ

マ
ー

面
を

研
磨

し
て

目
荒

ら
し

す
る

。
常

温
に

お
い

て
は

，
プ

ラ
イ

マ
ー

塗
り

と
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

り
の

工
程

間
隔

は
１

時
間

以
上

を
確

保
す

る

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
４

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
2
人

，
　

塗
り

手
に

２
人

）

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

（
流

し
の

べ
材

）
を

施
工

す
る

計
量

を
正

確
に

行
い

，
撹

拌
む

ら
の

な
い

よ
う

に
十

分
に

撹
拌

す
る

。
骨

材
を

加
え

る
場

合
は

，
最

後
に

加
え

る
。

攪
拌

し
た

材
料

は
金

ご
て

で
，

こ
て

む
ら

，
厚

み
む

ら
な

ど
が

生
じ

な
い

よ
う

に
手

早
く

塗
布

す
る

。
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
は

可
使

時
間

内
に

塗
布

す
る

。
可

使
時

間
を

過
ぎ

た
材

料
は

廃
棄

す
る

流
し

の
べ

材
の

粘
度

や
自

己
流

動
性

は
，

施
工

温
度

に
よ

る
影

響
を

受
け

や
す

い
た

め
，

施
工

現
場

の
管

理
を

適
切

に
行

う
流

し
の

べ
材

に
粘

度
調

整
用

の
溶

剤
類

を
添

加
す

る
場

合
は

，
溶

剤
は

非
反

応
性

で
塗

膜
中

に
残

存
し

や
す

く
強

度
発

現
の

妨
げ

と
な

り
う

る
の

で
，

規
定

量
を

厳
守

す
る

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

の
後

，
必

要
に

応
じ

て
目

粗
し

す
る

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
５

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
２

人
，

　
塗

り
手

に
３

人
）

１
回

塗
り

当
た

り
，

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

塗
り

(
1
回

目
)

(
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
塗

り
(
2
回

目
)
)

片
付

け
残

材
整

理
，

廃
棄

物
の

処
理

残
材

は
，

残
余

廃
棄

物
，

汚
染

容
器

，
包

装
材

な
ど

に
分

別
し

，
当

該
法

規
に

従
い

適
切

に
処

理
す

る

検
査

・
手

直
し

自
主

検
査

を
し

，
不

良
箇

所
を

手
直

し
す

る

仕
様

書
ど

お
り

に
材

料
が

使
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

段
差

，
塗

り
む

ら
，

塗
り

残
し

，
ピ

ン
ホ

ー
ル

，
色

む
ら

，
つ

や
む

ら
な

ど
が

な
く

，
仕

上
り

が
均

一
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
起

こ
り

う
る

不
良

に
つ

い
て

は
事

前
に

対
策

を
検

討
し

て
お

く
。

不
良

が
生

じ
た

と
き

は
事

前
の

対
策

に
基

づ
き

手
直

し
す

る
指

示
が

あ
る

場
合

は
，

V
O
C
を

測
定

す
る

清
掃

清
掃

す
る

も
れ

や
手

落
ち

が
な

い
よ

う
に

清
掃

す
る

引
渡

し
施

工
管

理
担

当
者

に
作

業
完

了
を

伝
え

，
検

査
お

よ
び

不
良

箇
所

の
是

正
の

内
容

を
引

き
渡

す
引

渡
し

前
検

査
お

よ
び

同
検

査
に

基
づ

く
不

良
箇

所
の

是
正

で
は

，
瑕

疵
が

な
い

こ
と

を
施

工
管

理
担

当
者

に
十

分
確

認
さ

せ
る

と
と

も
に

作
業

完
了

時
の

記
録

を
残

す

塗
り

床
材

塗
付

工
事

後
(
現

場
監

督
)

塗
り

床
材

の
養

生
塗

り
床

材
が

硬
化

し
，

強
度

を
発

揮
す

る
ま

で
十

分
に

養
生

す
る

材
料

が
硬

化
し

，
強

度
を

発
揮

す
る

ま
で

は
，

第
三

者
が

工
事

区
画

に
立

入
り

で
き

な
い

よ
う

に
す

る
。

常
温

に
お

い
て

は
，

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

塗
り

の
後

，
歩

行
に

供
す

る
ま

で
の

養
生

時
間

と
し

て
２

時
間

以
上

を
確

保
す

る
。

重
作

業
に

供
す

る
ま

で
の

養
生

時
間

は
４

時
間

以
上

を
確

保
す

る
（

い
ず

れ
も

気
温

2
0
℃

の
場

合
。

養
生

時
間

は
気

温
に

よ
り

変
化

す
る

）

塗
り
床

材
施

工
の

一
般

的
な
作

業
手

順
（
そ
の

３
）

塗
り

床
材

塗
付

工
事

(
塗

り
床

材
施

工
作

業
担

当
者

)

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

（
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
材

）
を

施
工

す
る

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

塗
り

は
，

仕
様

に
応

じ
て

１
回

塗
り

，
ま

た
は

２
回

塗
り

と
す

る

（
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
を

施
工

し
な

い
場

合
も

あ
る

）

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

施
工

前
に

床
を

清
掃

し
，

ご
み

の
巻

き
込

み
に

よ
り

仕
上

が
り

が
不

良
と

な
ら

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
材

は
ロ

ー
ラ

ー
ば

け
で

塗
布

す
る

。
仕

上
が

り
不

良
と

な
ら

な
い

よ
う

に
，

ロ
ー

ラ
ー

ば
け

の
選

定
に

注
意

す
る

防
滑

仕
上

げ
に

す
る

と
き

は
，

１
回

目
の

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

塗
り

と
同

時
に

骨
材

を
散

布
し

，
硬

化
後

，
２

回
目

を
施

工
す

る
２

液
混

合
型

の
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
は

，
計

量
を

正
確

に
行

い
，

十
分

に
撹

拌
す

る
可

使
時

間
の

あ
る

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

は
，

そ
の

時
間

内
に

塗
布

す
る

。
可

使
時

間
を

過
ぎ

た
材

料
は

廃
棄

す
る

。
塗

り
残

し
の

な
い

よ
う

に
注

意
す

る

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
５

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
２

人
，

　
塗

り
手

に
３

人
）

１
回

塗
り

当
た

り
，

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

作
 
業

 
項

 
目

目
 
 
 
的

作
 
業

 
方

 
法

 
・

 
内

 
容

注
意

事
項

お
よ

び
一

般
的

な
施

工
条

件
で

の
作

業
員

数
，

担
当

面
積

な
ど

塗
り

床
材

塗
付

工
事

前
(
関

係
者

)
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※

  
４
）
厚
膜
型
塗
り
床
材
・
流
し
の
べ
工
法
の
場
合
（
そ
の
３
）
（
水
性
硬
質
ウ
レ
タ
ン
系
）

塗
り

床
工

事
全

体
の

事
前

協
議

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

確
認

施
工

環
境

・
場

所
の

確
認

床
下

地
の

種
類

，
塗

り
床

材
・

工
法

の
確

認
施

工
区

画
，

工
程

・
工

期
の

確
認

設
計

図
書

の
確

認

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

種
類

・
水

準
を

確
認

す
る

工
事

現
場

の
環

境
条

件
，

作
業

条
件

を
確

認
す

る
工

事
期

に
想

定
さ

れ
る

気
象

条
件

を
確

認
す

る
床

下
地

の
種

類
を

確
認

す
る

要
求

性
能

や
種

々
の

条
件

に
見

合
う

塗
り

床
材

・
工

法
を

選
定

す
る

。
要

求
や

条
件

に
見

合
う

下
地

床
と

塗
り

床
材

・
工

法
の

組
合

せ
か

に
留

意
す

る
図

面
や

仕
様

書
等

の
内

容
や

整
合

性
を

確
認

す
る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
高

強
度

コ
ン

ク
リ

ー
ト

あ
る

い
は

騎
乗

式
機

械
ご

て
押

え
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
，

塗
り

床
工

事
担

当
者

を
含

め
た

関
係

者
で

下
地

処
理

や
塗

り
床

の
材

料
・

工
法

に
関

し
て

協
議

し
，

合
意

を
得

る
こ

と

施
工

環
境

・
条

件
の

調
査

施
工

環
境

・
場

所
，

作
業

時
間

帯
の

確
認

施
工

可
能

な
気

温
か

確
認

す
る

。
施

工
可

能
な

床
下

地
温

度
か

確
認

す
る

施
工

可
能

な
湿

度
か

確
認

す
る

作
業

時
の

通
風

，
換

気
に

問
題

が
な

い
か

確
認

す
る

。
火

気
の

有
無

を
確

認
す

る
作

業
時

間
は

十
分

か
確

認
す

る
。

作
業

可
能

な
時

間
帯

か
確

認
す

る
作

業
時

の
騒

音
，

臭
気

，
粉

塵
な

ど
が

問
題

に
な

ら
な

い
か

確
認

す
る

照
明

の
有

無
・

種
類

を
確

認
す

る

床
下

地
の

状
態

の
確

認
(
＋

床
下

地
の

補
修

工
事

)

床
下

地
の

材
齢

，
乾

燥
期

間
の

確
認

水
分

や
湿

気
が

床
下

地
表

面
に

持
続

的
に

供
給

さ
れ

る
状

況
か

確
認

す
る

局
所

的
な

凹
凸

・
不

陸
，

突
起

物
，

脆
弱

部
，

レ
イ

タ
ン

ス
，

ひ
び

割
れ

・
傷

，
床

の
汚

染
な

ど
の

床
下

地
の

不
具

合
を

事
前

に
確

認
す

る

（
必

要
に

応
じ

て
補

修
工

事
を

行
う

）

乾
燥

の
程

度
や

水
分

・
湿

気
の

供
給

状
態

を
確

認
す

る
。

防
湿

層
が

必
要

な
場

合
は

，
そ

の
設

置
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

，
適

切
な

研
削

機
な

ど
を

用
い

て
凸

部
を

研
削

す
る

。
研

削
し

た
後

の
粉

塵
は

，
適

切
な

清
掃

機
を

用
い

て
清

掃
す

る
凹

部
や

ひ
び

割
れ

・
傷

は
十

分
な

強
度

・
付

着
性

が
期

待
で

き
る

補
修

材
で

適
宜

補
修

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
は

ポ
リ

ッ
シ

ャ
型

研
削

機
な

ど
で

必
ず

除
去

す
る

。
床

下
地

表
面

を
軽

く
サ

ン
デ

ィ
ン

グ
し

，
前

後
で

引
っ

か
き

試
験

の
傷

幅
が

大
き

く
変

化
す

る
よ

う
で

あ
れ

ば
レ

イ
タ

ン
ス

あ
り

と
判

断
す

る
床

の
汚

染
，

特
に

，
油

汚
れ

や
墨

出
し

用
の

油
溶

性
顔

料
は

床
材

中
の

可
塑

剤
に

溶
け

込
み

，
床

材
を

変
色

さ
せ

る
の

で
注

意
す

る
。

床
材

施
工

業
者

以
外

も
床

に
マ

ー
キ

ン
グ

す
る

場
合

が
あ

る
た

め
，

関
連

業
者

に
留

意
さ

せ
る

。
床

の
汚

損
が

あ
る

場
合

，
適

切
に

処
理

す
る

凹
部

を
補

修
す

る
際

は
，

塗
り

床
施

工
担

当
者

と
協

議
し

，
合

意
し

た
材

料
・

工
法

で
補

修
す

る
。

補
修

し
た

場
所

も
施

工
者

に
確

実
に

伝
え

る
。

一
般

的
な

ポ
リ

マ
ー

セ
メ

ン
ト

系
下

地
処

理
剤

や
セ

ル
フ

レ
ベ

リ
ン

グ
材

は
，

塗
り

床
の

下
地

と
し

て
不

適
で

あ
る

の
で

使
用

し
な

い

床
下

地
表

層
部

品
質

の
グ

レ
ー

ド
の

確
認

施
工

範
囲

の
全

体
的

な
凹

凸
，

表
面

強
度

，
水

分
量

に
関

し
，

床
性

能
の

要
求

水
準

に
適

応
で

き
る

床
下

地
で

あ
る

か
，

床
会

グ
レ

ー
ド

に
基

づ
き

確
認

す
る

不
具

合
を

発
生

さ
せ

な
い

た
め

に
最

低
限

必
要

な
床

下
地

グ
レ

ー
ド

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
措

置
を

講
ず

る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

緻
密

す
ぎ

る
場

合
は

，
適

宜
，

目
粗

し
す

る
水

分
計

で
測

定
す

る
場

合
は

，
測

定
モ

ー
ド

に
注

意
す

る

材
料

・
工

法
の

最
終

的
な

検
討

と
決

定

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

を
，

必
要

に
応

じ
て

再
検

討
し

，
決

定
す

る
関

係
書

類
を

提
出

す
る

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

・
施

工
機

器
を

選
定

す
る

実
施

工
程

表
，

施
工

計
画

書
な

ど
の

関
係

書
類

を
提

出
し

，
確

認
を

受
け

る
（

塗
り

工
事

担
当

者
→

管
理

者
）

無
理

な
工

程
計

画
は

避
け

る

近
隣

対
策

近
隣

へ
周

知
し

，
了

承
を

得
る

対
策

を
施

し
て

も
近

隣
に

伝
わ

り
う

る
臭

気
，

粉
塵

，
騒

音
な

ど
に

関
し

て
は

，
事

前
に

周
知

し
，

了
承

を
得

る

施
工

環
境

・
条

件
の

確
認

床
下

地
の

確
認

，
清

掃
，

微
修

正 工
事

に
関

す
る

必
要

事
項

の
周

知

施
工

現
場

の
温

度
，

湿
度

を
確

認
す

る
床

下
地

の
確

認
，

清
掃

。
必

要
に

応
じ

て
微

修
正

作
業

場
所

や
作

業
内

容
に

関
す

る
必

要
事

項
の

周
知

施
工

現
場

の
気

温
，

湿
度

お
よ

び
下

地
床

の
表

面
温

度
が

施
工

可
能

な
範

囲
に

あ
る

か
確

認
す

る
必

要
に

応
じ

て
，

施
工

前
に

床
下

地
の

グ
レ

ー
ド

を
再

確
認

す
る

塗
り

工
事

に
先

立
ち

，
適

宜
，

床
下

地
の

清
掃

，
微

修
正

を
行

う
工

事
に

先
立

ち
，

必
要

に
応

じ
て

，
「

立
入

禁
止

」
や

「
火

気
厳

禁
」

の
表

示
を

行
う

「
安

全
デ

ー
タ

シ
ー

ト
（

S
D
S
）

」
を

周
知

す
る

。
有

機
溶

剤
作

業
主

任
者

に
よ

る
管

理
を

行
う

。
換

気
を

確
保

す
る

臭
気

や
粉

塵
に

対
し

て
，

工
事

対
象

区
域

の
周

囲
を

保
護

・
養

生
す

る

気
温

が
５

℃
を

下
回

る
場

合
，

ま
た

は
湿

度
が

8
0
%
を

超
え

る
場

合
は

，
原

則
と

し
て

施
工

作
業

は
中

止
す

る

下
地

床
の

レ
イ

タ
ン

ス
の

除
去

，
目

地
切

り
，

表
面

目
粗

し

レ
イ

タ
ン

ス
は

除
去

す
る

下
地

床
に

適
切

に
目

地
切

り
を

施
す

床
の

要
求

性
能

や
表

面
性

状
に

応
じ

て
，

下
地

床
の

表
面

を
目

粗
し

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
が

残
っ

て
い

る
場

合
は

確
実

に
除

去
す

る
は

が
れ

防
止

の
た

め
，

壁
際

な
ど

の
端

部
，

お
よ

び
平

場
に

５
～

1
0
m
 
間

隔
程

度
で

目
地

切
り

を
行

う
床

の
用

途
，

要
求

性
能

，
あ

る
い

は
表

面
強

度
の

グ
レ

ー
ド

に
応

じ
て

，
下

地
床

の
表

面
を

目
粗

し
す

る

材
料

お
よ

び
施

工
機

具
の

搬
入

と
確

認
材

料
お

よ
び

施
工

機
具

を
搬

入
し

，
適

切
に

保
管

す
る

搬
入

日
時

・
方

法
・

場
所

な
ど

は
施

工
管

理
担

当
者

や
搬

入
業

社
と

事
前

に
打

合
せ

し
て

お
く

材
料

の
保

管
場

所
は

あ
ら

か
じ

め
清

掃
し

て
お

く
材

料
は

関
係

法
規

に
従

い
，

風
雨

や
日

光
に

影
響

さ
れ

な
い

場
所

に
適

正
に

保
管

す
る

。
保

管
場

所
の

温
湿

度
に

注
意

す
る

搬
入

し
た

材
料

の
種

類
・

数
量

は
記

録
し

て
お

く
。

搬
入

し
た

材
料

の
内

容
に

つ
い

て
管

理
者

の
検

査
を

受
け

る
，

ま
た

は
承

諾
を

得
る

材
料

製
造

者
が

指
定

す
る

数
量

，
方

法
・

手
順

が
あ

る
場

合
は

守
る

（
以

下
，

同
様

）

材
料

の
調

合
塗

り
床

材
の

構
成

材
料

を
，

適
切

な
分

量
，

配
合

割
合

，
配

合
順

序
で

調
合

す
る

材
料

の
計

量
は

秤
を

用
い

て
正

確
に

行
う

混
合

容
器

，
攪

拌
機

は
，

材
料

の
性

質
や

量
に

見
合

う
適

切
な

も
の

を
用

い
る

。
撹

拌
時

間
や

混
合

順
序

は
指

定
を

守
る

施
工

速
度

に
合

わ
せ

，
可

使
時

間
内

に
使

い
切

る
量

を
調

合
す

る
骨

材
を

入
れ

る
場

合
は

，
主

剤
，

硬
化

剤
な

ど
を

先
に

混
合

し
，

骨
材

は
最

後
に

加
え

る
各

工
程

に
お

い
て

，
材

料
使

用
量

が
適

正
で

あ
っ

た
か

，
施

工
中

お
よ

び
施

工
後

に
確

認
す

る

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

(
1
回

目
)

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

(
2
回

目
)

片
付

け
残

材
整

理
，

廃
棄

物
の

処
理

残
材

は
，

残
余

廃
棄

物
，

汚
染

容
器

，
包

装
材

な
ど

に
分

別
し

，
当

該
法

規
に

従
い

適
切

に
処

理
す

る

検
査

・
手

直
し

自
主

検
査

を
し

，
不

良
箇

所
を

手
直

し
す

る

仕
様

書
ど

お
り

に
材

料
が

使
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

段
差

，
塗

り
む

ら
，

塗
り

残
し

，
ピ

ン
ホ

ー
ル

，
色

む
ら

，
つ

や
む

ら
な

ど
が

な
く

，
仕

上
り

が
均

一
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
起

こ
り

う
る

不
良

に
つ

い
て

は
事

前
に

対
策

を
検

討
し

て
お

く
。

不
良

が
生

じ
た

と
き

は
事

前
の

対
策

に
基

づ
き

手
直

し
す

る
指

示
が

あ
る

場
合

は
，

V
O
C
を

測
定

す
る

清
掃

清
掃

す
る

も
れ

や
手

落
ち

が
な

い
よ

う
に

清
掃

す
る

引
渡

し
施

工
管

理
担

当
者

に
作

業
完

了
を

伝
え

，
検

査
お

よ
び

不
良

箇
所

の
是

正
の

内
容

を
引

き
渡

す
引

渡
し

前
検

査
お

よ
び

同
検

査
に

基
づ

く
不

良
箇

所
の

是
正

で
は

，
瑕

疵
が

な
い

こ
と

を
施

工
管

理
担

当
者

に
十

分
確

認
さ

せ
る

と
と

も
に

作
業

完
了

時
の

記
録

を
残

す

塗
り

床
材

塗
付

工
事

後
(
現

場
監

督
)

塗
り

床
材

の
養

生
塗

り
床

材
が

硬
化

し
，

強
度

を
発

揮
す

る
ま

で
十

分
に

養
生

す
る

材
料

が
硬

化
し

，
強

度
を

発
揮

す
る

ま
で

は
，

第
三

者
が

工
事

区
画

に
立

入
り

で
き

な
い

よ
う

に
す

る
。

常
温

に
お

い
て

は
，

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

の
後

，
歩

行
に

供
す

る
ま

で
の

養
生

時
間

と
し

て
2
4
時

間
以

上
を

確
保

す
る

。
重

作
業

に
供

す
る

ま
で

の
養

生
時

間
は

３
日

以
上

を
確

保
す

る
（

い
ず

れ
も

気
温

2
0
℃

の
場

合
。

養
生

時
間

は
気

温
に

よ
り

変
化

す
る

）

塗
り
床

材
施

工
の

一
般

的
な
作

業
手

順
（
そ
の

４
）

塗
り

床
材

塗
付

工
事

(
塗

り
床

材
施

工
作

業
担

当
者

)

作
 
業

 
項

 
目

目
 
 
 
的

作
 
業

 
方

 
法

 
・

 
内

 
容

注
意

事
項

お
よ

び
一

般
的

な
施

工
条

件
で

の
作

業
員

数
，

担
当

面
積

な
ど

塗
り

床
材

塗
付

工
事

前
(
関

係
者

)

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

（
流

し
の

べ
材

）
を

施
工

す
る

計
量

を
正

確
に

行
い

，
十

分
に

撹
拌

す
る

。
骨

材
は

最
後

に
加

え
，

撹
拌

む
ら

の
な

い
よ

う
に

混
合

す
る

。
骨

材
な

ど
が

分
離

し
な

い
よ

う
に

，
攪

拌
し

た
材

料
は

手
早

く
施

工
す

る
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
は

可
使

時
間

内
に

施
工

す
る

。
可

使
時

間
を

過
ぎ

た
材

料
は

廃
棄

す
る

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

は
２

回
塗

り
と

し
，

金
ご

て
で

施
工

す
る

。
こ

て
む

ら
，

厚
み

む
ら

な
ど

が
生

じ
な

い
よ

う
に

施
工

す
る

場
合

に
よ

り
，

２
回

目
の

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

の
後

，
ス

パ
イ

ク
ロ

ー
ラ

ー
で

仕
上

げ
る

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

の
工

程
間

隔
は

，
1
6
時

間
以

上
を

確
保

す
る

塗
り

材
の

粘
度

や
自

己
流

動
性

は
，

施
工

温
度

に
よ

る
影

響
を

受
け

や
す

い
た

め
，

施
工

現
場

の
管

理
を

適
切

に
行

う

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
５

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
２

人
，

　
塗

り
手

に
３

人
）

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

−  34  − −  35  −



　
　
※

  
４
）
厚
膜
型
塗
り
床
材
・
流
し
の
べ
工
法
の
場
合
（
そ
の
３
）
（
水
性
硬
質
ウ
レ
タ
ン
系
）

塗
り

床
工

事
全

体
の

事
前

協
議

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

確
認

施
工

環
境

・
場

所
の

確
認

床
下

地
の

種
類

，
塗

り
床

材
・

工
法

の
確

認
施

工
区

画
，

工
程

・
工

期
の

確
認

設
計

図
書

の
確

認

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

種
類

・
水

準
を

確
認

す
る

工
事

現
場

の
環

境
条

件
，

作
業

条
件

を
確

認
す

る
工

事
期

に
想

定
さ

れ
る

気
象

条
件

を
確

認
す

る
床

下
地

の
種

類
を

確
認

す
る

要
求

性
能

や
種

々
の

条
件

に
見

合
う

塗
り

床
材

・
工

法
を

選
定

す
る

。
要

求
や

条
件

に
見

合
う

下
地

床
と

塗
り

床
材

・
工

法
の

組
合

せ
か

に
留

意
す

る
図

面
や

仕
様

書
等

の
内

容
や

整
合

性
を

確
認

す
る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
高

強
度

コ
ン

ク
リ

ー
ト

あ
る

い
は

騎
乗

式
機

械
ご

て
押

え
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
，

塗
り

床
工

事
担

当
者

を
含

め
た

関
係

者
で

下
地

処
理

や
塗

り
床

の
材

料
・

工
法

に
関

し
て

協
議

し
，

合
意

を
得

る
こ

と

施
工

環
境

・
条

件
の

調
査

施
工

環
境

・
場

所
，

作
業

時
間

帯
の

確
認

施
工

可
能

な
気

温
か

確
認

す
る

。
施

工
可

能
な

床
下

地
温

度
か

確
認

す
る

施
工

可
能

な
湿

度
か

確
認

す
る

作
業

時
の

通
風

，
換

気
に

問
題

が
な

い
か

確
認

す
る

。
火

気
の

有
無

を
確

認
す

る
作

業
時

間
は

十
分

か
確

認
す

る
。

作
業

可
能

な
時

間
帯

か
確

認
す

る
作

業
時

の
騒

音
，

臭
気

，
粉

塵
な

ど
が

問
題

に
な

ら
な

い
か

確
認

す
る

照
明

の
有

無
・

種
類

を
確

認
す

る

床
下

地
の

状
態

の
確

認
(
＋

床
下

地
の

補
修

工
事

)

床
下

地
の

材
齢

，
乾

燥
期

間
の

確
認

水
分

や
湿

気
が

床
下

地
表

面
に

持
続

的
に

供
給

さ
れ

る
状

況
か

確
認

す
る

局
所

的
な

凹
凸

・
不

陸
，

突
起

物
，

脆
弱

部
，

レ
イ

タ
ン

ス
，

ひ
び

割
れ

・
傷

，
床

の
汚

染
な

ど
の

床
下

地
の

不
具

合
を

事
前

に
確

認
す

る

（
必

要
に

応
じ

て
補

修
工

事
を

行
う

）

乾
燥

の
程

度
や

水
分

・
湿

気
の

供
給

状
態

を
確

認
す

る
。

防
湿

層
が

必
要

な
場

合
は

，
そ

の
設

置
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

，
適

切
な

研
削

機
な

ど
を

用
い

て
凸

部
を

研
削

す
る

。
研

削
し

た
後

の
粉

塵
は

，
適

切
な

清
掃

機
を

用
い

て
清

掃
す

る
凹

部
や

ひ
び

割
れ

・
傷

は
十

分
な

強
度

・
付

着
性

が
期

待
で

き
る

補
修

材
で

適
宜

補
修

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
は

ポ
リ

ッ
シ

ャ
型

研
削

機
な

ど
で

必
ず

除
去

す
る

。
床

下
地

表
面

を
軽

く
サ

ン
デ

ィ
ン

グ
し

，
前

後
で

引
っ

か
き

試
験

の
傷

幅
が

大
き

く
変

化
す

る
よ

う
で

あ
れ

ば
レ

イ
タ

ン
ス

あ
り

と
判

断
す

る
床

の
汚

染
，

特
に

，
油

汚
れ

や
墨

出
し

用
の

油
溶

性
顔

料
は

床
材

中
の

可
塑

剤
に

溶
け

込
み

，
床

材
を

変
色

さ
せ

る
の

で
注

意
す

る
。

床
材

施
工

業
者

以
外

も
床

に
マ

ー
キ

ン
グ

す
る

場
合

が
あ

る
た

め
，

関
連

業
者

に
留

意
さ

せ
る

。
床

の
汚

損
が

あ
る

場
合

，
適

切
に

処
理

す
る

凹
部

を
補

修
す

る
際

は
，

塗
り

床
施

工
担

当
者

と
協

議
し

，
合

意
し

た
材

料
・

工
法

で
補

修
す

る
。

補
修

し
た

場
所

も
施

工
者

に
確

実
に

伝
え

る
。

一
般

的
な

ポ
リ

マ
ー

セ
メ

ン
ト

系
下

地
処

理
剤

や
セ

ル
フ

レ
ベ

リ
ン

グ
材

は
，

塗
り

床
の

下
地

と
し

て
不

適
で

あ
る

の
で

使
用

し
な

い

床
下

地
表

層
部

品
質

の
グ

レ
ー

ド
の

確
認

施
工

範
囲

の
全

体
的

な
凹

凸
，

表
面

強
度

，
水

分
量

に
関

し
，

床
性

能
の

要
求

水
準

に
適

応
で

き
る

床
下

地
で

あ
る

か
，

床
会

グ
レ

ー
ド

に
基

づ
き

確
認

す
る

不
具

合
を

発
生

さ
せ

な
い

た
め

に
最

低
限

必
要

な
床

下
地

グ
レ

ー
ド

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
措

置
を

講
ず

る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

緻
密

す
ぎ

る
場

合
は

，
適

宜
，

目
粗

し
す

る
水

分
計

で
測

定
す

る
場

合
は

，
測

定
モ

ー
ド

に
注

意
す

る

材
料

・
工

法
の

最
終

的
な

検
討

と
決

定

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

を
，

必
要

に
応

じ
て

再
検

討
し

，
決

定
す

る
関

係
書

類
を

提
出

す
る

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

・
施

工
機

器
を

選
定

す
る

実
施

工
程

表
，

施
工

計
画

書
な

ど
の

関
係

書
類

を
提

出
し

，
確

認
を

受
け

る
（

塗
り

工
事

担
当

者
→

管
理

者
）

無
理

な
工

程
計

画
は

避
け

る

近
隣

対
策

近
隣

へ
周

知
し

，
了

承
を

得
る

対
策

を
施

し
て

も
近

隣
に

伝
わ

り
う

る
臭

気
，

粉
塵

，
騒

音
な

ど
に

関
し

て
は

，
事

前
に

周
知

し
，

了
承

を
得

る

施
工

環
境

・
条

件
の

確
認

床
下

地
の

確
認

，
清

掃
，

微
修

正 工
事

に
関

す
る

必
要

事
項

の
周

知

施
工

現
場

の
温

度
，

湿
度

を
確

認
す

る
床

下
地

の
確

認
，

清
掃

。
必

要
に

応
じ

て
微

修
正

作
業

場
所

や
作

業
内

容
に

関
す

る
必

要
事

項
の

周
知

施
工

現
場

の
気

温
，

湿
度

お
よ

び
下

地
床

の
表

面
温

度
が

施
工

可
能

な
範

囲
に

あ
る

か
確

認
す

る
必

要
に

応
じ

て
，

施
工

前
に

床
下

地
の

グ
レ

ー
ド

を
再

確
認

す
る

塗
り

工
事

に
先

立
ち

，
適

宜
，

床
下

地
の

清
掃

，
微

修
正

を
行

う
工

事
に

先
立

ち
，

必
要

に
応

じ
て

，
「

立
入

禁
止

」
や

「
火

気
厳

禁
」

の
表

示
を

行
う

「
安

全
デ

ー
タ

シ
ー

ト
（

S
D
S
）

」
を

周
知

す
る

。
有

機
溶

剤
作

業
主

任
者

に
よ

る
管

理
を

行
う

。
換

気
を

確
保

す
る

臭
気

や
粉

塵
に

対
し

て
，

工
事

対
象

区
域

の
周

囲
を

保
護

・
養

生
す

る

気
温

が
５

℃
を

下
回

る
場

合
，

ま
た

は
湿

度
が

8
0
%
を

超
え

る
場

合
は

，
原

則
と

し
て

施
工

作
業

は
中

止
す

る

下
地

床
の

レ
イ

タ
ン

ス
の

除
去

，
目

地
切

り
，

表
面

目
粗

し

レ
イ

タ
ン

ス
は

除
去

す
る

下
地

床
に

適
切

に
目

地
切

り
を

施
す

床
の

要
求

性
能

や
表

面
性

状
に

応
じ

て
，

下
地

床
の

表
面

を
目

粗
し

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
が

残
っ

て
い

る
場

合
は

確
実

に
除

去
す

る
は

が
れ

防
止

の
た

め
，

壁
際

な
ど

の
端

部
，

お
よ

び
平

場
に

５
～

1
0
m
 
間

隔
程

度
で

目
地

切
り

を
行

う
床

の
用

途
，

要
求

性
能

，
あ

る
い

は
表

面
強

度
の

グ
レ

ー
ド

に
応

じ
て

，
下

地
床

の
表

面
を

目
粗

し
す

る

材
料

お
よ

び
施

工
機

具
の

搬
入

と
確

認
材

料
お

よ
び

施
工

機
具

を
搬

入
し

，
適

切
に

保
管

す
る

搬
入

日
時

・
方

法
・

場
所

な
ど

は
施

工
管

理
担

当
者

や
搬

入
業

社
と

事
前

に
打

合
せ

し
て

お
く

材
料

の
保

管
場

所
は

あ
ら

か
じ

め
清

掃
し

て
お

く
材

料
は

関
係

法
規

に
従

い
，

風
雨

や
日

光
に

影
響

さ
れ

な
い

場
所

に
適

正
に

保
管

す
る

。
保

管
場

所
の

温
湿

度
に

注
意

す
る

搬
入

し
た

材
料

の
種

類
・

数
量

は
記

録
し

て
お

く
。

搬
入

し
た

材
料

の
内

容
に

つ
い

て
管

理
者

の
検

査
を

受
け

る
，

ま
た

は
承

諾
を

得
る

材
料

製
造

者
が

指
定

す
る

数
量

，
方

法
・

手
順

が
あ

る
場

合
は

守
る

（
以

下
，

同
様

）

材
料

の
調

合
塗

り
床

材
の

構
成

材
料

を
，

適
切

な
分

量
，

配
合

割
合

，
配

合
順

序
で

調
合

す
る

材
料

の
計

量
は

秤
を

用
い

て
正

確
に

行
う

混
合

容
器

，
攪

拌
機

は
，

材
料

の
性

質
や

量
に

見
合

う
適

切
な

も
の

を
用

い
る

。
撹

拌
時

間
や

混
合

順
序

は
指

定
を

守
る

施
工

速
度

に
合

わ
せ

，
可

使
時

間
内

に
使

い
切

る
量

を
調

合
す

る
骨

材
を

入
れ

る
場

合
は

，
主

剤
，

硬
化

剤
な

ど
を

先
に

混
合

し
，

骨
材

は
最

後
に

加
え

る
各

工
程

に
お

い
て

，
材

料
使

用
量

が
適

正
で

あ
っ

た
か

，
施

工
中

お
よ

び
施

工
後

に
確

認
す

る

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

(
1
回

目
)

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

(
2
回

目
)

片
付

け
残

材
整

理
，

廃
棄

物
の

処
理

残
材

は
，

残
余

廃
棄

物
，

汚
染

容
器

，
包

装
材

な
ど

に
分

別
し

，
当

該
法

規
に

従
い

適
切

に
処

理
す

る

検
査

・
手

直
し

自
主

検
査

を
し

，
不

良
箇

所
を

手
直

し
す

る

仕
様

書
ど

お
り

に
材

料
が

使
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

段
差

，
塗

り
む

ら
，

塗
り

残
し

，
ピ

ン
ホ

ー
ル

，
色

む
ら

，
つ

や
む

ら
な

ど
が

な
く

，
仕

上
り

が
均

一
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
起

こ
り

う
る

不
良

に
つ

い
て

は
事

前
に

対
策

を
検

討
し

て
お

く
。

不
良

が
生

じ
た

と
き

は
事

前
の

対
策

に
基

づ
き

手
直

し
す

る
指

示
が

あ
る

場
合

は
，

V
O
C
を

測
定

す
る

清
掃

清
掃

す
る

も
れ

や
手

落
ち

が
な

い
よ

う
に

清
掃

す
る

引
渡

し
施

工
管

理
担

当
者

に
作

業
完

了
を

伝
え

，
検

査
お

よ
び

不
良

箇
所

の
是

正
の

内
容

を
引

き
渡

す
引

渡
し

前
検

査
お

よ
び

同
検

査
に

基
づ

く
不

良
箇

所
の

是
正

で
は

，
瑕

疵
が

な
い

こ
と

を
施

工
管

理
担

当
者

に
十

分
確

認
さ

せ
る

と
と

も
に

作
業

完
了

時
の

記
録

を
残

す

塗
り

床
材

塗
付

工
事

後
(
現

場
監

督
)

塗
り

床
材

の
養

生
塗

り
床

材
が

硬
化

し
，

強
度

を
発

揮
す

る
ま

で
十

分
に

養
生

す
る

材
料

が
硬

化
し

，
強

度
を

発
揮

す
る

ま
で

は
，

第
三

者
が

工
事

区
画

に
立

入
り

で
き

な
い

よ
う

に
す

る
。

常
温

に
お

い
て

は
，

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

の
後

，
歩

行
に

供
す

る
ま

で
の

養
生

時
間

と
し

て
2
4
時

間
以

上
を

確
保

す
る

。
重

作
業

に
供

す
る

ま
で

の
養

生
時

間
は

３
日

以
上

を
確

保
す

る
（

い
ず

れ
も

気
温

2
0
℃

の
場

合
。

養
生

時
間

は
気

温
に

よ
り

変
化

す
る

）

塗
り
床

材
施

工
の

一
般

的
な
作

業
手

順
（
そ
の

４
）

塗
り

床
材

塗
付

工
事

(
塗

り
床

材
施

工
作

業
担

当
者

)

作
 
業

 
項

 
目

目
 
 
 
的

作
 
業

 
方

 
法

 
・

 
内

 
容

注
意

事
項

お
よ

び
一

般
的

な
施

工
条

件
で

の
作

業
員

数
，

担
当

面
積

な
ど

塗
り

床
材

塗
付

工
事

前
(
関

係
者

)

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

（
流

し
の

べ
材

）
を

施
工

す
る

計
量

を
正

確
に

行
い

，
十

分
に

撹
拌

す
る

。
骨

材
は

最
後

に
加

え
，

撹
拌

む
ら

の
な

い
よ

う
に

混
合

す
る

。
骨

材
な

ど
が

分
離

し
な

い
よ

う
に

，
攪

拌
し

た
材

料
は

手
早

く
施

工
す

る
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
は

可
使

時
間

内
に

施
工

す
る

。
可

使
時

間
を

過
ぎ

た
材

料
は

廃
棄

す
る

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

は
２

回
塗

り
と

し
，

金
ご

て
で

施
工

す
る

。
こ

て
む

ら
，

厚
み

む
ら

な
ど

が
生

じ
な

い
よ

う
に

施
工

す
る

場
合

に
よ

り
，

２
回

目
の

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

の
後

，
ス

パ
イ

ク
ロ

ー
ラ

ー
で

仕
上

げ
る

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

の
工

程
間

隔
は

，
1
6
時

間
以

上
を

確
保

す
る

塗
り

材
の

粘
度

や
自

己
流

動
性

は
，

施
工

温
度

に
よ

る
影

響
を

受
け

や
す

い
た

め
，

施
工

現
場

の
管

理
を

適
切

に
行

う

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
５

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
２

人
，

　
塗

り
手

に
３

人
）

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

−  35  −



　
　
※

  
５
）
厚
膜
型
塗
り
床
材
・
モ
ル
タ
ル
工
法
の
場
合
（
そ
の
１
）
（
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
）

塗
り

床
工

事
全

体
の

事
前

協
議

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

確
認

施
工

環
境

・
場

所
の

確
認

床
下

地
の

種
類

，
塗

り
床

材
・

工
法

の
確

認
施

工
区

画
，

工
程

・
工

期
の

確
認

設
計

図
書

の
確

認

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

種
類

・
水

準
を

確
認

す
る

工
事

現
場

の
環

境
条

件
，

作
業

条
件

を
確

認
す

る
工

事
期

に
想

定
さ

れ
る

気
象

条
件

を
確

認
す

る
床

下
地

の
種

類
を

確
認

す
る

要
求

性
能

や
種

々
の

条
件

に
見

合
う

塗
り

床
材

・
工

法
を

選
定

す
る

。
要

求
や

条
件

に
見

合
う

下
地

床
と

塗
り

床
材

・
工

法
の

組
合

せ
か

に
留

意
す

る
図

面
や

仕
様

書
等

の
内

容
や

整
合

性
を

確
認

す
る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
高

強
度

コ
ン

ク
リ

ー
ト

あ
る

い
は

騎
乗

式
機

械
ご

て
押

え
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
，

塗
り

床
工

事
担

当
者

を
含

め
た

関
係

者
で

下
地

処
理

や
塗

り
床

の
材

料
・

工
法

に
関

し
て

協
議

し
，

合
意

を
得

る
こ

と

施
工

環
境

・
条

件
の

調
査

施
工

環
境

・
場

所
，

作
業

時
間

帯
の

確
認

施
工

可
能

な
気

温
か

確
認

す
る

。
施

工
可

能
な

床
下

地
温

度
か

確
認

す
る

施
工

可
能

な
湿

度
か

確
認

す
る

作
業

時
の

通
風

，
換

気
に

問
題

が
な

い
か

確
認

す
る

。
火

気
の

有
無

を
確

認
す

る
作

業
時

間
は

十
分

か
確

認
す

る
。

作
業

可
能

な
時

間
帯

か
確

認
す

る
作

業
時

の
騒

音
，

臭
気

，
粉

塵
な

ど
が

問
題

に
な

ら
な

い
か

確
認

す
る

照
明

の
有

無
・

種
類

を
確

認
す

る

床
下

地
の

状
態

の
確

認
(
＋

床
下

地
の

補
修

工
事

)

床
下

地
の

材
齢

，
乾

燥
期

間
の

確
認

水
分

や
湿

気
が

床
下

地
表

面
に

持
続

的
に

供
給

さ
れ

る
状

況
か

確
認

す
る

局
所

的
な

凹
凸

・
不

陸
，

突
起

物
，

脆
弱

部
，

レ
イ

タ
ン

ス
，

ひ
び

割
れ

・
傷

，
床

の
汚

染
な

ど
の

床
下

地
の

不
具

合
を

事
前

に
確

認
す

る

（
必

要
に

応
じ

て
補

修
工

事
を

行
う

）

乾
燥

の
程

度
や

水
分

・
湿

気
の

供
給

状
態

を
確

認
す

る
。

防
湿

層
が

必
要

な
場

合
は

，
そ

の
設

置
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

，
適

切
な

研
削

機
な

ど
を

用
い

て
凸

部
を

研
削

す
る

。
研

削
し

た
後

の
粉

塵
は

，
適

切
な

清
掃

機
を

用
い

て
清

掃
す

る
凹

部
や

ひ
び

割
れ

・
傷

は
十

分
な

強
度

・
付

着
性

が
期

待
で

き
る

補
修

材
で

適
宜

補
修

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
は

ポ
リ

ッ
シ

ャ
型

研
削

機
な

ど
で

必
ず

除
去

す
る

。
床

下
地

表
面

を
軽

く
サ

ン
デ

ィ
ン

グ
し

，
前

後
で

引
っ

か
き

試
験

の
傷

幅
が

大
き

く
変

化
す

る
よ

う
で

あ
れ

ば
レ

イ
タ

ン
ス

あ
り

と
判

断
す

る
床

の
汚

染
，

特
に

，
油

汚
れ

や
墨

出
し

用
の

油
溶

性
顔

料
は

床
材

中
の

可
塑

剤
に

溶
け

込
み

，
床

材
を

変
色

さ
せ

る
の

で
注

意
す

る
。

床
材

施
工

業
者

以
外

も
床

に
マ

ー
キ

ン
グ

す
る

場
合

が
あ

る
た

め
，

関
連

業
者

に
留

意
さ

せ
る

。
床

の
汚

損
が

あ
る

場
合

，
適

切
に

処
理

す
る

凹
部

を
補

修
す

る
際

は
，

塗
り

床
施

工
担

当
者

と
協

議
し

，
合

意
し

た
材

料
・

工
法

で
補

修
す

る
。

補
修

し
た

場
所

も
施

工
者

に
確

実
に

伝
え

る
。

一
般

的
な

ポ
リ

マ
ー

セ
メ

ン
ト

系
下

地
処

理
剤

や
セ

ル
フ

レ
ベ

リ
ン

グ
材

は
，

塗
り

床
の

下
地

と
し

て
不

適
で

あ
る

の
で

使
用

し
な

い

床
下

地
表

層
部

品
質

の
グ

レ
ー

ド
の

確
認

施
工

範
囲

の
全

体
的

な
凹

凸
，

表
面

強
度

，
水

分
量

に
関

し
，

床
性

能
の

要
求

水
準

に
適

応
で

き
る

床
下

地
で

あ
る

か
，

床
会

グ
レ

ー
ド

に
基

づ
き

確
認

す
る

不
具

合
を

発
生

さ
せ

な
い

た
め

に
最

低
限

必
要

な
床

下
地

グ
レ

ー
ド

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
措

置
を

講
ず

る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

緻
密

す
ぎ

る
場

合
は

，
適

宜
，

目
粗

し
す

る
水

分
計

で
測

定
す

る
場

合
は

，
測

定
モ

ー
ド

に
注

意
す

る

材
料

・
工

法
の

最
終

的
な

検
討

と
決

定

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

を
，

必
要

に
応

じ
て

再
検

討
し

，
決

定
す

る
関

係
書

類
を

提
出

す
る

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

・
施

工
機

器
を

選
定

す
る

実
施

工
程

表
，

施
工

計
画

書
な

ど
の

関
係

書
類

を
提

出
し

，
確

認
を

受
け

る
（

塗
り

工
事

担
当

者
→

管
理

者
）

無
理

な
工

程
計

画
は

避
け

る

近
隣

対
策

近
隣

へ
周

知
し

，
了

承
を

得
る

対
策

を
施

し
て

も
近

隣
に

伝
わ

り
う

る
臭

気
，

粉
塵

，
騒

音
な

ど
に

関
し

て
は

，
事

前
に

周
知

し
，

了
承

を
得

る

施
工

環
境

・
条

件
の

確
認

床
下

地
の

確
認

，
清

掃
，

微
修

正 工
事

に
関

す
る

必
要

事
項

の
周

知

施
工

現
場

の
温

度
，

湿
度

を
確

認
す

る
床

下
地

の
確

認
，

清
掃

。
必

要
に

応
じ

て
微

修
正

作
業

場
所

や
作

業
内

容
に

関
す

る
必

要
事

項
の

周
知

施
工

現
場

の
気

温
，

湿
度

お
よ

び
下

地
床

の
表

面
温

度
が

施
工

可
能

な
範

囲
に

あ
る

か
確

認
す

る
必

要
に

応
じ

て
，

施
工

前
に

床
下

地
の

グ
レ

ー
ド

を
再

確
認

す
る

塗
り

工
事

に
先

立
ち

，
適

宜
，

床
下

地
の

清
掃

，
微

修
正

を
行

う
工

事
に

先
立

ち
，

必
要

に
応

じ
て

，
「

立
入

禁
止

」
や

「
火

気
厳

禁
」

の
表

示
を

行
う

「
安

全
デ

ー
タ

シ
ー

ト
（

S
D
S
）

」
を

周
知

す
る

。
有

機
溶

剤
作

業
主

任
者

に
よ

る
管

理
を

行
う

。
換

気
を

確
保

す
る

臭
気

や
粉

塵
に

対
し

て
，

工
事

対
象

区
域

の
周

囲
を

保
護

・
養

生
す

る

気
温

が
５

℃
を

下
回

る
場

合
，

ま
た

は
湿

度
が

8
0
%
を

超
え

る
場

合
は

，
原

則
と

し
て

施
工

作
業

は
中

止
す

る

下
地

床
の

レ
イ

タ
ン

ス
の

除
去

，
表

面
目

粗
し

レ
イ

タ
ン

ス
は

除
去

す
る

床
の

要
求

性
能

や
表

面
性

状
に

応
じ

て
，

下
地

床
の

表
面

を
目

粗
し

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
が

残
っ

て
い

る
場

合
は

確
実

に
除

去
す

る
床

の
用

途
，

要
求

性
能

，
あ

る
い

は
表

面
強

度
の

グ
レ

ー
ド

に
応

じ
て

，
下

地
床

の
表

面
を

目
粗

し
す

る

材
料

お
よ

び
施

工
機

具
の

搬
入

と
確

認
材

料
お

よ
び

施
工

機
具

を
搬

入
し

，
適

切
に

保
管

す
る

搬
入

日
時

・
方

法
・

場
所

な
ど

は
施

工
管

理
担

当
者

や
搬

入
業

社
と

事
前

に
打

合
せ

し
て

お
く

材
料

の
保

管
場

所
は

あ
ら

か
じ

め
清

掃
し

て
お

く
材

料
は

関
係

法
規

に
従

い
，

風
雨

や
日

光
に

影
響

さ
れ

な
い

場
所

に
適

正
に

保
管

す
る

。
保

管
場

所
の

温
湿

度
に

注
意

す
る

搬
入

し
た

材
料

の
種

類
・

数
量

は
記

録
し

て
お

く
。

搬
入

し
た

材
料

の
内

容
に

つ
い

て
管

理
者

の
検

査
を

受
け

る
，

ま
た

は
承

諾
を

得
る

材
料

製
造

者
が

指
定

す
る

数
量

，
方

法
・

手
順

が
あ

る
場

合
は

守
る

（
以

下
，

同
様

）

材
料

の
調

合
塗

り
床

材
の

構
成

材
料

を
，

適
切

な
分

量
，

配
合

割
合

，
配

合
順

序
で

調
合

す
る

材
料

の
計

量
は

秤
を

用
い

て
正

確
に

行
う

混
合

容
器

，
攪

拌
機

は
，

材
料

の
性

質
や

量
に

見
合

う
適

切
な

も
の

を
用

い
る

。
撹

拌
時

間
や

混
合

順
序

は
指

定
を

守
る

施
工

速
度

に
合

わ
せ

，
可

使
時

間
内

に
使

い
切

る
量

を
調

合
す

る
骨

材
を

入
れ

る
場

合
は

，
主

剤
，

硬
化

剤
な

ど
を

先
に

混
合

し
，

骨
材

は
最

後
に

加
え

る
各

工
程

に
お

い
て

，
材

料
使

用
量

が
適

正
で

あ
っ

た
か

，
施

工
中

お
よ

び
施

工
後

に
確

認
す

る

プ
ラ

イ
マ

ー
塗

り
塗

り
仕

上
げ

の
材

料
・

工
法

に
応

じ
て

，
プ

ラ
イ

マ
ー

を
施

工
す

る

床
下

地
の

状
態

，
施

工
条

件
あ

る
い

は
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
と

の
相

性
に

よ
り

，
適

切
な

プ
ラ

イ
マ

ー
を

選
定

す
る

。
タ

ッ
ク

コ
ー

ト
塗

り
を

行
う

場
合

は
，

プ
ラ

イ
マ

ー
塗

り
を

省
略

す
る

こ
と

も
あ

る
２

液
混

合
型

の
プ

ラ
イ

マ
ー

は
計

量
を

正
確

に
行

い
，

十
分

に
撹

拌
す

る
プ

ラ
イ

マ
ー

は
，

は
け

，
ま

た
は

ロ
ー

ラ
ー

ば
け

で
塗

布
し

，
可

使
時

間
内

に
塗

布
す

る
塗

り
残

し
，

溜
ま

り
が

な
い

よ
う

に
注

意
し

て
塗

布
す

る
厚

塗
り

し
す

ぎ
る

と
，

ふ
く

れ
，

発
泡

，
硬

化
不

良
の

原
因

と
な

る
こ

と
が

あ
る

の
で

，
厚

塗
り

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

プ
ラ

イ
マ

ー
の

吸
い

込
み

が
激

し
い

床
下

地
の

場
合

は
，

プ
ラ

イ
マ

ー
を

再
塗

布
す

る
工

程
間

隔
に

時
間

的
上

限
の

あ
る

プ
ラ

イ
マ

ー
の

場
合

は
，

上
限

時
間

内
に

次
の

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

を
塗

布
す

る
。

上
限

時
間

を
過

ぎ
た

場
合

は
，

プ
ラ

イ
マ

ー
面

を
研

磨
し

て
目

荒
ら

し
す

る
プ

ラ
イ

マ
ー

塗
り

と
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
（

ま
た

は
タ

ッ
ク

コ
ー

ト
）

塗
り

の
工

程
間

隔
は

２
時

間
以

上
を

確
保

す
る

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
４

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
２

人
，

　
塗

り
手

に
２

人
）

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

(
タ

ッ
ク

コ
ー

ト
塗

り
)

（
仕

様
に

応
じ

て
，

タ
ッ

ク
コ

ー
ト

を
施

工
す

る
）

（
プ

ラ
イ

マ
ー

お
よ

び
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
と

の
相

性
に

よ
り

，
適

切
な

タ
ッ

ク
コ

ー
ト

を
選

定
す

る
計

量
を

正
確

に
行

い
，

撹
拌

む
ら

の
な

い
よ

う
に

十
分

に
撹

拌
す

る
。

攪
拌

し
た

材
料

は
ロ

ー
ラ

ー
ば

け
で

，
厚

み
む

ら
な

ど
が

生
じ

な
い

よ
う

に
手

早
く

塗
布

す
る

。
可

使
時

間
の

あ
る

タ
ッ

ク
コ

ー
ト

は
，

そ
の

時
間

内
に

塗
布

す
る

。
可

使
時

間
を

過
ぎ

た
材

料
は

廃
棄

す
る

タ
ッ

ク
コ

ー
ト

塗
り

の
直

後
に

，
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

り
を

行
う

）

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

(
モ

ル
タ

ル
材

)
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
（

モ
ル

タ
ル

材
）

を
施

工
す

る

２
液

混
合

型
の

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

は
，

計
量

を
正

確
に

行
い

，
撹

拌
む

ら
の

な
い

よ
う

に
十

分
に

撹
拌

す
る

。
モ

ル
タ

ル
材

で
は

，
骨

材
は

最
後

に
加

え
る

攪
拌

し
た

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

（
モ

ル
タ

ル
材

）
は

木
ご

て
，

ま
た

は
金

ご
て

で
，

こ
て

む
ら

，
厚

み
む

ら
な

ど
が

生
じ

な
い

よ
う

に
手

早
く

塗
布

す
る

。
モ

ル
タ

ル
材

は
可

使
時

間
内

に
塗

布
す

る
。

可
使

時
間

を
過

ぎ
た

材
料

は
廃

棄
す

る

(
目

止
め

)
（

仕
様

に
応

じ
て

，
ペ

ー
ス

ト
材

で
目

止
め

す
る

）

(
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

り
(
流

し
の

べ
材

)
(
1
回

目
)
)

(
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

り
(
流

し
の

べ
材

)
(
2
回

目
)
)

片
付

け
残

材
整

理
，

廃
棄

物
の

処
理

残
材

は
，

残
余

廃
棄

物
，

汚
染

容
器

，
包

装
材

な
ど

に
分

別
し

，
当

該
法

規
に

従
い

適
切

に
処

理
す

る

検
査

・
手

直
し

自
主

検
査

を
し

，
不

良
箇

所
を

手
直

し
す

る

仕
様

書
ど

お
り

に
材

料
が

使
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

段
差

，
塗

り
む

ら
，

塗
り

残
し

，
ピ

ン
ホ

ー
ル

，
色

む
ら

，
つ

や
む

ら
な

ど
が

な
く

，
仕

上
り

が
均

一
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
起

こ
り

う
る

不
良

に
つ

い
て

は
事

前
に

対
策

を
検

討
し

て
お

く
。

不
良

が
生

じ
た

と
き

は
事

前
の

対
策

に
基

づ
き

手
直

し
す

る
指

示
が

あ
る

場
合

は
，

V
O
C
を

測
定

す
る

清
掃

清
掃

す
る

も
れ

や
手

落
ち

が
な

い
よ

う
に

清
掃

す
る

引
渡

し
施

工
管

理
担

当
者

に
作

業
完

了
を

伝
え

，
検

査
お

よ
び

不
良

箇
所

の
是

正
の

内
容

を
引

き
渡

す
引

渡
し

前
検

査
お

よ
び

同
検

査
に

基
づ

く
不

良
箇

所
の

是
正

で
は

，
瑕

疵
が

な
い

こ
と

を
施

工
管

理
担

当
者

に
十

分
確

認
さ

せ
る

と
と

も
に

作
業

完
了

時
の

記
録

を
残

す

塗
り

床
材

塗
付

工
事

後
(
現

場
監

督
)

塗
り

床
材

の
養

生
塗

り
床

材
が

硬
化

し
，

強
度

を
発

揮
す

る
ま

で
十

分
に

養
生

す
る

材
料

が
硬

化
し

，
強

度
を

発
揮

す
る

ま
で

は
，

第
三

者
が

工
事

区
画

に
立

入
り

で
き

な
い

よ
う

に
す

る
。

常
温

に
お

い
て

は
，

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

（
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
）

塗
り

の
後

，
歩

行
に

供
す

る
ま

で
の

養
生

時
間

と
し

て
2
4

時
間

以
上

を
確

保
す

る
。

重
作

業
に

供
す

る
ま

で
の

養
生

時
間

は
７

日
以

上
を

確
保

す
る

（
い

ず
れ

も
気

温
2
0
℃

の
場

合
。

養
生

時
間

は
気

温
に

よ
り

変
化

す
る

）

塗
り
床

材
施

工
の

一
般

的
な
作

業
手

順
（
そ
の

５
）

塗
り

床
材

塗
付

工
事

(
塗

り
床

材
施

工
作

業
担

当
者

)

作
 
業

 
項

 
目

目
 
 
 
的

作
 
業

 
方

 
法

 
・

 
内

 
容

注
意

事
項

お
よ

び
一

般
的

な
施

工
条

件
で

の
作

業
員

数
，

担
当

面
積

な
ど

塗
り

床
材

塗
付

工
事

前
(
関

係
者

)

（
仕

様
に

応
じ

て
，

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

（
流

し
の

べ
材

）
を

１
回

塗
り

，
ま

た
は

２
回

塗
り

す
る

）

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
８

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
４

人
，

　
塗

り
手

に
４

人
）

１
組

で
3
0
～

5
0
m
程

度
／

１
時

間

（
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
（

モ
ル

タ
ル

材
）

塗
り

の
後

，
そ

の
表

面
を

緻
密

に
す

る
た

め
，

ペ
ー

ス
ト

材
で

目
止

め
す

る １
回

目
の

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

（
流

し
の

べ
材

）
は

金
ご

て
で

塗
布

す
る

防
滑

仕
上

げ
に

す
る

と
き

は
，

１
回

目
の

流
し

の
べ

材
を

塗
布

し
た

後
，

た
だ

ち
に

骨
材

を
散

布
す

る
２

回
目

の
流

し
の

べ
材

は
ロ

ー
ラ

ー
ば

け
で

塗
布

す
る

。
仕

上
が

り
不

良
と

な
ら

な
い

よ
う

に
，

ロ
ー

ラ
ー

ば
け

の
選

定
に

注
意

す
る

各
回

の
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

り
の

工
程

間
隔

は
1
2
時

間
以

上
を

確
保

す
る

塗
り

材
の

粘
度

は
，

施
工

温
度

に
よ

る
影

響
を

受
け

や
す

い
た

め
，

施
工

現
場

の
管

理
を

適
切

に
行

う
）

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
４

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
２

人
，

　
塗

り
手

に
２

人
）

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

−  36  − −  37  −



　
　
※

  
５
）
厚
膜
型
塗
り
床
材
・
モ
ル
タ
ル
工
法
の
場
合
（
そ
の
１
）
（
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
）

塗
り

床
工

事
全

体
の

事
前

協
議

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

確
認

施
工

環
境

・
場

所
の

確
認

床
下

地
の

種
類

，
塗

り
床

材
・

工
法

の
確

認
施

工
区

画
，

工
程

・
工

期
の

確
認

設
計

図
書

の
確

認

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

種
類

・
水

準
を

確
認

す
る

工
事

現
場

の
環

境
条

件
，

作
業

条
件

を
確

認
す

る
工

事
期

に
想

定
さ

れ
る

気
象

条
件

を
確

認
す

る
床

下
地

の
種

類
を

確
認

す
る

要
求

性
能

や
種

々
の

条
件

に
見

合
う

塗
り

床
材

・
工

法
を

選
定

す
る

。
要

求
や

条
件

に
見

合
う

下
地

床
と

塗
り

床
材

・
工

法
の

組
合

せ
か

に
留

意
す

る
図

面
や

仕
様

書
等

の
内

容
や

整
合

性
を

確
認

す
る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
高

強
度

コ
ン

ク
リ

ー
ト

あ
る

い
は

騎
乗

式
機

械
ご

て
押

え
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
，

塗
り

床
工

事
担

当
者

を
含

め
た

関
係

者
で

下
地

処
理

や
塗

り
床

の
材

料
・

工
法

に
関

し
て

協
議

し
，

合
意

を
得

る
こ

と

施
工

環
境

・
条

件
の

調
査

施
工

環
境

・
場

所
，

作
業

時
間

帯
の

確
認

施
工

可
能

な
気

温
か

確
認

す
る

。
施

工
可

能
な

床
下

地
温

度
か

確
認

す
る

施
工

可
能

な
湿

度
か

確
認

す
る

作
業

時
の

通
風

，
換

気
に

問
題

が
な

い
か

確
認

す
る

。
火

気
の

有
無

を
確

認
す

る
作

業
時

間
は

十
分

か
確

認
す

る
。

作
業

可
能

な
時

間
帯

か
確

認
す

る
作

業
時

の
騒

音
，

臭
気

，
粉

塵
な

ど
が

問
題

に
な

ら
な

い
か

確
認

す
る

照
明

の
有

無
・

種
類

を
確

認
す

る

床
下

地
の

状
態

の
確

認
(
＋

床
下

地
の

補
修

工
事

)

床
下

地
の

材
齢

，
乾

燥
期

間
の

確
認

水
分

や
湿

気
が

床
下

地
表

面
に

持
続

的
に

供
給

さ
れ

る
状

況
か

確
認

す
る

局
所

的
な

凹
凸

・
不

陸
，

突
起

物
，

脆
弱

部
，

レ
イ

タ
ン

ス
，

ひ
び

割
れ

・
傷

，
床

の
汚

染
な

ど
の

床
下

地
の

不
具

合
を

事
前

に
確

認
す

る

（
必

要
に

応
じ

て
補

修
工

事
を

行
う

）

乾
燥

の
程

度
や

水
分

・
湿

気
の

供
給

状
態

を
確

認
す

る
。

防
湿

層
が

必
要

な
場

合
は

，
そ

の
設

置
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

，
適

切
な

研
削

機
な

ど
を

用
い

て
凸

部
を

研
削

す
る

。
研

削
し

た
後

の
粉

塵
は

，
適

切
な

清
掃

機
を

用
い

て
清

掃
す

る
凹

部
や

ひ
び

割
れ

・
傷

は
十

分
な

強
度

・
付

着
性

が
期

待
で

き
る

補
修

材
で

適
宜

補
修

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
は

ポ
リ

ッ
シ

ャ
型

研
削

機
な

ど
で

必
ず

除
去

す
る

。
床

下
地

表
面

を
軽

く
サ

ン
デ

ィ
ン

グ
し

，
前

後
で

引
っ

か
き

試
験

の
傷

幅
が

大
き

く
変

化
す

る
よ

う
で

あ
れ

ば
レ

イ
タ

ン
ス

あ
り

と
判

断
す

る
床

の
汚

染
，

特
に

，
油

汚
れ

や
墨

出
し

用
の

油
溶

性
顔

料
は

床
材

中
の

可
塑

剤
に

溶
け

込
み

，
床

材
を

変
色

さ
せ

る
の

で
注

意
す

る
。

床
材

施
工

業
者

以
外

も
床

に
マ

ー
キ

ン
グ

す
る

場
合

が
あ

る
た

め
，

関
連

業
者

に
留

意
さ

せ
る

。
床

の
汚

損
が

あ
る

場
合

，
適

切
に

処
理

す
る

凹
部

を
補

修
す

る
際

は
，

塗
り

床
施

工
担

当
者

と
協

議
し

，
合

意
し

た
材

料
・

工
法

で
補

修
す

る
。

補
修

し
た

場
所

も
施

工
者

に
確

実
に

伝
え

る
。

一
般

的
な

ポ
リ

マ
ー

セ
メ

ン
ト

系
下

地
処

理
剤

や
セ

ル
フ

レ
ベ

リ
ン

グ
材

は
，

塗
り

床
の

下
地

と
し

て
不

適
で

あ
る

の
で

使
用

し
な

い

床
下

地
表

層
部

品
質

の
グ

レ
ー

ド
の

確
認

施
工

範
囲

の
全

体
的

な
凹

凸
，

表
面

強
度

，
水

分
量

に
関

し
，

床
性

能
の

要
求

水
準

に
適

応
で

き
る

床
下

地
で

あ
る

か
，

床
会

グ
レ

ー
ド

に
基

づ
き

確
認

す
る

不
具

合
を

発
生

さ
せ

な
い

た
め

に
最

低
限

必
要

な
床

下
地

グ
レ

ー
ド

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
措

置
を

講
ず

る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

緻
密

す
ぎ

る
場

合
は

，
適

宜
，

目
粗

し
す

る
水

分
計

で
測

定
す

る
場

合
は

，
測

定
モ

ー
ド

に
注

意
す

る

材
料

・
工

法
の

最
終

的
な

検
討

と
決

定

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

を
，

必
要

に
応

じ
て

再
検

討
し

，
決

定
す

る
関

係
書

類
を

提
出

す
る

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

・
施

工
機

器
を

選
定

す
る

実
施

工
程

表
，

施
工

計
画

書
な

ど
の

関
係

書
類

を
提

出
し

，
確

認
を

受
け

る
（

塗
り

工
事

担
当

者
→

管
理

者
）

無
理

な
工

程
計

画
は

避
け

る

近
隣

対
策

近
隣

へ
周

知
し

，
了

承
を

得
る

対
策

を
施

し
て

も
近

隣
に

伝
わ

り
う

る
臭

気
，

粉
塵

，
騒

音
な

ど
に

関
し

て
は

，
事

前
に

周
知

し
，

了
承

を
得

る

施
工

環
境

・
条

件
の

確
認

床
下

地
の

確
認

，
清

掃
，

微
修

正 工
事

に
関

す
る

必
要

事
項

の
周

知

施
工

現
場

の
温

度
，

湿
度

を
確

認
す

る
床

下
地

の
確

認
，

清
掃

。
必

要
に

応
じ

て
微

修
正

作
業

場
所

や
作

業
内

容
に

関
す

る
必

要
事

項
の

周
知

施
工

現
場

の
気

温
，

湿
度

お
よ

び
下

地
床

の
表

面
温

度
が

施
工

可
能

な
範

囲
に

あ
る

か
確

認
す

る
必

要
に

応
じ

て
，

施
工

前
に

床
下

地
の

グ
レ

ー
ド

を
再

確
認

す
る

塗
り

工
事

に
先

立
ち

，
適

宜
，

床
下

地
の

清
掃

，
微

修
正

を
行

う
工

事
に

先
立

ち
，

必
要

に
応

じ
て

，
「

立
入

禁
止

」
や

「
火

気
厳

禁
」

の
表

示
を

行
う

「
安

全
デ

ー
タ

シ
ー

ト
（

S
D
S
）

」
を

周
知

す
る

。
有

機
溶

剤
作

業
主

任
者

に
よ

る
管

理
を

行
う

。
換

気
を

確
保

す
る

臭
気

や
粉

塵
に

対
し

て
，

工
事

対
象

区
域

の
周

囲
を

保
護

・
養

生
す

る

気
温

が
５

℃
を

下
回

る
場

合
，

ま
た

は
湿

度
が

8
0
%
を

超
え

る
場

合
は

，
原

則
と

し
て

施
工

作
業

は
中

止
す

る

下
地

床
の

レ
イ

タ
ン

ス
の

除
去

，
表

面
目

粗
し

レ
イ

タ
ン

ス
は

除
去

す
る

床
の

要
求

性
能

や
表

面
性

状
に

応
じ

て
，

下
地

床
の

表
面

を
目

粗
し

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
が

残
っ

て
い

る
場

合
は

確
実

に
除

去
す

る
床

の
用

途
，

要
求

性
能

，
あ

る
い

は
表

面
強

度
の

グ
レ

ー
ド

に
応

じ
て

，
下

地
床

の
表

面
を

目
粗

し
す

る

材
料

お
よ

び
施

工
機

具
の

搬
入

と
確

認
材

料
お

よ
び

施
工

機
具

を
搬

入
し

，
適

切
に

保
管

す
る

搬
入

日
時

・
方

法
・

場
所

な
ど

は
施

工
管

理
担

当
者

や
搬

入
業

社
と

事
前

に
打

合
せ

し
て

お
く

材
料

の
保

管
場

所
は

あ
ら

か
じ

め
清

掃
し

て
お

く
材

料
は

関
係

法
規

に
従

い
，

風
雨

や
日

光
に

影
響

さ
れ

な
い

場
所

に
適

正
に

保
管

す
る

。
保

管
場

所
の

温
湿

度
に

注
意

す
る

搬
入

し
た

材
料

の
種

類
・

数
量

は
記

録
し

て
お

く
。

搬
入

し
た

材
料

の
内

容
に

つ
い

て
管

理
者

の
検

査
を

受
け

る
，

ま
た

は
承

諾
を

得
る

材
料

製
造

者
が

指
定

す
る

数
量

，
方

法
・

手
順

が
あ

る
場

合
は

守
る

（
以

下
，

同
様

）

材
料

の
調

合
塗

り
床

材
の

構
成

材
料

を
，

適
切

な
分

量
，

配
合

割
合

，
配

合
順

序
で

調
合

す
る

材
料

の
計

量
は

秤
を

用
い

て
正

確
に

行
う

混
合

容
器

，
攪

拌
機

は
，

材
料

の
性

質
や

量
に

見
合

う
適

切
な

も
の

を
用

い
る

。
撹

拌
時

間
や

混
合

順
序

は
指

定
を

守
る

施
工

速
度

に
合

わ
せ

，
可

使
時

間
内

に
使

い
切

る
量

を
調

合
す

る
骨

材
を

入
れ

る
場

合
は

，
主

剤
，

硬
化

剤
な

ど
を

先
に

混
合

し
，

骨
材

は
最

後
に

加
え

る
各

工
程

に
お

い
て

，
材

料
使

用
量

が
適

正
で

あ
っ

た
か

，
施

工
中

お
よ

び
施

工
後

に
確

認
す

る

プ
ラ

イ
マ

ー
塗

り
塗

り
仕

上
げ

の
材

料
・

工
法

に
応

じ
て

，
プ

ラ
イ

マ
ー

を
施

工
す

る

床
下

地
の

状
態

，
施

工
条

件
あ

る
い

は
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
と

の
相

性
に

よ
り

，
適

切
な

プ
ラ

イ
マ

ー
を

選
定

す
る

。
タ

ッ
ク

コ
ー

ト
塗

り
を

行
う

場
合

は
，

プ
ラ

イ
マ

ー
塗

り
を

省
略

す
る

こ
と

も
あ

る
２

液
混

合
型

の
プ

ラ
イ

マ
ー

は
計

量
を

正
確

に
行

い
，

十
分

に
撹

拌
す

る
プ

ラ
イ

マ
ー

は
，

は
け

，
ま

た
は

ロ
ー

ラ
ー

ば
け

で
塗

布
し

，
可

使
時

間
内

に
塗

布
す

る
塗

り
残

し
，

溜
ま

り
が

な
い

よ
う

に
注

意
し

て
塗

布
す

る
厚

塗
り

し
す

ぎ
る

と
，

ふ
く

れ
，

発
泡

，
硬

化
不

良
の

原
因

と
な

る
こ

と
が

あ
る

の
で

，
厚

塗
り

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

プ
ラ

イ
マ

ー
の

吸
い

込
み

が
激

し
い

床
下

地
の

場
合

は
，

プ
ラ

イ
マ

ー
を

再
塗

布
す

る
工

程
間

隔
に

時
間

的
上

限
の

あ
る

プ
ラ

イ
マ

ー
の

場
合

は
，

上
限

時
間

内
に

次
の

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

を
塗

布
す

る
。

上
限

時
間

を
過

ぎ
た

場
合

は
，

プ
ラ

イ
マ

ー
面

を
研

磨
し

て
目

荒
ら

し
す

る
プ

ラ
イ

マ
ー

塗
り

と
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
（

ま
た

は
タ

ッ
ク

コ
ー

ト
）

塗
り

の
工

程
間

隔
は

２
時

間
以

上
を

確
保

す
る

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
４

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
２

人
，

　
塗

り
手

に
２

人
）

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

(
タ

ッ
ク

コ
ー

ト
塗

り
)

（
仕

様
に

応
じ

て
，

タ
ッ

ク
コ

ー
ト

を
施

工
す

る
）

（
プ

ラ
イ

マ
ー

お
よ

び
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
と

の
相

性
に

よ
り

，
適

切
な

タ
ッ

ク
コ

ー
ト

を
選

定
す

る
計

量
を

正
確

に
行

い
，

撹
拌

む
ら

の
な

い
よ

う
に

十
分

に
撹

拌
す

る
。

攪
拌

し
た

材
料

は
ロ

ー
ラ

ー
ば

け
で

，
厚

み
む

ら
な

ど
が

生
じ

な
い

よ
う

に
手

早
く

塗
布

す
る

。
可

使
時

間
の

あ
る

タ
ッ

ク
コ

ー
ト

は
，

そ
の

時
間

内
に

塗
布

す
る

。
可

使
時

間
を

過
ぎ

た
材

料
は

廃
棄

す
る

タ
ッ

ク
コ

ー
ト

塗
り

の
直

後
に

，
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

り
を

行
う

）

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

(
モ

ル
タ

ル
材

)
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
（

モ
ル

タ
ル

材
）

を
施

工
す

る

２
液

混
合

型
の

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

は
，

計
量

を
正

確
に

行
い

，
撹

拌
む

ら
の

な
い

よ
う

に
十

分
に

撹
拌

す
る

。
モ

ル
タ

ル
材

で
は

，
骨

材
は

最
後

に
加

え
る

攪
拌

し
た

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

（
モ

ル
タ

ル
材

）
は

木
ご

て
，

ま
た

は
金

ご
て

で
，

こ
て

む
ら

，
厚

み
む

ら
な

ど
が

生
じ

な
い

よ
う

に
手

早
く

塗
布

す
る

。
モ

ル
タ

ル
材

は
可

使
時

間
内

に
塗

布
す

る
。

可
使

時
間

を
過

ぎ
た

材
料

は
廃

棄
す

る

(
目

止
め

)
（

仕
様

に
応

じ
て

，
ペ

ー
ス

ト
材

で
目

止
め

す
る

）

(
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

り
(
流

し
の

べ
材

)
(
1
回

目
)
)

(
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

り
(
流

し
の

べ
材

)
(
2
回

目
)
)

片
付

け
残

材
整

理
，

廃
棄

物
の

処
理

残
材

は
，

残
余

廃
棄

物
，

汚
染

容
器

，
包

装
材

な
ど

に
分

別
し

，
当

該
法

規
に

従
い

適
切

に
処

理
す

る

検
査

・
手

直
し

自
主

検
査

を
し

，
不

良
箇

所
を

手
直

し
す

る

仕
様

書
ど

お
り

に
材

料
が

使
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

段
差

，
塗

り
む

ら
，

塗
り

残
し

，
ピ

ン
ホ

ー
ル

，
色

む
ら

，
つ

や
む

ら
な

ど
が

な
く

，
仕

上
り

が
均

一
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
起

こ
り

う
る

不
良

に
つ

い
て

は
事

前
に

対
策

を
検

討
し

て
お

く
。

不
良

が
生

じ
た

と
き

は
事

前
の

対
策

に
基

づ
き

手
直

し
す

る
指

示
が

あ
る

場
合

は
，

V
O
C
を

測
定

す
る

清
掃

清
掃

す
る

も
れ

や
手

落
ち

が
な

い
よ

う
に

清
掃

す
る

引
渡

し
施

工
管

理
担

当
者

に
作

業
完

了
を

伝
え

，
検

査
お

よ
び

不
良

箇
所

の
是

正
の

内
容

を
引

き
渡

す
引

渡
し

前
検

査
お

よ
び

同
検

査
に

基
づ

く
不

良
箇

所
の

是
正

で
は

，
瑕

疵
が

な
い

こ
と

を
施

工
管

理
担

当
者

に
十

分
確

認
さ

せ
る

と
と

も
に

作
業

完
了

時
の

記
録

を
残

す

塗
り

床
材

塗
付

工
事

後
(
現

場
監

督
)

塗
り

床
材

の
養

生
塗

り
床

材
が

硬
化

し
，

強
度

を
発

揮
す

る
ま

で
十

分
に

養
生

す
る

材
料

が
硬

化
し

，
強

度
を

発
揮

す
る

ま
で

は
，

第
三

者
が

工
事

区
画

に
立

入
り

で
き

な
い

よ
う

に
す

る
。

常
温

に
お

い
て

は
，

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

（
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
）

塗
り

の
後

，
歩

行
に

供
す

る
ま

で
の

養
生

時
間

と
し

て
2
4

時
間

以
上

を
確

保
す

る
。

重
作

業
に

供
す

る
ま

で
の

養
生

時
間

は
７

日
以

上
を

確
保

す
る

（
い

ず
れ

も
気

温
2
0
℃

の
場

合
。

養
生

時
間

は
気

温
に

よ
り

変
化

す
る

）

塗
り
床

材
施

工
の

一
般

的
な
作

業
手

順
（
そ
の

５
）

塗
り

床
材

塗
付

工
事

(
塗

り
床

材
施

工
作

業
担

当
者

)

作
 
業

 
項

 
目

目
 
 
 
的

作
 
業

 
方

 
法

 
・

 
内

 
容

注
意

事
項

お
よ

び
一

般
的

な
施

工
条

件
で

の
作

業
員

数
，

担
当

面
積

な
ど

塗
り

床
材

塗
付

工
事

前
(
関

係
者

)

（
仕

様
に

応
じ

て
，

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

（
流

し
の

べ
材

）
を

１
回

塗
り

，
ま

た
は

２
回

塗
り

す
る

）

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
８

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
４

人
，

　
塗

り
手

に
４

人
）

１
組

で
3
0
～

5
0
m
程

度
／

１
時

間

（
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
（

モ
ル

タ
ル

材
）

塗
り

の
後

，
そ

の
表

面
を

緻
密

に
す

る
た

め
，

ペ
ー

ス
ト

材
で

目
止

め
す

る １
回

目
の

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

（
流

し
の

べ
材

）
は

金
ご

て
で

塗
布

す
る

防
滑

仕
上

げ
に

す
る

と
き

は
，

１
回

目
の

流
し

の
べ

材
を

塗
布

し
た

後
，

た
だ

ち
に

骨
材

を
散

布
す

る
２

回
目

の
流

し
の

べ
材

は
ロ

ー
ラ

ー
ば

け
で

塗
布

す
る

。
仕

上
が

り
不

良
と

な
ら

な
い

よ
う

に
，

ロ
ー

ラ
ー

ば
け

の
選

定
に

注
意

す
る

各
回

の
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

り
の

工
程

間
隔

は
1
2
時

間
以

上
を

確
保

す
る

塗
り

材
の

粘
度

は
，

施
工

温
度

に
よ

る
影

響
を

受
け

や
す

い
た

め
，

施
工

現
場

の
管

理
を

適
切

に
行

う
）

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
４

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
２

人
，

　
塗

り
手

に
２

人
）

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

−  37  −



　
　
※

  
６
）
厚
膜
型
塗
り
床
材
・
モ
ル
タ
ル
工
法
の
場
合
（
そ
の
２
）
（
メ
タ
ク
リ
ル
樹
脂
系
）

塗
り

床
工

事
全

体
の

事
前

協
議

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

確
認

施
工

環
境

・
場

所
の

確
認

床
下

地
の

種
類

，
塗

り
床

材
・

工
法

の
確

認
施

工
区

画
，

工
程

・
工

期
の

確
認

設
計

図
書

の
確

認

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

種
類

・
水

準
を

確
認

す
る

工
事

現
場

の
環

境
条

件
，

作
業

条
件

を
確

認
す

る
工

事
期

に
想

定
さ

れ
る

気
象

条
件

を
確

認
す

る
床

下
地

の
種

類
を

確
認

す
る

要
求

性
能

や
種

々
の

条
件

に
見

合
う

塗
り

床
材

・
工

法
を

選
定

す
る

。
要

求
や

条
件

に
見

合
う

下
地

床
と

塗
り

床
材

・
工

法
の

組
合

せ
か

に
留

意
す

る
図

面
や

仕
様

書
等

の
内

容
や

整
合

性
を

確
認

す
る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
高

強
度

コ
ン

ク
リ

ー
ト

あ
る

い
は

騎
乗

式
機

械
ご

て
押

え
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
，

塗
り

床
工

事
担

当
者

を
含

め
た

関
係

者
で

下
地

処
理

や
塗

り
床

の
材

料
・

工
法

に
関

し
て

協
議

し
，

合
意

を
得

る
こ

と

施
工

環
境

・
条

件
の

調
査

施
工

環
境

・
場

所
，

作
業

時
間

帯
の

確
認

施
工

可
能

な
気

温
か

確
認

す
る

。
施

工
可

能
な

床
下

地
温

度
か

確
認

す
る

施
工

可
能

な
湿

度
か

確
認

す
る

作
業

時
の

通
風

，
換

気
に

問
題

が
な

い
か

確
認

す
る

。
火

気
の

有
無

を
確

認
す

る
作

業
時

間
は

十
分

か
確

認
す

る
。

作
業

可
能

な
時

間
帯

か
確

認
す

る
作

業
時

の
騒

音
，

臭
気

，
粉

塵
な

ど
が

問
題

に
な

ら
な

い
か

確
認

す
る

照
明

の
有

無
・

種
類

を
確

認
す

る

床
下

地
の

状
態

の
確

認
(
＋

床
下

地
の

補
修

工
事

)

床
下

地
の

材
齢

，
乾

燥
期

間
の

確
認

水
分

や
湿

気
が

床
下

地
表

面
に

持
続

的
に

供
給

さ
れ

る
状

況
か

確
認

す
る

局
所

的
な

凹
凸

・
不

陸
，

突
起

物
，

脆
弱

部
，

レ
イ

タ
ン

ス
，

ひ
び

割
れ

・
傷

，
床

の
汚

染
な

ど
の

床
下

地
の

不
具

合
を

事
前

に
確

認
す

る

（
必

要
に

応
じ

て
補

修
工

事
を

行
う

）

乾
燥

の
程

度
や

水
分

・
湿

気
の

供
給

状
態

を
確

認
す

る
。

防
湿

層
が

必
要

な
場

合
は

，
そ

の
設

置
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

，
適

切
な

研
削

機
な

ど
を

用
い

て
凸

部
を

研
削

す
る

。
研

削
し

た
後

の
粉

塵
は

，
適

切
な

清
掃

機
を

用
い

て
清

掃
す

る
凹

部
や

ひ
び

割
れ

・
傷

は
十

分
な

強
度

・
付

着
性

が
期

待
で

き
る

補
修

材
で

適
宜

補
修

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
は

ポ
リ

ッ
シ

ャ
型

研
削

機
な

ど
で

必
ず

除
去

す
る

。
床

下
地

表
面

を
軽

く
サ

ン
デ

ィ
ン

グ
し

，
前

後
で

引
っ

か
き

試
験

の
傷

幅
が

大
き

く
変

化
す

る
よ

う
で

あ
れ

ば
レ

イ
タ

ン
ス

あ
り

と
判

断
す

る
床

の
汚

染
，

特
に

，
油

汚
れ

や
墨

出
し

用
の

油
溶

性
顔

料
は

床
材

中
の

可
塑

剤
に

溶
け

込
み

，
床

材
を

変
色

さ
せ

る
の

で
注

意
す

る
。

床
材

施
工

業
者

以
外

も
床

に
マ

ー
キ

ン
グ

す
る

場
合

が
あ

る
た

め
，

関
連

業
者

に
留

意
さ

せ
る

。
床

の
汚

損
が

あ
る

場
合

，
適

切
に

処
理

す
る

凹
部

を
補

修
す

る
際

は
，

塗
り

床
施

工
担

当
者

と
協

議
し

，
合

意
し

た
材

料
・

工
法

で
補

修
す

る
。

補
修

し
た

場
所

も
施

工
者

に
確

実
に

伝
え

る
。

一
般

的
な

ポ
リ

マ
ー

セ
メ

ン
ト

系
下

地
処

理
剤

や
セ

ル
フ

レ
ベ

リ
ン

グ
材

は
，

塗
り

床
の

下
地

と
し

て
不

適
で

あ
る

の
で

使
用

し
な

い

床
下

地
表

層
部

品
質

の
グ

レ
ー

ド
の

確
認

施
工

範
囲

の
全

体
的

な
凹

凸
，

表
面

強
度

，
水

分
量

に
関

し
，

床
性

能
の

要
求

水
準

に
適

応
で

き
る

床
下

地
で

あ
る

か
，

床
会

グ
レ

ー
ド

に
基

づ
き

確
認

す
る

不
具

合
を

発
生

さ
せ

な
い

た
め

に
最

低
限

必
要

な
床

下
地

グ
レ

ー
ド

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
措

置
を

講
ず

る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

緻
密

す
ぎ

る
場

合
は

，
適

宜
，

目
粗

し
す

る
水

分
計

で
測

定
す

る
場

合
は

，
測

定
モ

ー
ド

に
注

意
す

る

材
料

・
工

法
の

最
終

的
な

検
討

と
決

定

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

を
，

必
要

に
応

じ
て

再
検

討
し

，
決

定
す

る
関

係
書

類
を

提
出

す
る

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

・
施

工
機

器
を

選
定

す
る

実
施

工
程

表
，

施
工

計
画

書
な

ど
の

関
係

書
類

を
提

出
し

，
確

認
を

受
け

る
（

塗
り

工
事

担
当

者
→

管
理

者
）

無
理

な
工

程
計

画
は

避
け

る

近
隣

対
策

近
隣

へ
周

知
し

，
了

承
を

得
る

対
策

を
施

し
て

も
近

隣
に

伝
わ

り
う

る
臭

気
，

粉
塵

，
騒

音
な

ど
に

関
し

て
は

，
事

前
に

周
知

し
，

了
承

を
得

る

施
工

環
境

・
条

件
の

確
認

床
下

地
の

確
認

，
清

掃
，

微
修

正 工
事

に
関

す
る

必
要

事
項

の
周

知

施
工

現
場

の
温

度
，

湿
度

を
確

認
す

る
床

下
地

の
確

認
，

清
掃

。
必

要
に

応
じ

て
微

修
正

作
業

場
所

や
作

業
内

容
に

関
す

る
必

要
事

項
の

周
知

施
工

現
場

の
気

温
，

湿
度

お
よ

び
下

地
床

の
表

面
温

度
が

施
工

可
能

な
範

囲
に

あ
る

か
確

認
す

る
必

要
に

応
じ

て
，

施
工

前
に

床
下

地
の

グ
レ

ー
ド

を
再

確
認

す
る

塗
り

工
事

に
先

立
ち

，
適

宜
，

床
下

地
の

清
掃

，
微

修
正

を
行

う
工

事
に

先
立

ち
，

必
要

に
応

じ
て

，
「

立
入

禁
止

」
や

「
火

気
厳

禁
」

の
表

示
を

行
う

「
安

全
デ

ー
タ

シ
ー

ト
（

S
D
S
）

」
を

周
知

す
る

。
有

機
溶

剤
作

業
主

任
者

に
よ

る
管

理
を

行
う

。
換

気
を

確
保

す
る

臭
気

や
粉

塵
に

対
し

て
，

工
事

対
象

区
域

の
周

囲
を

保
護

・
養

生
す

る

湿
度

が
8
0
%
を

超
え

る
場

合
は

，
原

則
と

し
て

施
工

作
業

は
中

止
す

る

下
地

床
の

レ
イ

タ
ン

ス
の

除
去

，
表

面
目

粗
し

レ
イ

タ
ン

ス
は

除
去

す
る

床
の

要
求

性
能

や
表

面
性

状
に

応
じ

て
，

下
地

床
の

表
面

を
目

粗
し

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
が

残
っ

て
い

る
場

合
は

確
実

に
除

去
す

る
床

の
用

途
，

要
求

性
能

，
あ

る
い

は
表

面
強

度
の

グ
レ

ー
ド

に
応

じ
て

，
下

地
床

の
表

面
を

目
粗

し
す

る

材
料

お
よ

び
施

工
機

具
の

搬
入

と
確

認
材

料
お

よ
び

施
工

機
具

を
搬

入
し

，
適

切
に

保
管

す
る

搬
入

日
時

・
方

法
・

場
所

な
ど

は
施

工
管

理
担

当
者

や
搬

入
業

社
と

事
前

に
打

合
せ

し
て

お
く

材
料

の
保

管
場

所
は

あ
ら

か
じ

め
清

掃
し

て
お

く
材

料
は

関
係

法
規

に
従

い
，

風
雨

や
日

光
に

影
響

さ
れ

な
い

場
所

に
適

正
に

保
管

す
る

。
保

管
場

所
の

温
湿

度
に

注
意

す
る

搬
入

し
た

材
料

の
種

類
・

数
量

は
記

録
し

て
お

く
。

搬
入

し
た

材
料

の
内

容
に

つ
い

て
管

理
者

の
検

査
を

受
け

る
，

ま
た

は
承

諾
を

得
る

材
料

製
造

者
が

指
定

す
る

数
量

，
方

法
・

手
順

が
あ

る
場

合
は

守
る

（
以

下
，

同
様

）

材
料

の
調

合
塗

り
床

材
の

構
成

材
料

を
，

適
切

な
分

量
，

配
合

割
合

，
配

合
順

序
で

調
合

す
る

材
料

の
計

量
は

秤
を

用
い

て
正

確
に

行
う

混
合

容
器

，
攪

拌
機

は
，

材
料

の
性

質
や

量
に

見
合

う
適

切
な

も
の

を
用

い
る

。
撹

拌
時

間
や

混
合

順
序

は
指

定
を

守
る

施
工

速
度

に
合

わ
せ

，
可

使
時

間
内

に
使

い
切

る
量

を
調

合
す

る
骨

材
を

入
れ

る
場

合
は

，
主

剤
，

硬
化

剤
な

ど
を

先
に

混
合

し
，

骨
材

は
最

後
に

加
え

る
各

工
程

に
お

い
て

，
材

料
使

用
量

が
適

正
で

あ
っ

た
か

，
施

工
中

お
よ

び
施

工
後

に
確

認
す

る

プ
ラ

イ
マ

ー
塗

り
塗

り
仕

上
げ

の
材

料
・

工
法

に
応

じ
て

，
プ

ラ
イ

マ
ー

を
施

工
す

る

床
下

地
の

状
態

，
施

工
条

件
あ

る
い

は
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
と

の
相

性
に

よ
り

，
適

切
な

プ
ラ

イ
マ

ー
を

選
定

す
る

。
２

液
混

合
型

の
プ

ラ
イ

マ
ー

は
計

量
を

正
確

に
行

い
，

十
分

に
撹

拌
す

る
プ

ラ
イ

マ
ー

は
，

は
け

，
ま

た
は

ロ
ー

ラ
ー

ば
け

で
塗

布
し

，
可

使
時

間
内

に
塗

布
す

る
塗

り
残

し
，

溜
ま

り
が

な
い

よ
う

に
注

意
し

て
塗

布
す

る
厚

塗
り

し
す

ぎ
る

と
，

ふ
く

れ
，

発
泡

，
硬

化
不

良
の

原
因

と
な

る
こ

と
が

あ
る

の
で

，
厚

塗
り

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

プ
ラ

イ
マ

ー
の

吸
い

込
み

が
激

し
い

床
下

地
の

場
合

は
，

プ
ラ

イ
マ

ー
を

再
塗

布
す

る
工

程
間

隔
に

時
間

的
上

限
の

あ
る

プ
ラ

イ
マ

ー
の

場
合

は
，

上
限

時
間

内
に

次
の

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

を
塗

布
す

る
。

上
限

時
間

を
過

ぎ
た

場
合

は
，

プ
ラ

イ
マ

ー
面

を
研

磨
し

て
目

荒
ら

し
す

る
常

温
に

お
い

て
は

，
プ

ラ
イ

マ
ー

塗
り

と
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

り
の

工
程

間
隔

は
１

時
間

以
上

を
確

保
す

る

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
５

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
２

人
，

　
塗

り
手

に
３

人
）

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

（
モ

ル
タ

ル
材

）
を

施
工

す
る

計
量

を
正

確
に

行
い

，
撹

拌
む

ら
の

な
い

よ
う

に
十

分
に

撹
拌

す
る

。
骨

材
は

最
後

に
加

え
る

攪
拌

し
た

材
料

は
木

ご
て

，
ま

た
は

金
ご

て
で

，
こ

て
む

ら
，

厚
み

む
ら

な
ど

が
生

じ
な

い
よ

う
に

手
早

く
塗

布
す

る
。

可
使

時
間

の
あ

る
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
は

，
そ

の
時

間
内

に
塗

布
す

る
。

可
使

時
間

を
過

ぎ
た

材
料

は
廃

棄
す

る
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

り
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
塗

り
の

工
程

間
隔

は
１

時
間

以
上

を
確

保
す

る
塗

り
材

の
粘

度
は

，
施

工
温

度
に

よ
る

影
響

を
受

け
や

す
い

た
め

，
施

工
現

場
の

管
理

を
適

切
に

行
う

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
５

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
２

人
，

　
塗

り
手

に
３

人
）

１
組

で
5
0
～

1
0
0
m
程

度
／

１
時

間

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

塗
り

(
1
回

目
)

(
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
塗

り
(
2
回

目
)
)

片
付

け
残

材
整

理
，

廃
棄

物
の

処
理

残
材

は
，

残
余

廃
棄

物
，

汚
染

容
器

，
包

装
材

な
ど

に
分

別
し

，
当

該
法

規
に

従
い

適
切

に
処

理
す

る

検
査

・
手

直
し

自
主

検
査

を
し

，
不

良
箇

所
を

手
直

し
す

る

仕
様

書
ど

お
り

に
材

料
が

使
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

段
差

，
塗

り
む

ら
，

塗
り

残
し

，
ピ

ン
ホ

ー
ル

，
色

む
ら

，
つ

や
む

ら
な

ど
が

な
く

，
仕

上
り

が
均

一
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
起

こ
り

う
る

不
良

に
つ

い
て

は
事

前
に

対
策

を
検

討
し

て
お

く
。

不
良

が
生

じ
た

と
き

は
事

前
の

対
策

に
基

づ
き

手
直

し
す

る
指

示
が

あ
る

場
合

は
，

V
O
C
を

測
定

す
る

清
掃

清
掃

す
る

も
れ

や
手

落
ち

が
な

い
よ

う
に

清
掃

す
る

引
渡

し
施

工
管

理
担

当
者

に
作

業
完

了
を

伝
え

，
検

査
お

よ
び

不
良

箇
所

の
是

正
の

内
容

を
引

き
渡

す
引

渡
し

前
検

査
お

よ
び

同
検

査
に

基
づ

く
不

良
箇

所
の

是
正

で
は

，
瑕

疵
が

な
い

こ
と

を
施

工
管

理
担

当
者

に
十

分
確

認
さ

せ
る

と
と

も
に

作
業

完
了

時
の

記
録

を
残

す

塗
り

床
材

塗
付

工
事

後
(
現

場
監

督
)

塗
り

床
材

の
養

生
塗

り
床

材
が

硬
化

し
，

強
度

を
発

揮
す

る
ま

で
十

分
に

養
生

す
る

材
料

が
硬

化
し

，
強

度
を

発
揮

す
る

ま
で

は
，

第
三

者
が

工
事

区
画

に
立

入
り

で
き

な
い

よ
う

に
す

る
。

常
温

に
お

い
て

は
，

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

（
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
）

塗
り

の
後

，
歩

行
に

供
す

る
ま

で
の

養
生

時
間

と
し

て
２

時
間

以
上

を
確

保
す

る
。

重
作

業
に

供
す

る
ま

で
の

養
生

時
間

は
４

時
間

以
上

を
確

保
す

る
（

い
ず

れ
も

気
温

2
0
℃

の
場

合
。

養
生

時
間

は
気

温
に

よ
り

変
化

す
る

）

塗
り
床

材
施

工
の

一
般

的
な
作

業
手

順
（
そ
の

６
）

塗
り

床
材

塗
付

工
事

(
塗

り
床

材
施

工
作

業
担

当
者

)

作
 
業

 
項

 
目

目
 
 
 
的

作
 
業

 
方

 
法

 
・

 
内

 
容

注
意

事
項

お
よ

び
一

般
的

な
施

工
条

件
で

の
作

業
員

数
，

担
当

面
積

な
ど

塗
り

床
材

塗
付

工
事

前
(
関

係
者

)

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

（
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
材

）
を

施
工

す
る

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

塗
り

は
，

仕
様

に
応

じ
て

１
回

塗
り

，
ま

た
は

２
回

塗
り

と
す

る

ト
ッ

 
プ

コ
ー

ト
施

工
前

に
床

を
清

掃
し

，
ご

み
の

巻
き

込
み

に
よ

る
仕

上
が

り
不

良
と

な
ら

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
材

は
ロ

ー
ラ

ー
ば

け
で

塗
布

す
る

。
仕

上
が

り
不

良
と

な
ら

な
い

よ
う

に
，

ロ
ー

ラ
ー

ば
け

の
選

定
に

注
意

す
る

防
滑

仕
上

げ
に

す
る

と
き

は
，

１
回

目
の

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

塗
り

と
同

時
に

骨
材

を
散

布
し

，
硬

化
後

に
２

回
目

の
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
塗

り
を

行
う

２
液

混
合

型
の

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

は
，

計
量

を
正

確
に

行
い

，
十

分
に

撹
拌

す
る

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

は
可

使
時

間
内

に
塗

布
す

る
。

可
使

時
間

を
過

ぎ
た

材
料

は
廃

棄
す

る
。

塗
り

残
し

の
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
５

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
２

人
，

　
塗

り
手

に
３

人
）

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

−  38  − −  39  −



　
　
※

  
６
）
厚
膜
型
塗
り
床
材
・
モ
ル
タ
ル
工
法
の
場
合
（
そ
の
２
）
（
メ
タ
ク
リ
ル
樹
脂
系
）

塗
り

床
工

事
全

体
の

事
前

協
議

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

確
認

施
工

環
境

・
場

所
の

確
認

床
下

地
の

種
類

，
塗

り
床

材
・

工
法

の
確

認
施

工
区

画
，

工
程

・
工

期
の

確
認

設
計

図
書

の
確

認

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

種
類

・
水

準
を

確
認

す
る

工
事

現
場

の
環

境
条

件
，

作
業

条
件

を
確

認
す

る
工

事
期

に
想

定
さ

れ
る

気
象

条
件

を
確

認
す

る
床

下
地

の
種

類
を

確
認

す
る

要
求

性
能

や
種

々
の

条
件

に
見

合
う

塗
り

床
材

・
工

法
を

選
定

す
る

。
要

求
や

条
件

に
見

合
う

下
地

床
と

塗
り

床
材

・
工

法
の

組
合

せ
か

に
留

意
す

る
図

面
や

仕
様

書
等

の
内

容
や

整
合

性
を

確
認

す
る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
高

強
度

コ
ン

ク
リ

ー
ト

あ
る

い
は

騎
乗

式
機

械
ご

て
押

え
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
，

塗
り

床
工

事
担

当
者

を
含

め
た

関
係

者
で

下
地

処
理

や
塗

り
床

の
材

料
・

工
法

に
関

し
て

協
議

し
，

合
意

を
得

る
こ

と

施
工

環
境

・
条

件
の

調
査

施
工

環
境

・
場

所
，

作
業

時
間

帯
の

確
認

施
工

可
能

な
気

温
か

確
認

す
る

。
施

工
可

能
な

床
下

地
温

度
か

確
認

す
る

施
工

可
能

な
湿

度
か

確
認

す
る

作
業

時
の

通
風

，
換

気
に

問
題

が
な

い
か

確
認

す
る

。
火

気
の

有
無

を
確

認
す

る
作

業
時

間
は

十
分

か
確

認
す

る
。

作
業

可
能

な
時

間
帯

か
確

認
す

る
作

業
時

の
騒

音
，

臭
気

，
粉

塵
な

ど
が

問
題

に
な

ら
な

い
か

確
認

す
る

照
明

の
有

無
・

種
類

を
確

認
す

る

床
下

地
の

状
態

の
確

認
(
＋

床
下

地
の

補
修

工
事

)

床
下

地
の

材
齢

，
乾

燥
期

間
の

確
認

水
分

や
湿

気
が

床
下

地
表

面
に

持
続

的
に

供
給

さ
れ

る
状

況
か

確
認

す
る

局
所

的
な

凹
凸

・
不

陸
，

突
起

物
，

脆
弱

部
，

レ
イ

タ
ン

ス
，

ひ
び

割
れ

・
傷

，
床

の
汚

染
な

ど
の

床
下

地
の

不
具

合
を

事
前

に
確

認
す

る

（
必

要
に

応
じ

て
補

修
工

事
を

行
う

）

乾
燥

の
程

度
や

水
分

・
湿

気
の

供
給

状
態

を
確

認
す

る
。

防
湿

層
が

必
要

な
場

合
は

，
そ

の
設

置
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

，
適

切
な

研
削

機
な

ど
を

用
い

て
凸

部
を

研
削

す
る

。
研

削
し

た
後

の
粉

塵
は

，
適

切
な

清
掃

機
を

用
い

て
清

掃
す

る
凹

部
や

ひ
び

割
れ

・
傷

は
十

分
な

強
度

・
付

着
性

が
期

待
で

き
る

補
修

材
で

適
宜

補
修

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
は

ポ
リ

ッ
シ

ャ
型

研
削

機
な

ど
で

必
ず

除
去

す
る

。
床

下
地

表
面

を
軽

く
サ

ン
デ

ィ
ン

グ
し

，
前

後
で

引
っ

か
き

試
験

の
傷

幅
が

大
き

く
変

化
す

る
よ

う
で

あ
れ

ば
レ

イ
タ

ン
ス

あ
り

と
判

断
す

る
床

の
汚

染
，

特
に

，
油

汚
れ

や
墨

出
し

用
の

油
溶

性
顔

料
は

床
材

中
の

可
塑

剤
に

溶
け

込
み

，
床

材
を

変
色

さ
せ

る
の

で
注

意
す

る
。

床
材

施
工

業
者

以
外

も
床

に
マ

ー
キ

ン
グ

す
る

場
合

が
あ

る
た

め
，

関
連

業
者

に
留

意
さ

せ
る

。
床

の
汚

損
が

あ
る

場
合

，
適

切
に

処
理

す
る

凹
部

を
補

修
す

る
際

は
，

塗
り

床
施

工
担

当
者

と
協

議
し

，
合

意
し

た
材

料
・

工
法

で
補

修
す

る
。

補
修

し
た

場
所

も
施

工
者

に
確

実
に

伝
え

る
。

一
般

的
な

ポ
リ

マ
ー

セ
メ

ン
ト

系
下

地
処

理
剤

や
セ

ル
フ

レ
ベ

リ
ン

グ
材

は
，

塗
り

床
の

下
地

と
し

て
不

適
で

あ
る

の
で

使
用

し
な

い

床
下

地
表

層
部

品
質

の
グ

レ
ー

ド
の

確
認

施
工

範
囲

の
全

体
的

な
凹

凸
，

表
面

強
度

，
水

分
量

に
関

し
，

床
性

能
の

要
求

水
準

に
適

応
で

き
る

床
下

地
で

あ
る

か
，

床
会

グ
レ

ー
ド

に
基

づ
き

確
認

す
る

不
具

合
を

発
生

さ
せ

な
い

た
め

に
最

低
限

必
要

な
床

下
地

グ
レ

ー
ド

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
措

置
を

講
ず

る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

緻
密

す
ぎ

る
場

合
は

，
適

宜
，

目
粗

し
す

る
水

分
計

で
測

定
す

る
場

合
は

，
測

定
モ

ー
ド

に
注

意
す

る

材
料

・
工

法
の

最
終

的
な

検
討

と
決

定

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

を
，

必
要

に
応

じ
て

再
検

討
し

，
決

定
す

る
関

係
書

類
を

提
出

す
る

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

・
施

工
機

器
を

選
定

す
る

実
施

工
程

表
，

施
工

計
画

書
な

ど
の

関
係

書
類

を
提

出
し

，
確

認
を

受
け

る
（

塗
り

工
事

担
当

者
→

管
理

者
）

無
理

な
工

程
計

画
は

避
け

る

近
隣

対
策

近
隣

へ
周

知
し

，
了

承
を

得
る

対
策

を
施

し
て

も
近

隣
に

伝
わ

り
う

る
臭

気
，

粉
塵

，
騒

音
な

ど
に

関
し

て
は

，
事

前
に

周
知

し
，

了
承

を
得

る

施
工

環
境

・
条

件
の

確
認

床
下

地
の

確
認

，
清

掃
，

微
修

正 工
事

に
関

す
る

必
要

事
項

の
周

知

施
工

現
場

の
温

度
，

湿
度

を
確

認
す

る
床

下
地

の
確

認
，

清
掃

。
必

要
に

応
じ

て
微

修
正

作
業

場
所

や
作

業
内

容
に

関
す

る
必

要
事

項
の

周
知

施
工

現
場

の
気

温
，

湿
度

お
よ

び
下

地
床

の
表

面
温

度
が

施
工

可
能

な
範

囲
に

あ
る

か
確

認
す

る
必

要
に

応
じ

て
，

施
工

前
に

床
下

地
の

グ
レ

ー
ド

を
再

確
認

す
る

塗
り

工
事

に
先

立
ち

，
適

宜
，

床
下

地
の

清
掃

，
微

修
正

を
行

う
工

事
に

先
立

ち
，

必
要

に
応

じ
て

，
「

立
入

禁
止

」
や

「
火

気
厳

禁
」

の
表

示
を

行
う

「
安

全
デ

ー
タ

シ
ー

ト
（

S
D
S
）

」
を

周
知

す
る

。
有

機
溶

剤
作

業
主

任
者

に
よ

る
管

理
を

行
う

。
換

気
を

確
保

す
る

臭
気

や
粉

塵
に

対
し

て
，

工
事

対
象

区
域

の
周

囲
を

保
護

・
養

生
す

る

湿
度

が
8
0
%
を

超
え

る
場

合
は

，
原

則
と

し
て

施
工

作
業

は
中

止
す

る

下
地

床
の

レ
イ

タ
ン

ス
の

除
去

，
表

面
目

粗
し

レ
イ

タ
ン

ス
は

除
去

す
る

床
の

要
求

性
能

や
表

面
性

状
に

応
じ

て
，

下
地

床
の

表
面

を
目

粗
し

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
が

残
っ

て
い

る
場

合
は

確
実

に
除

去
す

る
床

の
用

途
，

要
求

性
能

，
あ

る
い

は
表

面
強

度
の

グ
レ

ー
ド

に
応

じ
て

，
下

地
床

の
表

面
を

目
粗

し
す

る

材
料

お
よ

び
施

工
機

具
の

搬
入

と
確

認
材

料
お

よ
び

施
工

機
具

を
搬

入
し

，
適

切
に

保
管

す
る

搬
入

日
時

・
方

法
・

場
所

な
ど

は
施

工
管

理
担

当
者

や
搬

入
業

社
と

事
前

に
打

合
せ

し
て

お
く

材
料

の
保

管
場

所
は

あ
ら

か
じ

め
清

掃
し

て
お

く
材

料
は

関
係

法
規

に
従

い
，

風
雨

や
日

光
に

影
響

さ
れ

な
い

場
所

に
適

正
に

保
管

す
る

。
保

管
場

所
の

温
湿

度
に

注
意

す
る

搬
入

し
た

材
料

の
種

類
・

数
量

は
記

録
し

て
お

く
。

搬
入

し
た

材
料

の
内

容
に

つ
い

て
管

理
者

の
検

査
を

受
け

る
，

ま
た

は
承

諾
を

得
る

材
料

製
造

者
が

指
定

す
る

数
量

，
方

法
・

手
順

が
あ

る
場

合
は

守
る

（
以

下
，

同
様

）

材
料

の
調

合
塗

り
床

材
の

構
成

材
料

を
，

適
切

な
分

量
，

配
合

割
合

，
配

合
順

序
で

調
合

す
る

材
料

の
計

量
は

秤
を

用
い

て
正

確
に

行
う

混
合

容
器

，
攪

拌
機

は
，

材
料

の
性

質
や

量
に

見
合

う
適

切
な

も
の

を
用

い
る

。
撹

拌
時

間
や

混
合

順
序

は
指

定
を

守
る

施
工

速
度

に
合

わ
せ

，
可

使
時

間
内

に
使

い
切

る
量

を
調

合
す

る
骨

材
を

入
れ

る
場

合
は

，
主

剤
，

硬
化

剤
な

ど
を

先
に

混
合

し
，

骨
材

は
最

後
に

加
え

る
各

工
程

に
お

い
て

，
材

料
使

用
量

が
適

正
で

あ
っ

た
か

，
施

工
中

お
よ

び
施

工
後

に
確

認
す

る

プ
ラ

イ
マ

ー
塗

り
塗

り
仕

上
げ

の
材

料
・

工
法

に
応

じ
て

，
プ

ラ
イ

マ
ー

を
施

工
す

る

床
下

地
の

状
態

，
施

工
条

件
あ

る
い

は
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
と

の
相

性
に

よ
り

，
適

切
な

プ
ラ

イ
マ

ー
を

選
定

す
る

。
２

液
混

合
型

の
プ

ラ
イ

マ
ー

は
計

量
を

正
確

に
行

い
，

十
分

に
撹

拌
す

る
プ

ラ
イ

マ
ー

は
，

は
け

，
ま

た
は

ロ
ー

ラ
ー

ば
け

で
塗

布
し

，
可

使
時

間
内

に
塗

布
す

る
塗

り
残

し
，

溜
ま

り
が

な
い

よ
う

に
注

意
し

て
塗

布
す

る
厚

塗
り

し
す

ぎ
る

と
，

ふ
く

れ
，

発
泡

，
硬

化
不

良
の

原
因

と
な

る
こ

と
が

あ
る

の
で

，
厚

塗
り

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

プ
ラ

イ
マ

ー
の

吸
い

込
み

が
激

し
い

床
下

地
の

場
合

は
，

プ
ラ

イ
マ

ー
を

再
塗

布
す

る
工

程
間

隔
に

時
間

的
上

限
の

あ
る

プ
ラ

イ
マ

ー
の

場
合

は
，

上
限

時
間

内
に

次
の

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

を
塗

布
す

る
。

上
限

時
間

を
過

ぎ
た

場
合

は
，

プ
ラ

イ
マ

ー
面

を
研

磨
し

て
目

荒
ら

し
す

る
常

温
に

お
い

て
は

，
プ

ラ
イ

マ
ー

塗
り

と
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

り
の

工
程

間
隔

は
１

時
間

以
上

を
確

保
す

る

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
５

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
２

人
，

　
塗

り
手

に
３

人
）

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

（
モ

ル
タ

ル
材

）
を

施
工

す
る

計
量

を
正

確
に

行
い

，
撹

拌
む

ら
の

な
い

よ
う

に
十

分
に

撹
拌

す
る

。
骨

材
は

最
後

に
加

え
る

攪
拌

し
た

材
料

は
木

ご
て

，
ま

た
は

金
ご

て
で

，
こ

て
む

ら
，

厚
み

む
ら

な
ど

が
生

じ
な

い
よ

う
に

手
早

く
塗

布
す

る
。

可
使

時
間

の
あ

る
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
は

，
そ

の
時

間
内

に
塗

布
す

る
。

可
使

時
間

を
過

ぎ
た

材
料

は
廃

棄
す

る
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
塗

り
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
塗

り
の

工
程

間
隔

は
１

時
間

以
上

を
確

保
す

る
塗

り
材

の
粘

度
は

，
施

工
温

度
に

よ
る

影
響

を
受

け
や

す
い

た
め

，
施

工
現

場
の

管
理

を
適

切
に

行
う

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
５

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
２

人
，

　
塗

り
手

に
３

人
）

１
組

で
5
0
～

1
0
0
m
程

度
／

１
時

間

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

塗
り

(
1
回

目
)

(
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
塗

り
(
2
回

目
)
)

片
付

け
残

材
整

理
，

廃
棄

物
の

処
理

残
材

は
，

残
余

廃
棄

物
，

汚
染

容
器

，
包

装
材

な
ど

に
分

別
し

，
当

該
法

規
に

従
い

適
切

に
処

理
す

る

検
査

・
手

直
し

自
主

検
査

を
し

，
不

良
箇

所
を

手
直

し
す

る

仕
様

書
ど

お
り

に
材

料
が

使
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

段
差

，
塗

り
む

ら
，

塗
り

残
し

，
ピ

ン
ホ

ー
ル

，
色

む
ら

，
つ

や
む

ら
な

ど
が

な
く

，
仕

上
り

が
均

一
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
起

こ
り

う
る

不
良

に
つ

い
て

は
事

前
に

対
策

を
検

討
し

て
お

く
。

不
良

が
生

じ
た

と
き

は
事

前
の

対
策

に
基

づ
き

手
直

し
す

る
指

示
が

あ
る

場
合

は
，

V
O
C
を

測
定

す
る

清
掃

清
掃

す
る

も
れ

や
手

落
ち

が
な

い
よ

う
に

清
掃

す
る

引
渡

し
施

工
管

理
担

当
者

に
作

業
完

了
を

伝
え

，
検

査
お

よ
び

不
良

箇
所

の
是

正
の

内
容

を
引

き
渡

す
引

渡
し

前
検

査
お

よ
び

同
検

査
に

基
づ

く
不

良
箇

所
の

是
正

で
は

，
瑕

疵
が

な
い

こ
と

を
施

工
管

理
担

当
者

に
十

分
確

認
さ

せ
る

と
と

も
に

作
業

完
了

時
の

記
録

を
残

す

塗
り

床
材

塗
付

工
事

後
(
現

場
監

督
)

塗
り

床
材

の
養

生
塗

り
床

材
が

硬
化

し
，

強
度

を
発

揮
す

る
ま

で
十

分
に

養
生

す
る

材
料

が
硬

化
し

，
強

度
を

発
揮

す
る

ま
で

は
，

第
三

者
が

工
事

区
画

に
立

入
り

で
き

な
い

よ
う

に
す

る
。

常
温

に
お

い
て

は
，

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

（
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
）

塗
り

の
後

，
歩

行
に

供
す

る
ま

で
の

養
生

時
間

と
し

て
２

時
間

以
上

を
確

保
す

る
。

重
作

業
に

供
す

る
ま

で
の

養
生

時
間

は
４

時
間

以
上

を
確

保
す

る
（

い
ず

れ
も

気
温

2
0
℃

の
場

合
。

養
生

時
間

は
気

温
に

よ
り

変
化

す
る

）

塗
り
床

材
施

工
の

一
般

的
な
作

業
手

順
（
そ
の

６
）

塗
り

床
材

塗
付

工
事

(
塗

り
床

材
施

工
作

業
担

当
者

)

作
 
業

 
項

 
目

目
 
 
 
的

作
 
業

 
方

 
法

 
・

 
内

 
容

注
意

事
項

お
よ

び
一

般
的

な
施

工
条

件
で

の
作

業
員

数
，

担
当

面
積

な
ど

塗
り

床
材

塗
付

工
事

前
(
関

係
者

)

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

（
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
材

）
を

施
工

す
る

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

塗
り

は
，

仕
様

に
応

じ
て

１
回

塗
り

，
ま

た
は

２
回

塗
り

と
す

る

ト
ッ

 
プ

コ
ー

ト
施

工
前

に
床

を
清

掃
し

，
ご

み
の

巻
き

込
み

に
よ

る
仕

上
が

り
不

良
と

な
ら

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
材

は
ロ

ー
ラ

ー
ば

け
で

塗
布

す
る

。
仕

上
が

り
不

良
と

な
ら

な
い

よ
う

に
，

ロ
ー

ラ
ー

ば
け

の
選

定
に

注
意

す
る

防
滑

仕
上

げ
に

す
る

と
き

は
，

１
回

目
の

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

塗
り

と
同

時
に

骨
材

を
散

布
し

，
硬

化
後

に
２

回
目

の
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
塗

り
を

行
う

２
液

混
合

型
の

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

は
，

計
量

を
正

確
に

行
い

，
十

分
に

撹
拌

す
る

ト
ッ

プ
コ

ー
ト

は
可

使
時

間
内

に
塗

布
す

る
。

可
使

時
間

を
過

ぎ
た

材
料

は
廃

棄
す

る
。

塗
り

残
し

の
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

施
工

面
積

3
0
0
m
程

度
の

場
合

，
５

人
で

１
組

（
材

料
混

合
・

運
搬

に
２

人
，

　
塗

り
手

に
３

人
）

１
組

で
1
0
0
～

2
0
0
m
程

度
／

１
時

間

−  39  −



　
　
※

  
７
）
厚
膜
型
塗
り
床
材
・
モ
ル
タ
ル
工
法
の
場
合
（
そ
の
３
）
（
水
性
硬
質
ウ
レ
タ
ン
系
）

塗
り

床
工

事
全

体
の

事
前

協
議

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

確
認

施
工

環
境

・
場

所
の

確
認

床
下

地
の

種
類

，
塗

り
床

材
・

工
法

の
確

認
施

工
区

画
，

工
程

・
工

期
の

確
認

設
計

図
書

の
確

認

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

種
類

・
水

準
を

確
認

す
る

工
事

現
場

の
環

境
条

件
，

作
業

条
件

を
確

認
す

る
工

事
期

に
想

定
さ

れ
る

気
象

条
件

を
確

認
す

る
床

下
地

の
種

類
を

確
認

す
る

要
求

性
能

や
種

々
の

条
件

に
見

合
う

塗
り

床
材

・
工

法
を

選
定

す
る

。
要

求
や

条
件

に
見

合
う

下
地

床
と

塗
り

床
材

・
工

法
の

組
合

せ
か

に
留

意
す

る
図

面
や

仕
様

書
等

の
内

容
や

整
合

性
を

確
認

す
る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
高

強
度

コ
ン

ク
リ

ー
ト

あ
る

い
は

騎
乗

式
機

械
ご

て
押

え
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
，

塗
り

床
工

事
担

当
者

を
含

め
た

関
係

者
で

下
地

処
理

や
塗

り
床

の
材

料
・

工
法

に
関

し
て

協
議

し
，

合
意

を
得

る
こ

と

施
工

環
境

・
条

件
の

調
査

施
工

環
境

・
場

所
，

作
業

時
間

帯
の

確
認

施
工

可
能

な
気

温
か

確
認

す
る

。
施

工
可

能
な

床
下

地
温

度
か

確
認

す
る

施
工

可
能

な
湿

度
か

確
認

す
る

作
業

時
の

通
風

，
換

気
に

問
題

が
な

い
か

確
認

す
る

。
火

気
の

有
無

を
確

認
す

る
作

業
時

間
は

十
分

か
確

認
す

る
。

作
業

可
能

な
時

間
帯

か
確

認
す

る
作

業
時

の
騒

音
，

臭
気

，
粉

塵
な

ど
が

問
題

に
な

ら
な

い
か

確
認

す
る

照
明

の
有

無
・

種
類

を
確

認
す

る

床
下

地
の

状
態

の
確

認
(
＋

床
下

地
の

補
修

工
事

)

床
下

地
の

材
齢

，
乾

燥
期

間
の

確
認

水
分

や
湿

気
が

床
下

地
表

面
に

持
続

的
に

供
給

さ
れ

る
状

況
か

確
認

す
る

局
所

的
な

凹
凸

・
不

陸
，

突
起

物
，

脆
弱

部
，

レ
イ

タ
ン

ス
，

ひ
び

割
れ

・
傷

，
床

の
汚

染
な

ど
の

床
下

地
の

不
具

合
を

事
前

に
確

認
す

る

（
必

要
に

応
じ

て
補

修
工

事
を

行
う

）

乾
燥

の
程

度
や

水
分

・
湿

気
の

供
給

状
態

を
確

認
す

る
。

防
湿

層
が

必
要

な
場

合
は

，
そ

の
設

置
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

，
適

切
な

研
削

機
な

ど
を

用
い

て
凸

部
を

研
削

す
る

。
研

削
し

た
後

の
粉

塵
は

，
適

切
な

清
掃

機
を

用
い

て
清

掃
す

る
凹

部
や

ひ
び

割
れ

・
傷

は
十

分
な

強
度

・
付

着
性

が
期

待
で

き
る

補
修

材
で

適
宜

補
修

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
は

ポ
リ

ッ
シ

ャ
型

研
削

機
な

ど
で

必
ず

除
去

す
る

。
床

下
地

表
面

を
軽

く
サ

ン
デ

ィ
ン

グ
し

，
前

後
で

引
っ

か
き

試
験

の
傷

幅
が

大
き

く
変

化
す

る
よ

う
で

あ
れ

ば
レ

イ
タ

ン
ス

あ
り

と
判

断
す

る
床

の
汚

染
，

特
に

，
油

汚
れ

や
墨

出
し

用
の

油
溶

性
顔

料
は

床
材

中
の

可
塑

剤
に

溶
け

込
み

，
床

材
を

変
色

さ
せ

る
の

で
注

意
す

る
。

床
材

施
工

業
者

以
外

も
床

に
マ

ー
キ

ン
グ

す
る

場
合

が
あ

る
た

め
，

関
連

業
者

に
留

意
さ

せ
る

。
床

の
汚

損
が

あ
る

場
合

，
適

切
に

処
理

す
る

凹
部

を
補

修
す

る
際

は
，

塗
り

床
施

工
担

当
者

と
協

議
し

，
合

意
し

た
材

料
・

工
法

で
補

修
す

る
。

補
修

し
た

場
所

も
施

工
者

に
確

実
に

伝
え

る
。

一
般

的
な

ポ
リ

マ
ー

セ
メ

ン
ト

系
下

地
処

理
剤

や
セ

ル
フ

レ
ベ

リ
ン

グ
材

は
，

塗
り

床
の

下
地

と
し

て
不

適
で

あ
る

の
で

使
用

し
な

い

床
下

地
表

層
部

品
質

の
グ

レ
ー

ド
の

確
認

施
工

範
囲

の
全

体
的

な
凹

凸
，

表
面

強
度

，
水

分
量

に
関

し
，

床
性

能
の

要
求

水
準

に
適

応
で

き
る

床
下

地
で

あ
る

か
，

床
会

グ
レ

ー
ド

に
基

づ
き

確
認

す
る

不
具

合
を

発
生

さ
せ

な
い

た
め

に
最

低
限

必
要

な
床

下
地

グ
レ

ー
ド

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
措

置
を

講
ず

る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

緻
密

す
ぎ

る
場

合
は

，
適

宜
，

目
粗

し
す

る
水

分
計

で
測

定
す

る
場

合
は

，
測

定
モ

ー
ド

に
注

意
す

る

材
料

・
工

法
の

最
終

的
な

検
討

と
決

定

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

を
，

必
要

に
応

じ
て

再
検

討
し

，
決

定
す

る
関

係
書

類
を

提
出

す
る

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

・
施

工
機

器
を

選
定

す
る

実
施

工
程

表
，

施
工

計
画

書
な

ど
の

関
係

書
類

を
提

出
し

，
確

認
を

受
け

る
（

塗
り

工
事

担
当

者
→

管
理

者
）

無
理

な
工

程
計

画
は

避
け

る

近
隣

対
策

近
隣

へ
周

知
し

，
了

承
を

得
る

対
策

を
施

し
て

も
近

隣
に

伝
わ

り
う

る
臭

気
，

粉
塵

，
騒

音
な

ど
に

関
し

て
は

，
事

前
に

周
知

し
，

了
承

を
得

る

施
工

環
境

・
条

件
の

確
認

床
下

地
の

確
認

，
清

掃
，

微
修

正 工
事

に
関

す
る

必
要

事
項

の
周

知

施
工

現
場

の
温

度
，

湿
度

を
確

認
す

る
床

下
地

の
確

認
，

清
掃

。
必

要
に

応
じ

て
微

修
正

作
業

場
所

や
作

業
内

容
に

関
す

る
必

要
事

項
の

周
知

施
工

現
場

の
気

温
，

湿
度

お
よ

び
下

地
床

の
表

面
温

度
が

施
工

可
能

な
範

囲
に

あ
る

か
確

認
す

る
必

要
に

応
じ

て
，

施
工

前
に

床
下

地
の

グ
レ

ー
ド

を
再

確
認

す
る

塗
り

工
事

に
先

立
ち

，
適

宜
，

床
下

地
の

清
掃

，
微

修
正

を
行

う
工

事
に

先
立

ち
，

必
要

に
応

じ
て

，
「

立
入

禁
止

」
や

「
火

気
厳

禁
」

の
表

示
を

行
う

「
安

全
デ

ー
タ

シ
ー

ト
（

S
D
S
）

」
を

周
知

す
る

。
有

機
溶

剤
作

業
主

任
者

に
よ

る
管

理
を

行
う

。
換

気
を

確
保

す
る

臭
気

や
粉

塵
に

対
し

て
，

工
事

対
象

区
域

の
周

囲
を

保
護

・
養

生
す

る

気
温

が
５

℃
を

下
回

る
場

合
，

ま
た

は
湿

度
が

8
0
%
を

超
え

る
場

合
は

，
原

則
と

し
て

施
工

作
業

は
中

止
す

る

下
地

床
の

レ
イ

タ
ン

ス
の

除
去

，
目

地
切

り
，

表
面

目
粗

し

レ
イ

タ
ン

ス
は

除
去

す
る

下
地

床
に

適
切

に
目

地
切

り
を

施
す

床
の

要
求

性
能

や
表

面
性

状
に

応
じ

て
，

下
地

床
の

表
面

を
目

粗
し

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
が

残
っ

て
い

る
場

合
は

確
実

に
除

去
す

る
は

が
れ

防
止

の
た

め
，

壁
際

な
ど

の
端

部
，

お
よ

び
平

場
に

５
～

1
0
m
 
間

隔
程

度
で

目
地

切
り

を
行

う
床

の
用

途
，

要
求

性
能

，
あ

る
い

は
表

面
強

度
の

グ
レ

ー
ド

に
応

じ
て

，
下

地
床

の
表

面
を

目
粗

し
す

る

材
料

お
よ

び
施

工
機

具
の

搬
入

と
確

認
材

料
お

よ
び

施
工

機
具

を
搬

入
し

，
適

切
に

保
管

す
る

搬
入

日
時

・
方

法
・

場
所

な
ど

は
施

工
管

理
担

当
者

や
搬

入
業

社
と

事
前

に
打

合
せ

し
て

お
く

材
料

の
保

管
場

所
は

あ
ら

か
じ

め
清

掃
し

て
お

く
材

料
は

関
係

法
規

に
従

い
，

風
雨

や
日

光
に

影
響

さ
れ

な
い

場
所

に
適

正
に

保
管

す
る

。
保

管
場

所
の

温
湿

度
に

注
意

す
る

搬
入

し
た

材
料

の
種

類
・

数
量

は
記

録
し

て
お

く
。

搬
入

し
た

材
料

の
内

容
に

つ
い

て
管

理
者

の
検

査
を

受
け

る
，

ま
た

は
承

諾
を

得
る

材
料

製
造

者
が

指
定

す
る

数
量

，
方

法
・

手
順

が
あ

る
場

合
は

守
る

（
以

下
，

同
様

）

材
料

の
調

合
塗

り
床

材
の

構
成

材
料

を
，

適
切

な
分

量
，

配
合

割
合

，
配

合
順

序
で

調
合

す
る

材
料

の
計

量
は

秤
を

用
い

て
正

確
に

行
う

混
合

容
器

，
攪

拌
機

は
，

材
料

の
性

質
や

量
に

見
合

う
適

切
な

も
の

を
用

い
る

。
撹

拌
時

間
や

混
合

順
序

は
指

定
を

守
る

施
工

速
度

に
合

わ
せ

，
可

使
時

間
内

に
使

い
切

る
量

を
調

合
す

る
骨

材
を

入
れ

る
場

合
は

，
主

剤
，

硬
化

剤
な

ど
を

先
に

混
合

し
，

骨
材

は
最

後
に

加
え

る
各

工
程

に
お

い
て

，
材

料
使

用
量

が
適

正
で

あ
っ

た
か

，
施

工
中

お
よ

び
施

工
後

に
確

認
す

る

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

（
モ

ル
タ

ル
材

）
を

施
工

す
る

計
量

を
正

確
に

行
い

，
十

分
に

撹
拌

す
る

。
骨

材
は

最
後

に
加

え
，

撹
拌

む
ら

の
な

い
よ

う
に

混
合

す
る

。
骨

材
な

ど
が

分
離

し
な

い
よ

う
に

，
攪

拌
し

た
材

料
は

手
早

く
施

工
す

る
。

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

は
可

使
時

間
内

に
施

工
す

る
。

可
使

時
間

を
過

ぎ
た

材
料

は
廃

棄
す

る
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
は

１
回

塗
り

と
し

，
木

ご
て

な
ら

し
の

後
，

金
ご

て
押

え
と

す
る

。
下

地
の

状
態

に
よ

っ
て

は
，

流
し

の
べ

用
の

塗
り

材
を

下
塗

り
す

る
。

こ
て

む
ら

，
厚

み
む

ら
な

ど
が

生
じ

な
い

よ
う

に
施

工
す

る
塗

り
材

の
粘

度
は

施
工

温
度

に
よ

る
影

響
を

受
け

や
す

い
た

め
，

施
工

現
場

の
管

理
を

適
切

に
行

う

施
工

面
積

1
0
0
m
程

度
の

場
合

，
7
人

で
１

組
（

材
料

混
合

・
運

搬
に

3
人

，
　

塗
り

手
に

4
人

）

１
組

で
2
0
～

3
0
m
程

度
／

１
時

間

片
付

け
残

材
整

理
，

廃
棄

物
の

処
理

残
材

は
，

残
余

廃
棄

物
，

汚
染

容
器

，
包

装
材

な
ど

に
分

別
し

，
当

該
法

規
に

従
い

適
切

に
処

理
す

る

検
査

・
手

直
し

自
主

検
査

を
し

，
不

良
箇

所
を

手
直

し
す

る

仕
様

書
ど

お
り

に
材

料
が

使
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

段
差

，
塗

り
む

ら
，

塗
り

残
し

，
色

む
ら

，
つ

や
む

ら
な

ど
が

な
く

，
仕

上
り

が
均

一
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る 起
こ

り
う

る
不

良
に

つ
い

て
は

事
前

に
対

策
を

検
討

し
て

お
く

。
不

良
が

生
じ

た
と

き
は

事
前

の
対

策
に

基
づ

き
手

直
し

す
る

指
示

が
あ

る
場

合
は

，
V
O
C
を

測
定

す
る

清
掃

清
掃

す
る

も
れ

や
手

落
ち

が
な

い
よ

う
に

清
掃

す
る

引
渡

し
施

工
管

理
担

当
者

に
作

業
完

了
を

伝
え

，
検

査
お

よ
び

不
良

箇
所

の
是

正
の

内
容

を
引

き
渡

す
引

渡
し

前
検

査
お

よ
び

同
検

査
に

基
づ

く
不

良
箇

所
の

是
正

で
は

，
瑕

疵
が

な
い

こ
と

を
施

工
管

理
担

当
者

に
十

分
確

認
さ

せ
る

と
と

も
に

作
業

完
了

時
の

記
録

を
残

す

塗
り

床
材

塗
付

工
事

後
(
現

場
監

督
)

塗
り

床
材

の
養

生
塗

り
床

材
が

硬
化

し
，

強
度

を
発

揮
す

る
ま

で
十

分
に

養
生

す
る

材
料

が
硬

化
し

，
強

度
を

発
揮

す
る

ま
で

は
，

第
三

者
が

工
事

区
画

に
立

入
り

で
き

な
い

よ
う

に
す

る
。

常
温

に
お

い
て

は
，

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

の
後

，
歩

行
に

供
す

る
ま

で
の

養
生

時
間

と
し

て
2
4
時

間
以

上
を

確
保

す
る

。
重

作
業

に
供

す
る

ま
で

の
養

生
時

間
は

３
日

以
上

を
確

保
す

る
（

い
ず

れ
も

気
温

2
0
℃

の
場

合
。

養
生

時
間

は
気

温
に

よ
り

変
化

す
る

）

塗
り
床

材
施

工
の

一
般

的
な
作

業
手

順
（
そ
の

７
）

塗
り

床
材

塗
付

工
事

(
塗

り
床

材
施

工
作

業
担

当
者

)

作
 
業

 
項

 
目

目
 
 
 
的

作
 
業

 
方

 
法

 
・

 
内

 
容

注
意

事
項

お
よ

び
一

般
的

な
施

工
条

件
で

の
作

業
員

数
，

担
当

面
積

な
ど

塗
り

床
材

塗
付

工
事

前
(
関

係
者

)

−  40  − −  41  −



　
　
※

  
７
）
厚
膜
型
塗
り
床
材
・
モ
ル
タ
ル
工
法
の
場
合
（
そ
の
３
）
（
水
性
硬
質
ウ
レ
タ
ン
系
）

塗
り

床
工

事
全

体
の

事
前

協
議

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

確
認

施
工

環
境

・
場

所
の

確
認

床
下

地
の

種
類

，
塗

り
床

材
・

工
法

の
確

認
施

工
区

画
，

工
程

・
工

期
の

確
認

設
計

図
書

の
確

認

床
の

用
途

，
要

求
性

能
の

種
類

・
水

準
を

確
認

す
る

工
事

現
場

の
環

境
条

件
，

作
業

条
件

を
確

認
す

る
工

事
期

に
想

定
さ

れ
る

気
象

条
件

を
確

認
す

る
床

下
地

の
種

類
を

確
認

す
る

要
求

性
能

や
種

々
の

条
件

に
見

合
う

塗
り

床
材

・
工

法
を

選
定

す
る

。
要

求
や

条
件

に
見

合
う

下
地

床
と

塗
り

床
材

・
工

法
の

組
合

せ
か

に
留

意
す

る
図

面
や

仕
様

書
等

の
内

容
や

整
合

性
を

確
認

す
る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
高

強
度

コ
ン

ク
リ

ー
ト

あ
る

い
は

騎
乗

式
機

械
ご

て
押

え
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
，

塗
り

床
工

事
担

当
者

を
含

め
た

関
係

者
で

下
地

処
理

や
塗

り
床

の
材

料
・

工
法

に
関

し
て

協
議

し
，

合
意

を
得

る
こ

と

施
工

環
境

・
条

件
の

調
査

施
工

環
境

・
場

所
，

作
業

時
間

帯
の

確
認

施
工

可
能

な
気

温
か

確
認

す
る

。
施

工
可

能
な

床
下

地
温

度
か

確
認

す
る

施
工

可
能

な
湿

度
か

確
認

す
る

作
業

時
の

通
風

，
換

気
に

問
題

が
な

い
か

確
認

す
る

。
火

気
の

有
無

を
確

認
す

る
作

業
時

間
は

十
分

か
確

認
す

る
。

作
業

可
能

な
時

間
帯

か
確

認
す

る
作

業
時

の
騒

音
，

臭
気

，
粉

塵
な

ど
が

問
題

に
な

ら
な

い
か

確
認

す
る

照
明

の
有

無
・

種
類

を
確

認
す

る

床
下

地
の

状
態

の
確

認
(
＋

床
下

地
の

補
修

工
事

)

床
下

地
の

材
齢

，
乾

燥
期

間
の

確
認

水
分

や
湿

気
が

床
下

地
表

面
に

持
続

的
に

供
給

さ
れ

る
状

況
か

確
認

す
る

局
所

的
な

凹
凸

・
不

陸
，

突
起

物
，

脆
弱

部
，

レ
イ

タ
ン

ス
，

ひ
び

割
れ

・
傷

，
床

の
汚

染
な

ど
の

床
下

地
の

不
具

合
を

事
前

に
確

認
す

る

（
必

要
に

応
じ

て
補

修
工

事
を

行
う

）

乾
燥

の
程

度
や

水
分

・
湿

気
の

供
給

状
態

を
確

認
す

る
。

防
湿

層
が

必
要

な
場

合
は

，
そ

の
設

置
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

，
適

切
な

研
削

機
な

ど
を

用
い

て
凸

部
を

研
削

す
る

。
研

削
し

た
後

の
粉

塵
は

，
適

切
な

清
掃

機
を

用
い

て
清

掃
す

る
凹

部
や

ひ
び

割
れ

・
傷

は
十

分
な

強
度

・
付

着
性

が
期

待
で

き
る

補
修

材
で

適
宜

補
修

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
は

ポ
リ

ッ
シ

ャ
型

研
削

機
な

ど
で

必
ず

除
去

す
る

。
床

下
地

表
面

を
軽

く
サ

ン
デ

ィ
ン

グ
し

，
前

後
で

引
っ

か
き

試
験

の
傷

幅
が

大
き

く
変

化
す

る
よ

う
で

あ
れ

ば
レ

イ
タ

ン
ス

あ
り

と
判

断
す

る
床

の
汚

染
，

特
に

，
油

汚
れ

や
墨

出
し

用
の

油
溶

性
顔

料
は

床
材

中
の

可
塑

剤
に

溶
け

込
み

，
床

材
を

変
色

さ
せ

る
の

で
注

意
す

る
。

床
材

施
工

業
者

以
外

も
床

に
マ

ー
キ

ン
グ

す
る

場
合

が
あ

る
た

め
，

関
連

業
者

に
留

意
さ

せ
る

。
床

の
汚

損
が

あ
る

場
合

，
適

切
に

処
理

す
る

凹
部

を
補

修
す

る
際

は
，

塗
り

床
施

工
担

当
者

と
協

議
し

，
合

意
し

た
材

料
・

工
法

で
補

修
す

る
。

補
修

し
た

場
所

も
施

工
者

に
確

実
に

伝
え

る
。

一
般

的
な

ポ
リ

マ
ー

セ
メ

ン
ト

系
下

地
処

理
剤

や
セ

ル
フ

レ
ベ

リ
ン

グ
材

は
，

塗
り

床
の

下
地

と
し

て
不

適
で

あ
る

の
で

使
用

し
な

い

床
下

地
表

層
部

品
質

の
グ

レ
ー

ド
の

確
認

施
工

範
囲

の
全

体
的

な
凹

凸
，

表
面

強
度

，
水

分
量

に
関

し
，

床
性

能
の

要
求

水
準

に
適

応
で

き
る

床
下

地
で

あ
る

か
，

床
会

グ
レ

ー
ド

に
基

づ
き

確
認

す
る

不
具

合
を

発
生

さ
せ

な
い

た
め

に
最

低
限

必
要

な
床

下
地

グ
レ

ー
ド

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
措

置
を

講
ず

る

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

緻
密

す
ぎ

る
場

合
は

，
適

宜
，

目
粗

し
す

る
水

分
計

で
測

定
す

る
場

合
は

，
測

定
モ

ー
ド

に
注

意
す

る

材
料

・
工

法
の

最
終

的
な

検
討

と
決

定

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

を
，

必
要

に
応

じ
て

再
検

討
し

，
決

定
す

る
関

係
書

類
を

提
出

す
る

作
業

条
件

や
床

下
地

の
現

状
に

適
し

た
材

料
・

工
法

・
施

工
機

器
を

選
定

す
る

実
施

工
程

表
，

施
工

計
画

書
な

ど
の

関
係

書
類

を
提

出
し

，
確

認
を

受
け

る
（

塗
り

工
事

担
当

者
→

管
理

者
）

無
理

な
工

程
計

画
は

避
け

る

近
隣

対
策

近
隣

へ
周

知
し

，
了

承
を

得
る

対
策

を
施

し
て

も
近

隣
に

伝
わ

り
う

る
臭

気
，

粉
塵

，
騒

音
な

ど
に

関
し

て
は

，
事

前
に

周
知

し
，

了
承

を
得

る

施
工

環
境

・
条

件
の

確
認

床
下

地
の

確
認

，
清

掃
，

微
修

正 工
事

に
関

す
る

必
要

事
項

の
周

知

施
工

現
場

の
温

度
，

湿
度

を
確

認
す

る
床

下
地

の
確

認
，

清
掃

。
必

要
に

応
じ

て
微

修
正

作
業

場
所

や
作

業
内

容
に

関
す

る
必

要
事

項
の

周
知

施
工

現
場

の
気

温
，

湿
度

お
よ

び
下

地
床

の
表

面
温

度
が

施
工

可
能

な
範

囲
に

あ
る

か
確

認
す

る
必

要
に

応
じ

て
，

施
工

前
に

床
下

地
の

グ
レ

ー
ド

を
再

確
認

す
る

塗
り

工
事

に
先

立
ち

，
適

宜
，

床
下

地
の

清
掃

，
微

修
正

を
行

う
工

事
に

先
立

ち
，

必
要

に
応

じ
て

，
「

立
入

禁
止

」
や

「
火

気
厳

禁
」

の
表

示
を

行
う

「
安

全
デ

ー
タ

シ
ー

ト
（

S
D
S
）

」
を

周
知

す
る

。
有

機
溶

剤
作

業
主

任
者

に
よ

る
管

理
を

行
う

。
換

気
を

確
保

す
る

臭
気

や
粉

塵
に

対
し

て
，

工
事

対
象

区
域

の
周

囲
を

保
護

・
養

生
す

る

気
温

が
５

℃
を

下
回

る
場

合
，

ま
た

は
湿

度
が

8
0
%
を

超
え

る
場

合
は

，
原

則
と

し
て

施
工

作
業

は
中

止
す

る

下
地

床
の

レ
イ

タ
ン

ス
の

除
去

，
目

地
切

り
，

表
面

目
粗

し

レ
イ

タ
ン

ス
は

除
去

す
る

下
地

床
に

適
切

に
目

地
切

り
を

施
す

床
の

要
求

性
能

や
表

面
性

状
に

応
じ

て
，

下
地

床
の

表
面

を
目

粗
し

す
る

レ
イ

タ
ン

ス
が

残
っ

て
い

る
場

合
は

確
実

に
除

去
す

る
は

が
れ

防
止

の
た

め
，

壁
際

な
ど

の
端

部
，

お
よ

び
平

場
に

５
～

1
0
m
 
間

隔
程

度
で

目
地

切
り

を
行

う
床

の
用

途
，

要
求

性
能

，
あ

る
い

は
表

面
強

度
の

グ
レ

ー
ド

に
応

じ
て

，
下

地
床

の
表

面
を

目
粗

し
す

る

材
料

お
よ

び
施

工
機

具
の

搬
入

と
確

認
材

料
お

よ
び

施
工

機
具

を
搬

入
し

，
適

切
に

保
管

す
る

搬
入

日
時

・
方

法
・

場
所

な
ど

は
施

工
管

理
担

当
者

や
搬

入
業

社
と

事
前

に
打

合
せ

し
て

お
く

材
料

の
保

管
場

所
は

あ
ら

か
じ

め
清

掃
し

て
お

く
材

料
は

関
係

法
規

に
従

い
，

風
雨

や
日

光
に

影
響

さ
れ

な
い

場
所

に
適

正
に

保
管

す
る

。
保

管
場

所
の

温
湿

度
に

注
意

す
る

搬
入

し
た

材
料

の
種

類
・

数
量

は
記

録
し

て
お

く
。

搬
入

し
た

材
料

の
内

容
に

つ
い

て
管

理
者

の
検

査
を

受
け

る
，

ま
た

は
承

諾
を

得
る

材
料

製
造

者
が

指
定

す
る

数
量

，
方

法
・

手
順

が
あ

る
場

合
は

守
る

（
以

下
，

同
様

）

材
料

の
調

合
塗

り
床

材
の

構
成

材
料

を
，

適
切

な
分

量
，

配
合

割
合

，
配

合
順

序
で

調
合

す
る

材
料

の
計

量
は

秤
を

用
い

て
正

確
に

行
う

混
合

容
器

，
攪

拌
機

は
，

材
料

の
性

質
や

量
に

見
合

う
適

切
な

も
の

を
用

い
る

。
撹

拌
時

間
や

混
合

順
序

は
指

定
を

守
る

施
工

速
度

に
合

わ
せ

，
可

使
時

間
内

に
使

い
切

る
量

を
調

合
す

る
骨

材
を

入
れ

る
場

合
は

，
主

剤
，

硬
化

剤
な

ど
を

先
に

混
合

し
，

骨
材

は
最

後
に

加
え

る
各

工
程

に
お

い
て

，
材

料
使

用
量

が
適

正
で

あ
っ

た
か

，
施

工
中

お
よ

び
施

工
後

に
確

認
す

る

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

（
モ

ル
タ

ル
材

）
を

施
工

す
る

計
量

を
正

確
に

行
い

，
十

分
に

撹
拌

す
る

。
骨

材
は

最
後

に
加

え
，

撹
拌

む
ら

の
な

い
よ

う
に

混
合

す
る

。
骨

材
な

ど
が

分
離

し
な

い
よ

う
に

，
攪

拌
し

た
材

料
は

手
早

く
施

工
す

る
。

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

は
可

使
時

間
内

に
施

工
す

る
。

可
使

時
間

を
過

ぎ
た

材
料

は
廃

棄
す

る
ベ

ー
ス

コ
ー

ト
は

１
回

塗
り

と
し

，
木

ご
て

な
ら

し
の

後
，

金
ご

て
押

え
と

す
る

。
下

地
の

状
態

に
よ

っ
て

は
，

流
し

の
べ

用
の

塗
り

材
を

下
塗

り
す

る
。

こ
て

む
ら

，
厚

み
む

ら
な

ど
が

生
じ

な
い

よ
う

に
施

工
す

る
塗

り
材

の
粘

度
は

施
工

温
度

に
よ

る
影

響
を

受
け

や
す

い
た

め
，

施
工

現
場

の
管

理
を

適
切

に
行

う

施
工

面
積

1
0
0
m
程

度
の

場
合

，
7
人

で
１

組
（

材
料

混
合

・
運

搬
に

3
人

，
　

塗
り

手
に

4
人

）

１
組

で
2
0
～

3
0
m
程

度
／

１
時

間

片
付

け
残

材
整

理
，

廃
棄

物
の

処
理

残
材

は
，

残
余

廃
棄

物
，

汚
染

容
器

，
包

装
材

な
ど

に
分

別
し

，
当

該
法

規
に

従
い

適
切

に
処

理
す

る

検
査

・
手

直
し

自
主

検
査

を
し

，
不

良
箇

所
を

手
直

し
す

る

仕
様

書
ど

お
り

に
材

料
が

使
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

段
差

，
塗

り
む

ら
，

塗
り

残
し

，
色

む
ら

，
つ

や
む

ら
な

ど
が

な
く

，
仕

上
り

が
均

一
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る 起
こ

り
う

る
不

良
に

つ
い

て
は

事
前

に
対

策
を

検
討

し
て

お
く

。
不

良
が

生
じ

た
と

き
は

事
前

の
対

策
に

基
づ

き
手

直
し

す
る

指
示

が
あ

る
場

合
は

，
V
O
C
を

測
定

す
る

清
掃

清
掃

す
る

も
れ

や
手

落
ち

が
な

い
よ

う
に

清
掃

す
る

引
渡

し
施

工
管

理
担

当
者

に
作

業
完

了
を

伝
え

，
検

査
お

よ
び

不
良

箇
所

の
是

正
の

内
容

を
引

き
渡

す
引

渡
し

前
検

査
お

よ
び

同
検

査
に

基
づ

く
不

良
箇

所
の

是
正

で
は

，
瑕

疵
が

な
い

こ
と

を
施

工
管

理
担

当
者

に
十

分
確

認
さ

せ
る

と
と

も
に

作
業

完
了

時
の

記
録

を
残

す

塗
り

床
材

塗
付

工
事

後
(
現

場
監

督
)

塗
り

床
材

の
養

生
塗

り
床

材
が

硬
化

し
，

強
度

を
発

揮
す

る
ま

で
十

分
に

養
生

す
る

材
料

が
硬

化
し

，
強

度
を

発
揮

す
る

ま
で

は
，

第
三

者
が

工
事

区
画

に
立

入
り

で
き

な
い

よ
う

に
す

る
。

常
温

に
お

い
て

は
，

ベ
ー

ス
コ

ー
ト

塗
り

の
後

，
歩

行
に

供
す

る
ま

で
の

養
生

時
間

と
し

て
2
4
時

間
以

上
を

確
保

す
る

。
重

作
業

に
供

す
る

ま
で

の
養

生
時

間
は

３
日

以
上

を
確

保
す

る
（

い
ず

れ
も

気
温

2
0
℃

の
場

合
。

養
生

時
間

は
気

温
に

よ
り

変
化

す
る

）

塗
り
床

材
施

工
の

一
般

的
な
作

業
手

順
（
そ
の

７
）

塗
り

床
材

塗
付

工
事

(
塗

り
床

材
施

工
作

業
担

当
者

)

作
 
業

 
項

 
目

目
 
 
 
的

作
 
業

 
方

 
法

 
・

 
内

 
容

注
意

事
項

お
よ

び
一

般
的

な
施

工
条

件
で

の
作

業
員

数
，

担
当

面
積

な
ど

塗
り

床
材

塗
付

工
事

前
(
関

係
者

)
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塗り床施工前チェックシート

【 床下地表層部品質の必要グレードの事前確認 】

※「要求性能と必要床下地表層部品質の関係」の表を参照し，必要グレードを事前に確認する。

■塗り床の材料・工法の種類：（ ）

■床の用途，要求性能の水準：（ ）

■その他、床に関するメモ： （ ）

■必要グレード

●表面凹凸：□グレードＡ 最大隙間 未満 □Ｂ 未満 □Ｃ 未満 □Ｄ 未満

●表面強度：□グレードＢ 傷幅 未満 □Ｃ 未満

●放出水分量 乾燥度試験紙法 ：□グレードＡ 色評価値4.0未満 □Ｂ 未満 □Ｃ 未満

●含有水分量 水分計法 ：□グレードＡ 表示値440未満 □Ｂ 未満

【 下地の検査と確認 】

■下地の種類 【土間床】 □コンクリート □モルタル □その他（ ）

【階 床】 □コンクリート □モルタル □その他（ ）

■表面凹凸 □グレードＡ 最大隙間 未満 □Ｂ 未満 □Ｃ 未満

□Ｄ 未満 □Ｅ 以上 ⇒    （□可 □不可）

■表面強度 □グレードＡ 傷幅 未満 □Ｂ 未満 □Ｃ 未満

□Ｄ 未満 □Ｅ 以上 ⇒    （□可 □不可）

■放出水分量 □グレードＡ 色評価値4.0未満 □Ｂ 未満 □Ｃ 未満

乾燥度試験紙法 □Ｄ 未満 □Ｅ 以上 ⇒    （□可 □不可）

■含有水分量 □グレードＡ 表示値440未満 □Ｂ 未満 □Ｃ 未満

水分計法 □Ｄ 未満 □Ｅ 以上 ⇒    （□可 □不可）

■たわみ □あり □なし

■段差・目地 □あり □なし

■亀裂など □あり （最大幅： ） □なし

■表層部脆弱層 □処理済（処理内容： ） □未処理

■凹み補修部 □あり （補修材の種類： ） □なし

■粉塵 □あり □なし

■下地の吸水性 □あり □少ない □なし

■汚れ □油汚れ □マーカー □錆 □その他（ ）

【 施工の準備 】

■施工環境 ●気温 （ ℃） ⇒  □30℃以上 □5℃以下

●床下地温度（ ℃） ⇒ □30℃以上 □5℃以下

●湿度 （ ％） ⇒ □80％以上

●直射日光 □問題あり □問題なし

●施工前後の天候 □問題あり □問題なし

●浮遊物の程度 □問題あり □問題なし

●通風換気の程度 □問題あり □問題なし

●火気 □問題あり □問題なし

■材料の搬入経路 □確認 □未確認

■材料の置き場所 □確認 □未確認

■材料の内容・量 □確認 □未確認

■施工用具 □確認 □未確認

■清掃 □確認 □未確認

■基準線の墨出し □確認 □未確認

■施工手順 □確認 □未確認

【評価】□可 □不可（必要な対策： ）
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